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「転校してきました。そういう設定です」（前編）







「それで栄さかえさん、どこの国から来たの？」

「ティセです。ティセ。ティセと呼んでください。両親の仕事の都合で五十くらいの国と地域を転々としてきました。長くても一年以上滞たい在ざいしたことはありません。日本に来る前はアメリカにいました」

「え～～と、それでティセさん。ご両親とも外国人？」

「ティセです。両親とも日系のアメリカ人です」

「ティセちゃん、日本語上手だねぇ」

「ティセです。日常会話ならば支障はありません」

「え～～と、あの……」

「ティセです」

　空いた椅い子すに座り身体の脇わきでぱたぱたとリズミカルに両手を振ふりながら、ずっと無表情のままそう答えるティセに、クラスメート一同は困こん惑わくした顔を向ける。

　その顔にはみな同じ言葉が書いて有るようにも見える。

『変な子だ……！』

　ただでさえ高校での転校というのは珍めずらしい。それが外国から来たという金きん髪ぱつの少女と来ればなおさらだ。ホームルームが終わり一時間目が始まっても、クラスメートたちは男女を問わず、栄黎れい子こティセと紹しよう介かいされたその少女へと好こう奇きの視線を向けていたのも当然だろう。しかしその中で大おお空ぞら広こう大だいと高たか科しな恵けい子この二人だけは、好奇心からというよりは明らかに落ち着かぬ様子で、ティセを盗ぬすみ見みたり、ひそひそと声を潜ひそめて何事か話を交わしては、教師に注意される始末であった。もっとも授業中にティセの方へと視線を向けて注意された生徒は少なからずいた為ため、二人の行動はさして目立つこともなかった。

　授業中からそんな有り様だったのだ。休み時間が始まると同時に、クラス中の生徒がティセの周囲に殺さつ到とうしたのは言うまでもない。しかしティセは日本語は喋しやべれるものの、意思の疎そ通つうという点では、なぜか今一つうまくいっていないようである。

「ティセ」

　顔を見せ合ったままで困惑しているクラスメートたちの様子に、ティセは身体の両りよう脇わきで振っていた手をぱたんと下ろし、少し小首を傾かしげてそう言った。

「あ～～……」

　金髪に染めた髪かみに派手なカラーシャツという、およそクラス委員長という役職に似合わぬルックスの後うしろ崎ざき孝たか郎おが口を開きかけるが、何を聞いていいのか分からずに言葉を途と中ちゆうでのみ込む。

　クラスメートたちの反応をぽかんとして見つめるだけだった恵子は、ようやく我に返り慌あわてて割って入った。

「ほ、ほら！　外国じゃそんなに親しくなくても、友達同士は普ふ通つうに名前というか、ファーストネームで呼び合うじゃないの。ティセはそうしてくれって言ってるのよ」

「あ、なるほど！　そう言われてみれば、そうっすヨね！」

　恵子とともに『黙だまっていればミスしょうぶ沼ぬま高校』コンビと呼ばれる下しも条じよう藍あお留るがポンと手を打つ。

「外国と言うか、まぁ英えい語ご圏けんはそうだな」

　腕うで組ぐみをしながらそうつぶやく、高校一年生とは思えぬ巨きよ漢かんは先せん場ば兵ひよう衛え。制服は特にないこのしょうぶ沼高校で、なぜか妙みように古めかしい詰つめ襟えりの学生服で通している。

「それじゃティセって呼んでいいの？」

　話をまとめるように孝郎がそう言うと、表情こそ変えないもののティセは喜びを表現するかのように、パッと両手を大きく広げてみせた。

「そうです。ティセです、ティセ。ティセ」

　それだけのことにも拘かかわらず、クラスメートの間からはホッと安堵の息が漏もれる。微び妙みようにかみ合わない会話も、他人行ぎよう儀ぎなクラスメートにティセが違い和わ感かんを抱いだいていたのだと、勝手に納得してくれたようだ。

「それで恵子はティセとは会っていたのか？」

　兵衛の問いに恵子はうなずく。

「うん、まぁね。昨日、広大の家で」

　後の言葉は適当に濁にごすが、尋たずねた当の兵衛をはじめとして誰も疑問には思わなかったようだ。ｂｉｏビオクラフトが来てから二十年近く。彼らと契けい約やくしているｂｉｏパートナーも、まだそれほど身近な存在ではない。ティセがｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』の全体子ホロン体であり、広大や恵子と一いつ緒しよにエッジワース＝カイパーベルトの彼方かなたまで行ってきたとは誰も思うまい。

「広大？」

　恵子のその言葉にティセはようやくその存在を思い出したようだ。冴さえた蒼あおい色の瞳ひとみで教室の中を見回す。

「恵子、広大がいません」

　椅い子すに座ったまま傍かたわらに立つ恵子の方へ少し手を上げ、身を乗り出すようにしてティセが尋ねる。ちょうど小さな子供が大人に話しかける時のような仕草だ。恵子も昨日一日の体験で、両手をぱたぱたさせる動作と同じく、これもティセの癖くせだと承知している。

「あ～～、広大は広ひろ海みさんに用事があって電話しているところよ」

「電話」

　ぽやっとした無表情のままティセはそうつぶやいた。そんなティセに恵子は続ける。

「広大もあたしも、転校の話は聞いてなかったから確認じゃないの？」

「なんだ、二人ともティセの転校は初耳っすか？」

　自分の椅子をティセの机に寄せ、馴なれ馴れしく頬ほお杖づえをつきながら、藍留は恵子に向かってそう尋ねた。

「ティセとは会っただけで転校してくるって話は全然。だからＨＲの時に驚おどろいたわけよ」

「私もびっくりしました」

　本当なのか冗じよう談だんなのか、それとも単に恵子と話を合わせているだけなのか。そう言うティセの表情はまったくと言っていいほど変わらないのでその真意は察しようもない。

「ねぇねぇ、それでティセのご両親は何の仕事してるんすか？」

　妙な口くち癖ぐせの藍留に対してもティセは特に違和感を持つ様子もなく素直に答えた。

「両親とも貿易関係の仕事です。世界中を回っていて、しばらく日本には帰ってこられません。そういう設定です」

「設定？」

　最後の単語に怪け訝げんな顔をする藍留たちに対して、再び恵子が間に入って釈しやく明めいする。

「ほら、ティセは日本に来たばかりだから。日本語は喋しやべれても微妙なニュアンスというのが分からないのよ」

　そういう恵子の方を無表情のまま見上げたティセだが、一時、小首をかしげてからクラスメートのみんなに向かって付け加えて言う。

「そうです。そうです。日常会話には支障はありませんが、少しまだよく分からない所などあります」

　今度はティセの方から話を合わせてくれたと恵子の方にもはっきりと分かる。

「いやぁ、異文化コミュニケーションの難しさって奴やつですかい？」

　しきりに感心したようにそう言う藍留に、孝郎が横から冷静な突っ込みを入れる。

「宇宙人が来る時代に、地球人同士で異文化コミュニケーションもないもんだ」

　孝郎が何気なく口にした宇宙人という言葉に、表情こそ変えぬもののティセは不満げに、一つ大きく両手を身体の脇わきで振ふってみせる。しかしそれ以上は何の反応も示すことはない。それを見た恵子は、ティセが自分の正体を隠かくすよう指示されていることを確信した。
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　まったく、それなら最初から口裏を合わせるように言ってくれないと困るじゃないの……。

　恵子は心中でそうぼやきながらため息をつく。

「それで、広大とはどういう知り合い？」

　男子生徒の一人が口にした質問にクラスメートたちは騒さわがしくなり始めた。

「言っておくけど、親が決めた許いい婚なずけとか、そういうギャルゲーな展開はないからね」

　ティセの答えも恵子のその言葉に合わせたものだった。

「昨日会ったばかりです。よく知りません」

　素っ気ないくらいの答えだ。もっとも表情はもちろん、口調からも感情の変化というものは一切受け取れないので、本当にティセが素っ気なく答えたかどうかは本人しか分からないことだ。しかしティセのその答えに一部の男子生徒が色めき立ったのは事実である。

「お、じゃあフリーって事？　彼氏とかいないの？」

　男子生徒の問いにティセは小首を傾かしげてから答えた。

「この場合の彼氏というのが、交際中の男性のことを指しているのならば、確かにそのような相手はいません」

　律りち儀ぎにそう答える。今度は色めき立つどころではない。わっとどよめきすらあがる。

「まったく。日本に来たばかりの転校生に聞くことがそれだけか？」

　外見に似合わず真面目な性格の孝郎は呆あきれ果はてたようだ。しかしそんな孝郎の嘆なげきに構わず、男子生徒たちは我先にティセへ話しかけようと机の周囲に殺さつ到とうした。

「好みのタイプとかは？　好きな俳優で言うとトム・クルーズ？　それともジュード・ロウあたり？」

「携けい帯たいの番号、教えて！　メアドでもいいや」

「ねぇねぇ、外国の学校ってどうなの？　やっぱり凄すごい？」

　男子生徒のそんな反応に女子生徒たちの方も妙みような対たい抗こう心しんを燃やしてティセへと話しかけ始めた。

「それでどこの国にいたことがあるの？　どこが好き？」

「ご両親が貿易関係の仕事してるって言ったけど、海外のブランド物とか安く買えたりしないの？」

　相変わらず無表情のまま。しかし両手を慌あわただしくパタパタさせ始めたところを見ると、ティセは少なからず戸と惑まどっているようだ。

「はいはい、一いつ斉せいに話しかけない。ティセが困ってるじゃないの。お嬢じよう様さまなんだから、ちょっとは気を遣いなさいよ」

　再び割って入った恵子の言葉にも、男女問わずにまたもやどよめきがあがるだけ。どうやらお嬢様という単語に反応したようだ。

「転校生は金きん髪ぱつのお嬢様か。うちの学校も結構、凄かったんだな」

「確か国際宇宙交流プランのモデル校に指定されていたからな。ティセの親おや御ごさんがその関係の仕事についてるんじゃないのか？」

　浮うわついた雰ふん囲い気きのクラスメートの中で、比ひ較かく的てき、落ち着いた様子の孝郎と兵衛が、少し呆れた顔で騒ぎを見守りながらそんなことを言っている。

「ほらほら、騒ぐなって言ったでしょ！　まったく、広大は何してるのよ。まだ広海さんは掴つかまらないの!?」

　ティセの周りに集まったクラスメートたちを捌さばきながら、恵子は広大が出ていったはずの廊ろう下かの方へと視線を巡めぐらせた。




「母さん！　ティセが……」

　ようやく携帯電話がつながった。どうやら広海の方で応答していなかったようだ。

「仕事中に電話するなって言ってるでしょ！　大事な打ち合わせの最中だったんだから。それにあんたも今は授業中じゃない」

「今は休み時間だよ」

　携帯の向こうの広海の声はいささか機き嫌げんが悪そうだ。しかし広大の方もそんな事は気にしていられない。念ねんの為ためにちらりと周囲の廊下を一いち瞥べつする。少なくとも会話を聞き取れる距きよ離りには誰も居ない。それを確認してから広大は携帯に向かって言った。

「ティセがこの学校に転校してくるなんて俺は聞いてないぜ！」

「そりゃそうよ。言ってないもの」

「あのなぁ……」

　自分の母親がこういう性格なのは広大も充じゆう分ぶんに承知しているつもりだった。しかし息子のその予想をはるかに凌りよう駕がしてくるのが、母の偉い大だいさと言ったところであろうか。もっとも息子の広大にしてみれば、迷めい惑わく千万なのはいうまでもない。

「ティセが俺の学校に転校してくるのを知ってるんだったら、ちゃんと話してくれないと困るじゃないか！」

「困る？　具体的に、あんたがどう困るの？」

　広大は広海が携帯の向こうでにんまりと笑っているのがありありと分かった。

「それは……」

　問われた広大は口ごもる。確かに広大自身が困るという事はない。ティセとｂｉｏパートナーの契けい約やくを交わしたとはいえ、今のところそれ以上の関係はない。契約の証であるｂｉｏカードを受け取っている以上、それでティセと連れん絡らくをすることもできた。しかしそれをしなかったのも広大自身の判断である。

「だから、それは……」

　戸惑う息子をからかうように広海は携帯の向こうから言う。

「気になっていたんでしょ、ティセが。男のツンデレは可愛かわいくないわよ」

「母さん！」

　効果がないのは承知だが、それでも声を張り上げてしまうのは、長い間に染みついた条件反射のようなものだ。

「真面目に説明するとね。ＵＮｂＡＲの方の判断もあって、しばらくはティセの好きにさせておこうってことになったのよ。社会勉強も兼かねてるみたいね。あの子、なんかｂｉｏクラフトの中でも結構、偉えらい身分にいるようだし」

　息子をからかうことにも飽あきたのか、広海はようやく説明する気になったようだ。

「パト何とかって、貴族階層だってさ。でもそんなｂｉｏクラフトが平然と学校に通っていていいのかよ」

「だから社会勉強でしょ。ｂｉｏクラフトの方も地球人とうまくやっていくには、庶しよ民みんの生活を知っておかなきゃならないとか考えたのよ、きっと」

　相も変わらず楽観的な様子でそう言う広海だ。しかし広大の反論を遮さえぎるように、少し真しん剣けんな口調で広海は続ける。

「それにティセがかなり高い身分だと、お父さんを探すにも何かと有利よ」

　母のその言葉に、広大はしばし沈ちん黙もくした後、やがて絞しぼり出すように言う。

「……またその話か」

　そもそも広大にティセと契約しろと言い始めたのは広海の方だ。そしてその理由が行方不明の広大の父、大だい地ちを探すということ。しかし広大は広海のその言い分に納得しているわけではない。ティセと契約したのもいわば成り行きで、広大としては父を探すためという明確な意思があったわけでもない。一応は仲が良い範はん疇ちゆうに入るであろう、広海と広大の間でも、大地の話となると揉もめることが多い。しかし今はその話を蒸し返している時間はない。それを分かっているのだろう、広海の方から話の切りをつけてきた。

「こっちも打ち合わせが残ってるし、あんたもこれから授業でしょ。詳くわしくは家で話すわ。それからティセだけど、今日は一時間目だけで帰ることになってるから。学校の方も急な話で受け入れの準備が整ってないみたいだし、正式に授業に出るのは来週からね」

　母のその話を聞いて広大は少しホッとした。恵子だけに用件を告げて教室を抜ぬけ出してくる時、クラスメートたちが金きん髪ぱつの転校生に大おお騒さわぎをしている様を見たからだ。これから休み時間ごとに、あの騒さわぎが繰くり返されることを考えると、気が滅め入いりそうだった。しかしどうやらそれもなさそうだ。

「ティセにはＵＮｂＡＲ日本支局から迎むかえが来るわ。うちには夕方に戻もどるはずだから、その時に恵子ちゃんも交えて説明するわね」

　広海が何気なく言うものだから聞き流しそうになったが、はたと気がついて広大は慌あわてて携けい帯たいへと問い返す。

「結局、ティセはうちに住むのかよ！」

「ティセがうちに住みたいと言ったそうなのよ。言っておくけど、くれぐれも間ま違ちがいは犯さないように。あんたのせいで人類が絶ぜつ滅めつさせられたら堪たまったもんじゃないわ」

「そこまで気を回すなら、断ればいいじゃないか！」

「まぁホームステイみたいなものだから、そんなに気にすることはないわよ」

　広大は母である広海の、この楽天家ぶりが時々うらやましくなることさえある。

「それと分かってると思うけど、ティセがｂｉｏクラフトだってことはしばらく伏ふせておいてほしいの。まぁいろいろと面めん倒どうだしね」

「ちょっと待て」

　広大はそれに気付いて広海に反論する。

「ティセがｂｉｏクラフトだってのは伏せておけって言うけどさ、もしも俺や恵子がそのことを喋しやべってしまったらどうするつもりだったんだよ」

　ようやく一矢報いる好機を掴んだつもりの広大だったが、母はやはり偉い大だいであった。

「知らないわよ、そんなの」

　あっさりとそう返される。

「私じゃなくてＵＮｂＡＲの人たちが言っていたんだもの。その時はその時で何とかするつもりだったんでしょう」

　だから最初から知らせておけば良かったんだ。そう反論しようとしていた広大の企くわだてはいとも簡単に潰ついえてしまったのである。

「そんなわけだから、あとは夕方ね。これからまた打ち合わせだから、切るわね。何かあったら昼にでもまたかけて」

「母さん！」

　しかし広大の返答を待つこともなく、広海は一方的に電話を切ってしまった。

「ったく、もう……」

　ぶつくさと言いながら広大は携帯をポケットにしまおうとする。その時、唐とう突とつに声をかけられた。

「広大」

　後ろめたいわけではないが、表おもて沙ざ汰たにはできないことを話していたのである。背後からいきなり声をかけられて広大は跳とび上がらんばかりに驚おどろいた。

「うわッ!?」

　小さく声を上げて振ふり返ると、話しかけてきた当の本人も広大の反応に驚いたようだ。もっともだからといって大げさに声を上げたり、表情を変えたりすることはない。ぴょこっと両手を左右に上げるだけ。それが彼かの女じよの驚きの反応だということは、昨日一日の経験で広大にも分かっている。

　広大の名を呼んだのは、夜明けの太陽を思わせる赤みの掛かかった金色の髪かみを肩かたまで伸のばし、ストールのような肩かた掛かけの付いた白のワンピースに身を包んだ少女。ティセである。

「いきなり話しかけるなよ。驚いたじゃないか」

　そう言う広大をティセは少し小首を傾かしげて見つめるだけ。

「母さんから大体の話は聞いたよ。この学校に通うんだって？」

「はい」

　広大の言葉に肯うなずくとティセは続けて言った。

「広大と恵子を驚かせるので、連れん絡らくがあっても黙だまってろと広海から言われました」

「結局、母さんの差し金か」

　ここまで来ると怒おこる気もしないというのが広大の実感だ。

「広大、広海さんとは連絡が付いた？」

　教室から出てきた恵子が広大とティセの方へと駆かけ寄よって来た。教室のドアや廊ろう下かに面した窓からは、クラスメートたちが好こう奇き心しん丸出しで広大たちの方を見つめている。

　昨日、会ったばかりでよく知らないとティセは答えたものの、実際に二人の間でどんな会話が交わされるのか、興きよう味み津しん々しんといった様子である。

　広大はクラスの中でも比ひ較かく的てき長身の方だ。小こ柄がらなティセはもちろん、ボーダーのカットソーとデニムのミニスカートに、比較的発育のいい身体を包んだ恵子も、広大の横に並ぶとどうしても見上げる格好になる。

「あぁ、まあな。夕方にまた詳くわしく説明するとさ。ティセは一いつ旦たん、帰るんだろう？」

「はい」

　ティセが肯くのを見て恵子が付け加える。

「校門の前にリムジンが来たけど、どうもティセを迎えに来たみたいよ」

　そして声を潜ひそめて続ける。

「帰しちゃっていいの？」

「ＵＮｂＡＲの人たちだ。母さんが言ってたよ」

　広大も小声でそう答えた後、わざとらしく大きな声で言った。

「何でもまだ色々と手続きが残ってるらしいから」

　その時、二時間目の始まりを告げるチャイムが鳴る。

「それじゃ、ティセ。俺たちは授業に戻もどるから。また後で」

「はい、それではまた後ほど」

　ティセはそう言いながら教室に戻る広大と恵子に向かって小さく手を振る。教室のドアや廊下に面した窓から身を乗り出すようにしていた男子生徒たちは一いつ斉せいに手を振ふり返かえすが、そんなことをされると広大としては逆に同じことをするのが気き恥はずかしくなる。手を振り返す恵子の横で、広大はティセに背を向けたまま、小走りに教室へと駆け込んでしまった。

　ティセは広大が教室の中に消えてからもしばらくの間、その場に立って小さく手を振り続けていた。




　一九八〇年代も後半に差さし掛かかった頃ころ、人類は地球外知的生命体と接せつ触しよくした。しかしその地球外知的生命体は、人類が夢想してきたいかなる存在とも大きく異なっていたのだ。

　ｂｉｏクラフト。彼らはそう自じ称しようした。彼らは生命体と言われてすぐに想像するような姿とは大きくかけ離はなれていたのだ。外見は全長数十メートルの宇宙船。それも船首に相当する部分にドリルのような回転式次元衝角を持つ奇き妙みような宇宙船の姿をしていたのである。また宇宙船の姿だけではなく、ホロン体と呼ばれる人間に良く似た姿を取ることもある。しかしホロン体がｂｉｏクラフトを操縦しているわけではない。両者はあくまで同じ存在の両側面にして不可分。どちらかが本体というわけではないのだ。

　ｂｉｏクラフトが人類に求めたのは服従でも友好でもなかった。共生である。

　思わぬ申し出に人類社会は当とう惑わくした。しかしｂｉｏクラフトは長い間、密かに地球を観察していたこともあり、何が有効な手段であるのかもきちんと把は握あくしていた。ｂｉｏクラフト側代表と国連の間で『ｂｉｏクラフト適合交流研究センターＵＮｂＡＲ』が設立され、両者の共生を目的とする各種条約も締てい結けつされた。

　ｂｉｏクラフトは人類の尺度からすると事実上、不老不死に近い。それ故に彼らは結論を急がなかった。それから約二十年。良くも悪くも地球人類が期待したような大規模な変化は起きてない。

　相変わらず地球上では犯罪が横行、貧困や格差もなくならない。戦争や大規模なテロも幾いく度どか起き、天災も頻ひん発ぱつしている。ｂｉｏクラフトと共生契けい約やくを結んだ人間をｂｉｏパートナーと呼ぶ。しかし二十年経ってもｂｉｏパートナーは千二百人余り。中には契約を結んだ直後、ｂｉｏクラフトとともに宇宙に向かってしまい、地球へ戻ってこない者も居るのである。

　ｂｉｏクラフトたちは数千、数万年という時間で人類との共生を考えている。しかし人類にしてみればそれは余りに長すぎる。この二十年間で人類はｂｉｏクラフトという存在に慣れすぎ、そして飽あきてしまったのである。ｂｉｏクラフトと接触した後に生まれた世代も増えつつある。彼らにとってはｂｉｏクラフトとはいて当たり前の存在。そして単なる世界の背景に過ぎない存在なのだ。

　広大もそんな世代の一人。その広大の前に現れたのが、ｂｉｏクラフトの少女、ティセだったのである。




「まず一つ、聞いておきたいんだけどさぁ……」

「はい」

　自分の方へ視線を巡めぐらせながらそう言う恵子に向かって、ティセは両手をぱたぱたさせながらそう言った。

「あんた、高校生なの？」

　ティセは両手をぱたぱたさせるのを止め、恵子の方へ片方の手を少し上げ差し出すようにして、その問いに答えた。

「肉体年ねん齢れいは十五歳さいです」

　間かん髪はつを入れずに恵子は反論する。

「そうは見えない」

「でも十五歳です。十五歳、十五歳」

　頻しきりに十五歳を強調するティセである。しかし恵子の方は納得しない。

「だからとてもそうは見えないって。中学生か、下手をすれば小学生でだって通るわよ！」

　確かに恵子の主張に納得できないこともない。ティセは十五歳と言うには小こ柄がらで華きや奢しや。特にプロポーションの良い恵子と並ぶと、高校一年生というにはかなり貧相に見えてしまう。ティセはそんなことを言う恵子をしばしの間、無表情のまま見つめていたが、やがて少し眉まゆを顰ひそめて両手をバタバタと振ふってみせる。これがティセにできる最大限の不快感の表れであることは、広大にもよく分かっていた。

「まぁ本人が言うんだから、十五歳でいいんだろう。ｂｉｏクラフトの年齢を真面目に考えても意味ないし」

　冷たい飲み物を用意してきた広大が、それをテーブルに起きながらそんなことを言う。

　時刻は夕方。帰宅した広大は、恵子とともに、自宅のダイニングキッチンで、広海から詳くわしい説明を受けていたところだ。そこにＵＮｂＡＲの日本支局でいろいろと細かな事務手続きをしていたティセが帰ってきたというわけである。

「そんなわけでティセは当面、我が家で生活することになります。ぱちぱちぱち～～」

　そう言いながら手を叩たたいてみせる広海に、機き嫌げんを直したのかティセも合わせて手を叩く。妙みように上じよう機き嫌げんな広海に、広大は椅い子すに座りながら言う。

「でも生活費とか大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

　しかしそれに答えたのは恵子の方だった。

「あら、知らないの？　ｂｉｏクラフトと契約すると、補助金が出るのよ」

「それは、知ってるけど……」

　広大は後の言葉を濁にごす。ｂｉｏクラフトと契約したｂｉｏパートナーは、政府機関にそれを報告すると一定の補助金が支し払はらわれる。その見返りとして政府機関は、ｂｉｏパートナーに各種の協力や、ｂｉｏクラフトから得た知識の提供を求める場合がある。

「だったら、別にマンションでも借りればいいじゃないか。どうせ金はＵＮｂＡＲが出してくれるんだろう？」

「いやです」

　横からティセがそう言ってくる。広大の方へ身を乗り出し、少し手を差し上げるようにするいつもの仕草で続ける。

「一人暮らしなんて恐こわいし寂さびしいじゃないですか」

　淡たん々たんとして穏おだやかな口調。その一方でティセは自分の心情を率直に口にする。

「そりゃあ……」

　そう言われては広大も反論できない。確かにティセは地球に来たばかりで身寄りはない。姉妹がいると言ったが、それも行方知れずらしい。もっとも他のｂｉｏクラフトも条件は同じ。そして多くの場合、ｂｉｏクラフトは地球上に居る時は、人間形態即すなわちホロン体の姿でｂｉｏパートナーと同居もしくはすぐ近くに住んでいるという。だからティセが広大との同居を主張するのもさしておかしくはない。しかしお互たがいがミドルティーンの男女となれば、いろいろと難しい問題も出てくるだろう。もっともその一方のミドルティーンの保護者はさして問題を感じていないようだ。

「部屋も余ってるし構わないわよね？　同居になるとその分、住居手当ても出るし」

「いや、金の問題とかそういう……」

　しかし広海は広大の言うことには耳を貸さず、麦茶を飲んでいる恵子の方へ水を向ける。

「それで恵子ちゃんにお願いが有るんだけど」

「はい、私にできることだったら」

　父子家庭という事情もあるのだろうか。恵子は隣りん家かの広海に妙に懐なついている。むしろ姉に近い感覚を抱だいているようだ。広海の方もそれは承知しているようで、気さくな言こと葉ば遣づかいや態度を心がけているらしい。

「今週末の土日、どっちか時間空いてる？　本当は私も行くべきなんだろうけど、どうしても外せない用事があって」

「はい、大丈夫ですけど」

　広海の問いに恵子は訝いぶかりながらもうなずいた。

「それじゃティセの買い物に付き合ってほしいのよ。特に洋服。広大だけじゃ女物や下着とか買いにくいし、私も今の流は行やりは分からないから」

「それは構いませんけど、あたしも流行には疎うといですよ。うち貧びん乏ぼうだし」

　はにかむように少し笑いながら恵子は言う。

「そんなことないでしょ。私が選ぶよりはましよ。それに勉強道具や身の回りの品もね。お金は広大に渡わたしておくから」

「俺も行くのかよ！」

　勝手に段取りを付けられていたことに気付いた広大は、慌あわててそう反論するが、もう手て遅おくれのようだ。

「あんたはティセのパートナーなんだから。当然でしょ？」

　広海のその言葉で広大は忘れていたことを思い出した。本来は一番、重要な問題のはずなのに、ティセ転校の一件や広海のペースに巻き込まれて、話題にするのを失念してしまっていたのだ。

「そうだ、契けい約やくだ。契約！」

　広大はテーブルの上に身を乗り出す。

「俺とティセの契約は有効なのか？　ＵＮｂＡＲは何か言ってこなかったのかよ」

　ティセとｂｉｏパートナーの契約を交わしたのは成り行きと言っても構わないような状じよう況きようだ。『クイックストーン』というｂｉｏクラフトが、妹の件を盾に、ティセをエッジワース＝カイパーベルトの彼方かなたへと呼び出し、罠わなに掛かけたのである。ｂｉｏクラフトはパートナーと契約していないと各種能力に制限がある。窮きゆう地ちに陥おちいったティセを救う為ために、広大は契約を交わしたのだ。

「好きにしろと」

　ティセはそうとだけ言う。

「だってさ」

　広海も素っ気なく付け加える。

「でもティセはｂｉｏクラフトの中じゃお偉えらいさんなんだろう？　だったらパートナーもそれなりの人を選ぶべきじゃないのか？」

　広大のその言葉にティセは小首を傾かしげてから、やがて片手を少し上げるいつもの仕草で尋たずねる。

「具体的に」

「具体的にって……」

　問われた広大は思わず口ごもる。

「え～～と、だから……。アメリカ大統領とか、マイクロソフト会長とか、ヒルズ族とか、ノーベル賞受賞者とか……」

「あんた、何も考えずに言ってるでしょ？」

　恵子にそう言われなくても広大自身がそれを承知していた。

「だから俺みたいな普ふ通つうの高校生じゃ、いろいろと不都合が有るんじゃないかなって……」

「なぜですか、なぜ、なぜ？」

　不満そうに両手をぱたぱたさせながらティセが尋ねる。表情も口調も変えないものの、ティセの仕草が不満の表れであることは、広大にも理解できるようになってきた。しかし何がどう不満なのかは今一つ理解できない。

「大体ｂｉｏクラフトが人間の都合に合わせてくれたことがある？」

　広海はテーブルの上に有った柿かきの種をかじりながらそう言う。確かにそのとおりだ。ｂｉｏクラフトがパートナーを選ぶ基準はよく分からない。ｂｉｏクラフトに言わせると、地球人との関係はまだ試用期間のようなものだという。それゆえにランダム抽ちゆう出しゆつに近い状態でパートナーを選び、地球人が共生相手に相応ふさわしいかどうか見定めているのだろうと考えられている。つまり今回は広大がティセという景品が付いてくる当たりクジを引いてしまったようなものだ。

　もっとも契約はｂｉｏクラフトとパートナーの合意が有ればいつでも解除できる。パートナーから解除の申し出があれば、ｂｉｏクラフトがそれを拒きよ絶ぜつすることはまずない。だが一度パートナーとなってから契約を解除した場合、新たにｂｉｏクラフトと契約を結び直すことはできないのだ。

　広大が契約の解除を求めればティセはそれに応じるだろう。しかし広大は他のｂｉｏクラフトとは契約できなくなる。広大はそれで良くとも、母の広海がそれを許さないはずだ。広海は行方不明の夫、大地がｂｉｏクラフトと契約を結び、宇宙のどこかへ行ってしまったと頑かたくなに信じている。広海は広大がｂｉｏパートナーとなり、父を捜さがすことを期待しているのだ。

「だけど……」

　相変わらず逡しゆん巡じゆんする広大を見上げながらティセは尋ねた。

「広大は私のパートナーが嫌いやですか？」

　冴さえた蒼あおい瞳ひとみがジッと広大を見つめている。そこには表情がないが、だからといって感情がないわけではない。それに身体の両りよう脇わきにすとんと下げられた両の手が、ティセの感情を如によ実じつに物語っている。機き嫌げんがいい時にはリズミカルに、不満を表す時には激しく両手を横に振ふる癖くせがティセにはある。それが元気なく下げられているだけだ。口調や表情が変わらないだけに、その仕草から感じる説得力はより大きい。しかしそれでも迷う広大に向かって、恵子が痺しびれを切らしたように言った。

「やることやっちゃったんだから、ちゃんと責任取りなさいよ！　みっともないわねぇ、男でしょ!!」

「なんか引っかかる言い方だな、おい」

　広大は少し憮ぶ然ぜんとして言い返すが、恵子の言わんとする所は分からないでもない。

「別に嫌なわけじゃないって」

　自然に出た照てれ隠かくしだろう。広大は少し頬を膨ふくらませてそっぽを向きそう言った。

「だから男のツンデレは可愛かわいくないわよ」

　仕し事ごと柄がらこの手の流は行やり言葉に詳くわしい広海が、昼間の話をまた蒸し返す。

「母さん！」

　しかし広海は広大の反論を意に介かいすることもなく立ち上がる。

「じゃあティセ、改めてあなたの部屋を教えておくわ。二階のあの部屋をそのまま使ってくれて構わないわよ」

　広海がティセを助け、寝ねかせておいた部屋のことだ。もとは広大の父である大地が使っていた部屋だが、主が居ない今は空いたまま。たまに来客が有った時などに使う程度だ。他に余っている部屋がないので致いたし方かたないとはいえ、父が使っていた部屋をそのままティセに与あたえることに、広大はいささか釈しやく然ぜんとしない物を感じていた。

「それともう一つ……」

　二階へ向かう階段に向かいながら、広海は意味有りげに言う。

「いよいよ我が家の、あの封ふう印いんを解く時が来たわね。広大、それに恵子ちゃんもいらっしゃい。ちょっといいものを見せてあげるわ」

「ちょっといいもの？」

　広海の言葉に広大と恵子は顔を見合わせた。




　太陽系最大の惑わく星せい、木星。その分厚いガス圏けんに一隻せきのｂｉｏクラフトが潜ひそんでいた。二本の回転式次元衝角、早い話がドリルを持つ『城塞ルーク』クラスのｂｉｏクラフト。『クイックストーン』である。昨日、ティセに挑いどみ撃げき退たいされたｂｉｏクラフトだ。もっともクイックストーンも別のあるｂｉｏクラフトにけしかけられて行ったこと。ティセ個人に思うところがあったわけではない。しかしティセの正体を知った今では少し事情が変わってきた。

　ティセ、ｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』は、貴族階層パトリシヤンと呼ばれる特別な地位にいるものらしいのだ。ｂｉｏクラフトは二つの階層、六つの階級を持つ。地球人は六つの階級という点てんから、さして深い考えもなく、それにチェスの駒こまを当てた。今ではｂｉｏクラフトの方もその呼こ称しようを使っている。階級の高さはドリルの数に比例しており、『クイックストーン』が属する『城塞』は下から二番目のもの。『司祭ビシヨツプ』と呼ばれる四本ドリルまでが市民階層。その上の『女王クイーン』『王キング』が貴族階層なのだ。ｂｉｏクラフト自身にとっても貴族階層は幻の存在である。クイックストーンのような一いつ般ぱん的てきな市民階層に属するものは、貴族階層のｂｉｏクラフトを目にしたことなどまずない。しかしその貴族階層のｂｉｏクラフトがクイックストーンの前に姿を現したのだ。それは一般的なｂｉｏクラフトとは異なり、ドリルを持たず鋭えい利りな刃やいばを帯びた短たん剣けんのような姿をしていたのである。

　それがティセ、ｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』。クイックストーンをティセにけしかけたｂｉｏクラフト『サイレントカレント』によると、それは貴族階層の上から二番目となる『女王』階級に属するものらしい。

　それを知ったクイックストーンは、俄が然ぜんティセに興味を抱だくようになった。貴族階層の正体を暴いてやる。今では自分の意思でそう考えるようになっていたのである。それに今後『サイレントカレント』には接せつ触しよくしない方がいい。クイックストーンを一方的に利用したり罠わなを仕し掛かけたりと、余り信用できるｂｉｏクラフトではないようだ。クイックストーンはそう判断し、単独行動でティセを追うことに決めていた。

　しかし『サイレントカレント』はそれを許してはくれないようだ。




「ちぃ！　まったく今年は厄やく年どしかいな!!」

　金きん髪ぱつのグラマラスなボディの女性型ホロン体を持つクイックストーンは、自分のｂｉｏクラフトの中でそう吐はき捨すてる。もともとｂｉｏクラフトの知識の中に厄年等という概がい念ねんはない。いや厳密に言うと、長い年月の間にｂｉｏクラフトは自らの文化に関する記き憶おくを殆ほとんど失ってしまっている。厄年の概念も、クイックストーンが吐き捨てる日本語の関西弁による悪態も、ｂｉｏパートナーから学んだものだ。もっとも今のクイックストーンにはｂｉｏパートナーは居ない。本来ｂｉｏパートナー契けい約やく後でないと起動できない戦せん闘とうモード等を利用できるよう、特とく殊しゆな技術で処置された単独起動者と呼ばれるものであり、そしてそれはｂｉｏクラフトの社会では違い法ほう者でもある。

『クイックストーン』は数時間前から正体不明のｂｉｏクラフトに追いかけられているのだ。そのｂｉｏクラフトもどうやら『サイレントカレント』にけしかけられて来たらしい。昨日までとはまったく逆の立場になってしまったというわけだ。

「ようやく振ふりきったようやな。まぁスピードでこの『クイックストーン』と勝負しようなんて……」

「見ぃ～～つけた!!」

　やにわに『クイックストーン』の通信回線に入り込んで来たものがいた。クイックストーンの目の前に現れた映像に映るのは、僅わずかに金色のかかった赤み、夕暮のオレンジ色と言った方が早いような髪かみの色をした少女。ショートにしたその髪の下では、深い碧あおみがかった瞳ひとみが輝かがやき、さも楽しそうにクイックストーンを見つめている。同時にクイックストーンの意識の方へ、直接、周囲の情報が入り込んで来る。木星のガス圏に身を潜めていた『クイックストーン』の前に一隻のｂｉｏクラフトが姿を現したのだ。どうやら眼下で渦うず巻まく大気の下から急上じよう昇しようしてきたらしい。そのｂｉｏクラフトは一本ドリル。『歩兵ポーン』と呼ばれる最下層のｂｉｏクラフトだ。全長は百メートルと少し。『歩兵』にしては大型だが、上位であるクイックストーンが逃にげ回るような相手ではない。しかしクイックストーンは何か嫌いやな予感を覚えたのである。

「ねぇねぇ、私のお姉ちゃんはどこ？」

　しつこく『クイックストーン』を追い回している『歩兵』級ｂｉｏクラフトのホロン体である少女は馴なれ馴れしくそう尋たずねてくる。先程からずっとこの調子だ。

「知らへんて！　『サイレントカレント』に聞けばええやないの!!」

「う～～、だって。あの人がおばちゃんに聞けば教えてくれるって言ってたんだよ。さっきからそう言ってるじゃん」

　オレンジ色の髪の少女は頬を膨ふくらませてそう言う。

「おばちゃんやない！　お姉ちゃんや！　それにうちの名前はクイックストーン!!」

「お姉ちゃんに、お姉ちゃんのことを聞くんじゃ訳分かんないじゃん!!」

　喜き怒ど哀あい楽らくがストレートに顔に出るタイプのようだ。むきになってそう言ってくる。

「あのなぁ……。あんた、馬ば鹿かやろ？」

「ティル、馬鹿じゃないもん！」

　両手を振り上げ、映像から身を乗り出すようにしてそう言ってくる。

「はい、馬鹿ポイント一つ追加。これであんたの愛あい称しようはティルちゅうことが分かったな」

　クイックストーンにそう言われて、ティルと自ら名乗ったオレンジ色の髪の少女は、はっとして口元を押おさえる。そうしたところですでに遅おそいと分かった途と端たん、ティルは両手をぶんぶん振り回しながら、クイックストーンへと文句を言い始める。

「馬鹿じゃないもん、おばちゃんがいけないだもん！　ティル、馬鹿じゃないもん!!」

　感情がストレートに出ることはともかく、両手をぶんぶん振り回す癖くせから察しても、ティルの言う『お姉ちゃん』が何者か分かる。そう、ティセ。『グロリアスドーン』だ。だからクイックストーンは逃げに徹てつすることにしたのだ。

「もう！　お姉ちゃんのこと、教えてくれないとひどいんだからね！　行っけぇ～～、必殺!!」

「やば！」

　間に合うかどうか分からない。しかし『クイックストーン』はティルのｂｉｏクラフトから距きよ離りを取ろうとする。ティルが『サイレントカレント』によってけしかけられてきたのならば、『クイックストーン』と同じく契約なしに戦闘モードが起動できるようになっていてもおかしくはない。昨日、ティセは『サイレントカレント』が用意しておいた数百の補助オーグメントクラフトを、あっと言う間に破は壊かいしているのだ。ドリル以外の攻こう撃げき手段を持たない市民階層のｂｉｏクラフトにとっては、特殊武装を持つ貴族階層の相手など到とう底ていできない。

　意識へ直接、流れ込んでくる外部モニターにより、クイックストーンは『歩兵』の外装が一気に排はい除じよされていく様を確認した。案の定、ティセ同様、ティルのｂｉｏクラフトも『歩兵』に偽ぎ装そうしていたようだ。その下から現れたのは短たん剣けん状の『グロリアスドーン』以上に異様なものだった。巨きよ大だいな円えん筒とうが二つ、水平に船首に並び、その中間から長い柄が伸のびている。それはどうみても全長数十メートルの巨大なハンマーとしか思えない。それが貴族階層ｂｉｏクラフトとしてのティルの姿なのだ。そしてティルは続けて叫さけぶ。

「『夕暮の輪唱ダスクアラウンド』!!」

　反射的に『クイックストーン』のホロン体はまぶたを閉じる。そんなことをしてもｂｉｏクラフトとしての感覚器である各種センサーが、外部の状じよう況きようをモニターしてくれるのだから意味がないのだが、現実に肉体を持っているホロン体に付ふ与よされた本能的な反応だ。

　しかしいつまで経っても、外部をモニターしているそのセンサーに変化がない。ティルのハンマー型ｂｉｏクラフトもそのまま木星のガス圏けんに浮うかんでいるだけだ。

「あ、あれ……？」

　目ま蓋ぶたを開けたクイックストーンの前で、映像のティルはオレンジ色の髪かみをいじっている。そして何か気付いたように、パッと照てれ隠かくしの笑いを浮かべてみせた。

「あはははは。そういえばティル、まだ契けい約やくしていないんだっけ」

　言われてみればそのとおりだ。本来ｂｉｏクラフトの戦せん闘とう指揮はｂｉｏパートナーが行う。その道具がサテライトと呼ばれるもの。単独起動の場合、ｂｉｏパートナーがいないので、ホロン体がサテライトを手にしているはずだが、ティルはそれを持っていないのだ。

　見れば分かるやろ、自分！　クイックストーンは心中で自分を叱しつ責せきしながらも、やはり照れ隠しのようにティルに向かって言う。

「馬鹿や、馬鹿や。あんたはほんまもんの馬鹿や!!」

　阿あ呆ほうではなく馬鹿という辺りにクイックストーンの本音が窺うかがえる。

「馬鹿じゃないもん、馬鹿じゃないもん!!　ティル、馬鹿じゃないもん！」

「そないにむきになるところが、馬鹿言うとるんや!!」

「あっ!?」

　ティルがそれに気付いた時にはもう遅かった。『クイックストーン』はティルのｂｉｏクラフトから距離を取るのを止めていなかったのだ。そして徐じよ々じよに速度を上げ、木星のガス圏へとダイブしたのである。そしてティルのｂｉｏクラフトのセンサーから逃のがれるための適応カモフラージュをかける。いつまでもごまかせるわけではないが、速度ならば『クイックストーン』の方に若干の分がある。さらに木星のガス圏となればティルがすぐに追いつくのは難しい。

「ティル、馬ば鹿かじゃないも～～ん!!」

　ティルのそんな叫びも木星のガス圏に虚むなしく響ひびくだけだった。




　目の前にはオレンジ色に染まった夕暮の空が広がっていた。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。傷んでいないわね」

　広海は少しずつ足元を確かめるようにして、その物干し台に上っていった。

「ここ、使えたんだ」

　自分の家のことながら広大は今いま更さらのように感心する。

「あたしも一体なにかなと思っていたんだけど」

　広海、広大に続いて物干し台に上がってきた恵子も同感のようだ。ここは広大の家の屋根にある物干し台。自分の家だからある事は広大も知っていたのだが、長いこと使われていなかったのだ。

「あの人が作ったんだけどね。階段が狭せまいし危ないし、それに今までは二人暮らしだったから、庭やベランダに干すだけで充じゆう分ぶんだったから」

　広海は周囲を見回しながら懐なつかしそうにそう言った。あの人というのは言うまでもない。広海の夫であり、広大の父である大空大地のことだ。

　最後に上がってきたティセも広海に倣ならい、ぐるりと周囲を見回してから、夕日の方へ顔を向けたままで、満足そうに両手をぱたぱたさせはじめた。

「素晴らしいですね。素晴らしいです」

　たかが夕日じゃないか。何をそこまで感心しているんだ。広大は訝いぶかる。確かにいつもの視点よりは高いとはいえ、二階建て住宅の屋根の上に作られた物干し台からの眺ながめだ。さして遠くが見み渡わたせるものではない。

「昔はあっちに富士山が見えたんだけどなあ」

　広海がそう言いながら指さす方向にも殺風景なマンションが建っている。

「それでも素晴らしいです」

　素晴らしいか……。ティセがその言葉を口にする度に広大は、記き憶おくの底に何か引っかかる物を感じる。しかしそれが何なのか、今の広大には思い出せなかった。

「ティセは朝日見るのが好きだって言ったでしょ？　あの部屋じゃ朝日は見えないから、ここを使ってちょうだい。毎日、広大の部屋に忍しのび込まれて間ま違ちがいでもあると困るしね」

「間違いとは、具体的に」
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「母さん！　ティセ!!」

　慌あわてて広大は母とティセの会話に割って入る。

「ふ～～ん、でも夏とか涼すずむのに丁度よさそうね」

　そういう恵子に広海が微笑ほほえみかけた。

「そうね。良かったら、お父さんと一いつ緒しよに来てもいいわよ」

「いいんですか？　お父さん、喜びますよ！」

　広海の言葉に恵子は相好を崩くずして答えた。

「夕暮ですね」

　そんな広海と恵子に構わず、ティセはオレンジ色の空を見上げながらそうつぶやく。

　夕暮といえば、ティセはクイックストーンが口にした、『夕暮』という言葉を妹だと言っていた。それを思い出した広大はティセにそのことを尋たずねようとする。

　しかしティセはそれよりも早く広大の方へ振ふり返ると言った。

「朝も好きですが、夕暮も嫌きらいではありません」

　夕日が逆光になりその表情はよく分からない。しかしオレンジ色に染まった空の下で、ティセはわずかに微笑んでいるようにも見えた。







アイキャッチ　１―Ａ





ラヴィー　「そんなわけで、いよいよ『グロリアスドーン　アイキャッチ』第一巻の発売だ！　待たせたな、皆の者!!　ｂｉｏクラフトの姫たるラヴィー・スプレンディッドペンデュラムが、華麗に活躍するこの作品が世に出れば景気回復、株価上昇、家内安全、学業成就、天然温泉、仲秋観月、初回特典、焼肉定食は間違いなしだ!!　一人四冊ずつ購入して普段読む専用、休日に読む専用、シャ●専用、枕元に飾って私の美貌を拝む専用に使い分けるが良いぞ。言って置くが●ャア専用だからといって、カバーや本文イラストを赤く塗ってはならんからな。四季童子先生の筆による美麗な私の肖像画が見えなくなってしまう。あぁ、それと保存用は不要だ。汚れたらもう一冊買え、一冊と言わずもっと買え。分かったな!!」

ティセ　　「ドリル」

ラヴィー　「……って。いつからそこに居おった、愛玩鳥類！」

ティセ　　「おおむね目次の辺りからです」

ラヴィー　「これはまたいきなりメタフィクションなボケだな」

ティセ　　「ドリル専用は不要ですか？」

ラヴィー　「ドリルか？　ドリルは必要だが、これからはお前のような愛玩鳥類は不要だ!!」

ティセ　　「（ばたばた←怒りの表現）」

ラヴィー　「これからはこの私がヒロインなのだ!!　さぁ、見よ。私の華麗なる登場シーンを!!」

恵子　　　「……ていうかあんたまだ出てないし」

ラヴィー　「なに!?」

アイシャ　「第一話は、ティセ様が転入してくる話ですわ」

広大　　　「時系列としてはちょうど第一巻の直後だな」

ラヴィー　「なんだ、淫行眼鏡もおったのか」

広大　　　「だから淫行は止めろって。それに俺は主人公だ。いないと困るだろう！」

ラヴィー　「主人公？」

広大　　　「不思議そうな顔をしないでくれ……」









「転校してきました。そういう設定です」（後編）







「……で？」

　広こう大だいは傍かたわらにいる恵けい子この方へ頭を巡めぐらせながら言った。

「なぜ下しも条じようがここにいる？」

　しかし答えたのは恵子ではなく、下条藍あお留るの方だった。

「やだなぁ、旦だん那なさん。お買い物はみんな一緒の方が楽しいじゃないですか」

　藍留は馴なれ馴れしく広大の背中を叩たたきながら妙みようにうれしそうな顔でそう言った。

「俺は恵子の旦那じゃねぇっての！　って、言うか。恵子！　どういうことだ!?」

「だからさぁ。いま藍留が言ったでしょ。お買い物はみんな一緒の方が楽しいわよ」

　広大の剣けん幕まくに恵子はちょっとたじろいだように視線を泳がせる。

「みんな一緒の方が楽しいです」

　広ひろ海みから借りてきたトートバッグを胸の前でだき抱かかえたティセが言った。

「それとも広大は楽しいのは嫌いやですか？」

　少し小首を傾かしげながらそう言うティセに、今度は広大の方が視線を泳がせる番だった。

「いや、まぁ。ティセがそう言うなら……」

　言葉を濁にごし視線を巡らせた先には、派手なカラーシャツ姿の後うしろ崎ざき孝たか郎おもいる。横には地味を絵に描かいたような白のワイシャツと黒のズボンという格好の先せん場ば兵ひよう衛えだ。二人とも広大や恵子とは同じクラス。しかし広大は二人に今日、ここへ来ることは教えていない。すると考えられる結論は一つだ。

「まったく、恵子か」

「まぁ、そう怒おこるな。広大。これもクラス委員長である俺の役目だしな。栄さかえさんも早くみんなのことを知っておいた方がいいだろう？」

「ティセです」

　一応、栄黎れい子こティセという偽ぎ名めいを貰もらっているのだが、それに馴な染じめないのか、ティセは孝郎の言葉をそう訂てい正せいした。

「それに俺たちの役目は荷物持ちだしな。そうだろう、恵子？」

　兵衛にそう水を向けられ、恵子はうなずく。

「まっ、そういうことね。どうせ今日は色々と買い物が多いから……」

　形勢が有利に傾かたむいたと見た恵子は、広大の方へと向き直ると続ける。

「それともなに？　広大が全部、荷物持ちする？」

　色々と言いたいことは有るが、事情を知らない相手の前で話をするわけにもいかない。広大は嘆たん息そくすると白旗を揚あげた。

「はいはい、分かりました、分かりました。それじゃお買い物を始めるとしましょう」

　広大がそう言うのを待っていたかのように、藍留が威い勢せいよく声を上げて宣言する。

「それじゃティセのお買い物を始めるっすヨ～～ッ!!」

　藍留のその声に周囲の買い物客がぎょっとしたように振り返る。ここは亀かめ有あり駅前の大型ショッピングモールの店内。日曜日の午前中とはいえ、すでにかなりの数の買い物客であふれている。そんな中で大声を張り上げれば目立つこと受け合いだ。ティセはそんな藍留を見て広大に言った。

「楽しいですね。広大」

「いや、これは楽しいのとは違ちがう。かなり違う」

　とにかく今日は買い物に専念だ。広大はそう考えた。

「そういえば買い物は決まってるのか」

　思い出したようにそう言う兵衛に、恵子は携けい帯たい電話を取り出しながら答えた。

「うん、大体ね。結構あるわよ～～」

　荷物持ちに来たという兵衛を少し脅おどかすような口調だ。

「だけど服買うんなら、渋しぶ谷やや新宿に出た方がいいんじゃないの？」

　恵子が取り出した携帯の液えき晶しよう画面を覗のぞき込むようにしながら孝郎が言った。

「駄だ目めよ。服だけじゃなくて、文ぶん房ぼう具ぐとか身の回りの品も買わないといけないんだから。近場で全部揃そろうとなると、ここしかなかったんだもん」

　駅前にあるこの大型ショッピングモールなら一通りの店てん舗ぽは揃っている。確かに目的の品を探して店から店へ歩き回ることもなさそうだ。

「広海さんから予算とか必要になりそうなものとか、メールしてもらってるし。ちゃんとサイズも計ってもらってるわよ」

　そういうと恵子は広大たちに携帯の液晶画面をちらりと向けるが、男だん性せい陣じんが表示されている詳くわしい数値を読み取る前に、それを畳たたんでしまった。

「ティセは何か好みのブランドとかないんすか？」

　藍留が少し身を屈かがめて隣となりのティセに尋たずねる。

「ブランド」

　ティセは少し小首を傾げて、藍留の方へ顔だけ向けて答えた。

「私はブランドというものを具体的に知りません」

「はい？」

　言われた藍留はもちろん、兵衛や孝郎も目が点になる。

「ブランドとはなんですか？」

「だから、ほら。クリスチャン・ディオールとかカルティエとかユニクロとか……」

　問われた藍留は慌あわてて思いつくままにブランド名を挙げるが、それでティセが納得してくれるはずもない。ティセは小首を傾げて藍留を見ているだけだ。

「お嬢じようさまっていうから、指定の高級ブランドしか着ないとか思っていたんだけどな」

　孝郎も意外そうに言った。そんな反応に慌てた恵子が何とかその場を取とり繕つくろう。

「いや、だからほら！　普ふ段だんはメイドさんとかに買わせて来てるから、本人はブランドまで知らないのよ!!　ね!?」

　背後からティセの肩かたを抱だいて恵子はひきつった笑いを浮うかべ同意を求める。ティセは小首を傾げたまま、恵子の方を肩ごしに一いち瞥べつすると尋ねた。

「そうなんですか？」

「そうなの！　っていうか、そうなのよね、ティセ!!」

　頭を抱かかえる広大に構わず、恵子は声量を抑おさえつつも力を込めてそう言った。ティセはそれでもしばらく小首を傾かしげたままだったが、やがて藍留の方へ向き直ると、片手を少し上げて身を乗り出すような仕草で答えた。

「そういう設定だそうです」

「そうそう、だからそこは設定じゃなくて、環かん境きようって言った方がいいわよ！」

　恵子にそう言われ、ティセはまた少し小首を傾げてから、藍留へと向かって言う。

「そういう環境だそうです」

「あぁ、そ、そうなんすか……。はははは」

　納得したわけでもないだろうが、藍留は一応はそれ以上、突つっこまないことにしたようだ。これ以上、話を続けているとボロが出そうだ。そう考えた広大は助け船を出す。

「そうだ、母さんから預かってきた金」

　恵子の肩をぽんと叩たたきながら、広大はポケットから出した封ふう筒とうを差し出す。そこには広海がティセの身の回りの品を揃えるようにと渡わたしたお金が入っているはずだ。

「俺より恵子が持っていた方がいいだろう？」

「そうね、服や何かはあたしたちが見立てることになるんだから」

　そう答え、恵子はショッピングモールの通路の真ん中で封筒の中のお金をチェックする。

「そんで、予算はいかほどっすか？」

　首を突っこんできた藍留がそう尋ねるが、恵子はそれに直接答えることはせず、黙だまって携帯の液晶画面を見せる。それを目にした途と端たん、藍留はちょっと渋しぶい顔になってしまった。

「あやぁ～～、これで着る物一式に身の回りの品もみんな揃えるってのはきついっすね」

「そうなのよねぇ。この予算だとブランド品どころか、物によってはそれこそユニクロとか無印良品ってことになっちゃうわね」

　その言葉に孝郎は怪け訝げんな顔をしてみせる。

「ティセの家って金持ちじゃねぇの？」

　さっきの恵子の設定から察すると、そう考えても不思議はない。

「いや、だから。ほら！」

　慌てる恵子だが、今度は咄とつ嗟さに良い説明が思いつかないようだ。横で見ていた広大は、一つ嘆たん息そくすると口を開いた。

「ティセの親おや御ごさんは厳しい人らしいからな。生活費は母さんに直接、行くようだし、小こ遣づかいはそんなにくれないみたいだ。まぁ、母さんの方には後から礼金が払はらわれるみたいだけどな。もう貰もらった気でほくほく顔だよ」

「はぁ～～、美少女礼金付きかよ。あやかりたいもんだね、まったく」

　天てん井じようを仰あおぐ孝郎に広大は安堵する。そこで気がついた。ティセの姿がない。慌てて見回すと、少し離はなれた店てん舗ぽの方へと歩み寄りじっとそちらを見つめている。

「ティセ、勝手に動いちゃ駄だ目めだろう」

　小走りに駆かけ寄よりながら広大がそう言っても、ティセはショッピングモールの中にある、その店舗の店先を見つめているだけだ。

「きらきらです」

　やにわにそう言う。

「はい？」

　恵子や藍留、そして孝郎と兵衛も近寄ってきたところで、ティセはまた言った。

「きらきらです。きらきらしてます」

「きらきら？」

　ティセの視線を追って、ようやくきらきらの正体が分かった。そこにある店舗はジュエリーショップ。この手の物にはとんと疎うとい広大でも、名前だけは知っている有名ブランドだ。ティセはそのジュエリーショップに置かれた陳ちん列れつ棚だなに目を奪うばわれているのだ。確かにそこには、黒を基調とした店内装そう飾しよくの中で、無数のアクセサリーがきらびやかな輝かがやきを放っていた。

「きらきらです、きらきら。すごくきらきらしてます」

　ようやく視線を広大の方へ戻もどしてティセはそう言う。

「あ～～、ジュエリーショップね。見ていく？　買えないけど」

「見ます」

　恵子が尋たずねると、ティセは文字通り間かん髪はつを入れず即そく答とうした。

「ほんじゃ、ちょっとだけきらきら感を味わうっすヨ!!」

　藍留のその声が合図となり、女じよ性せい陣じんは小走りにジュエリーショップへと向かって行ってしまった。




　ある程度の高さを持ったビルの屋上というのは都会の死角と言っても過言ではない。特に一いつ般ぱん的てきなマンションや商業ビルの場合、普ふ段だんから屋上は立ち入り禁止になっていることが多い。だから日曜日の午前中に二人が東京都下のマンションの屋上で相対していても誰も気づくことはなかった。

「あんまりしつこいのは嫌きらわれるで。お嬢じようちゃん」

「しつこくないもん！　おばちゃんがお姉ちゃんのことを教えてくれないからだ！」

　クイックストーンの言葉にティルはむきになって言い返す。ホロン体の全身を現したティルは、見た目は中学生か小学生高学年ほどの年格好に見える。オレンジ色と言った方が似つかわしそうな赤毛はショートカットにまとめており、プリムローズイエローのノースリーブワンピースを身にまとっている。

「だからおばちゃんやない、言うとるやろ！」

　しかしティルはクイックストーンの話を聞く意思など毛頭ないようだ。

「お姉ちゃんはどこ!?」

　そう言うとつかつかとクイックストーンの方へと詰つめ寄ってくる。

「ったく、そう言う所はそっくりやな」

　肩かたをすくめてクイックストーンは答えた。ティセの居場所についてはある程度の察しはつくのだが、今はまだ教えない方が得策と考えたのだ。

「そ、れ、よ、り、も……」

　にんまりと笑いながら、自分の方へ向き直るクイックストーンの様子に、嫌いやな予感がしたのだろう。ティルは足を止める。

「お姉ちゃんもあんたを気にしてたみたいやからな。あんたをダシにしておびき出すいう手もあるんやな」

　クイックストーンのその言葉にティルは一歩、二歩後退り。しかし深い碧あおみの掛かかった瞳ひとみは真正面からクイックストーンを捉とらえており、決して怯おびえているわけでもないことが分かる。単に間合いを計るために距きよ離りをとったのだ。

「ｂｉｏビオクラフト同士やったら、契けい約やくしとらんでもあんたら貴族に、うちら市民は力負けする。それはあんたのお姉ちゃんでよう分かったわ」

「どうするつもり？」

　さらに一歩、ティルは下がった。掌てのひらを開いたまま、右手を身体の斜ななめ横に持ってきて、クイックストーンの出方をうかがっている。

「そやけど契約しとらんホロン体が相手なら、貴族いうてもそれほど差はないはずや！」

　そう言うとクイックストーンは握にぎり締しめた拳こぶしの小指だけを立てた左手を掲かかげる。

「ローチングサテライト『クイックストーン』！」

　左の小指の爪つめに二等辺三角形を二つ組み合わせたような『城塞ルーク』の紋もん章しようが浮うかび上がる。次の瞬しゆん間かん、空中へと投とう影えいされた紋章を突つき破やぶるように出現したものがあった。

　ｂｉｏクラフト『クイックストーン』のサテライト体。それはｂｉｏクラフト『クイックストーン』の１／２００程度のミニチュアだが、艦かん首しゆに備えられた二本の回転式次元衝角はティルを威い嚇かくするように火花を放ちつつ高速で回転している。

「女同士やさかいな。痛くはせえへんから、安心せい！　行け、サテライト!!」

『クイックストーン』のサテライトは一いつ旦たん、空中高く舞まい上がりティル目がけて急降下していく。しかしティルは空中のサテライトから充じゆう分ぶんな間合いを確認すると、右手を握り締め、一旦、体をねじるようにして左ひだり肩かたの方まで上げ、叫さけんだ。

「ローチングサテライト！」

　そして握り締めた掌を開き、右の腰こしの所まで振ふり下ろす。開いた掌にはトランプのクラブを思わせる紋章が輝かがやいており、振り下ろした手の軌道とともに何もないはずの空中に光のラインが浮かび上がっていった。

「『荘厳なる夕暮アウグストダスク』!!」

　空中から躍おどりかからんとしていたクイックストーンのサテライトは、光のラインから出現したそれによって弾はじき飛とばされていた。

「契約しとったんか!?」

　木星軌道でティルと接せつ触しよくしてから丸一日以上が経過している。正式契約か、クイックストーンと同じ不正起動かは分からないが、ティルが戦せん闘とうモードに入れるようになっていてもおかしくはない。光のラインから出現したティルのサテライトは、ｂｉｏクラフト形態と同じくハンマーの姿をしていた。しかもティルが両手で持たなければ支えることも難しそうな巨きよ大だいなハンマーだ。小さな身体でティルが巨大なハンマーを構えている姿は、どことなくユーモラスな雰ふん囲い気きさえ漂ただよう。しかし状じよう況きようはそんな穏おだやかなものではない。

「ちッ！　これは作戦変へん更こうやな」

　当てが外れたクイックストーンはたじろいだもののすぐさま気を取り直す。宇宙空間でのクラフト形態同士の戦いではまず勝ち目はない。しかし今は周囲に地球人の町がある。ｂｉｏクラフトは地球人には危害を加えることが出来ない。ましてやｂｉｏクラフトを束ねる貴族階層が率先してそんな真ま似ねをするはずもない。一旦は逃にげに入ろうかと考えたクイックストーンだったが弾かれたサテライトを呼よび戻もどし、改めてティルの方へと向き直る。

「ええい、契約したからなんだっちゅうねん！　あんた叩たたきのめして、お姉ちゃんを引きずり出してやるわ！」

「おばちゃんこそ、お姉ちゃんの居場所を話してもらうよ」

　ティルはそう言いながら、ハンマー型のサテライトを構え直す。

「場合によっては、契約を強制解除してもね。どうせ不正起動者なんだしね」




「きらきらです、きらきら。きらきら」

　ティセは両手をぱたぱたさせながら広大や恵子、そしてみんなにも話しかける。

「はぅ～～、いいわねぇ。心が洗われるようだわ」

　うっとりとした表情でそう言いながら恵子が見つめるのは、三十三万円の値札がついたダイヤモンドのネックレスだ。

「こっちのピアスの方なら、私らでも何とか手が出そうなんすけどねぇ」

　先程から藍留が離はなれようとしないショーケースの中では三万円のスターリングシルバーのピアスが輝いている。藍留のその言葉に、ティセは覗のぞき込んでいたショーケースから顔を上げる。

「ピアスと言うと、耳たぶに穴を開けて着けるものですね」

「まぁ、そうっすけどね」

　なにを聞くのだと、藍留は横に居た恵子と顔を見合わせる。ティセはしばし小首を傾かしげてからさらに言った。

「耳に穴を開けるなんて痛そうです」

「あ～～」

　ようやく恵子と藍留は合点がいった。どうやらティセはピアス穴を開ける時のことを考えていたようだ。

「でもうまくやればそんなに痛くないみたいよ。病院でやってもらってもいいし」

「一いつ瞬しゆん、チクッとくるらしいっすね」

　藍留もそう言うが、まだティセは納得できないようだ。小首を傾げたまま、せわしなく両手をぱたぱたさせている。

「でも耳たぶに穴を開けることを想像するだけで、痛さのあまり泣きそうです」

　ぱたぱたさせていた両手を下ろすと、恵子と藍留に片手を差し出しながらティセは言った。ティセのその言葉が意外だったのか、恵子と藍留はぽかんとするだけ。そんな二人にティセは落ち着きなく両手をぱたぱたさせながら繰くり返す。

「痛くて泣きそうです、泣きそう」

　次の瞬しゆん間かん、二人は爆ばく笑しようした。それも後で見ていた広大たちも驚おどろくくらいの大だい爆ばく笑しようだ。どうやら表情を変えないティセの口から、泣きそうという言葉が出てきたのがおかしいらしい。それにしても恵子と藍留は笑いすぎだ。静かな店内だけに余計に目立つ。広大は慌あわてて二人の背後から声をかける。

「おい、声がデカい。笑うなら外にしろ」

　そう言いながら恵子と藍留、そしてティセを店の外へ連れ出すが、そうしている広大も笑いを堪こらえるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「泣きそう」

　店の外へ連れ出されたティセは、なぜそうされたのか分からぬように、広大の方を見上げながらそう言う。そんな冴さえた蒼あおい瞳ひとみに広大はどきりと心臓が高鳴る。慌てて視線を逸そらすと、照てれ隠かくしのように少し厳しい口調で言った。

「きらきらしてるだけで、別に何でもないじゃないか。特に役に立つわけでもなし……」

　その言葉にティセはパッと両手を横に広げると、今まで見せたことのない素早い動作で広大の前へと回り込む。そしていつもの手を差し出すような仕草で言った。

「駄だ目めです、いけません。広大はきらきらの素晴らしさを理解していません」

「……はい？」

　思わぬ反論に広大はポカンとするしかない。

「きらきらは素晴らしいのです、素晴らしい」

　そんなティセに応おう援えんも飛ぶ。

「そうよ、そうよ。きらきらは素晴らしいの！」

「きらきらしているだけって充じゆう分ぶんに価値があるっすヨ!!」

　恵子と藍留も一いつ緒しよになって反論してきたのだ。

「あちゃ～～、意気投合してやんの」

　女じよ性せい陣じんの結束の堅かたさに孝郎も苦笑するだけだ。

「きらきらです、きらきら。きらきら」

　思わずため息をつく広大だが、両手をぱたぱたさせながらきらきらと言い続けているティセの方を見やり、そして言った。

「ティセ、落ち着け」

「私は……」

　そう言いかけてティセは後の言葉を飲み込む。そしてパタンと手を下ろすと、視線を上の方へ向け、何か考え込む。しばしの後、おもむろにティセは言った。

「申し訳ありません。少し取り乱していたようです」

　ティセのその言葉に恵子たちから驚きの声が洩もれる。むしろ広大が、ティセが取り乱しているのを見み抜ぬいたことに対して感心しているようだ。何しろきらきらと言っている最中も、ティセはまったく表情も声の調子も変わっていなかったのである。自分の方に感心したような視線を送る友人たちに、広大は少しはにかみながらも得意げな笑みを浮うかべてみせる。だがそんな広大にティセはまた言う。

「しかし冷静な私が取り乱すほど、きらきらは素晴らしいのです」

「はぁ……」

　それでもきらきらに拘こう泥でいするティセに、広大はもはや呆あきれるしかない。

「ですから、広大もきらきらの素晴らしさを理解しなければいけません」

　広大はげんなりとした顔でため息をつくしかなかった。




「行っけ～～ッ!!」

　全身を使って手にしたサテライトのハンマーを振ふり回す。いやティルの方がハンマーに振り回されているような雰ふん囲い気きだ。襲おそいかかってくるクイックストーンのサテライトへ向かって、勢い任せにハンマーを叩たたきつけようとしているのである。

「やばっ！」

　クイックストーンは自分のサテライトを、ティルのハンマーに当たらぬようにコントロールするので精一杯だ。人間がとっさの場合、自分の手足を思い通りに動かせないことがあるように、サテライトはホロン体と感覚を共有しているとはいえ、完全にコントロールが出来るわけでもない。それにティルのハンマーは思いのほか素早い。ホロン体の方がサテライトのハンマーに振り回されているようだが、意外に狙ねらいも正確だ。クイックストーンのサテライトをかすめたティルのハンマーは、ビルの屋上にある給きゆう水すい塔とうの壁かべに激げき突とつした。普ふ通つうのハンマーなら壁がひび割れ砕くだけるのだろうが、ティルの手に有るのはサテライト。衝しよう撃げき音おんとともに閃せん光こうが走り、壁は一いつ瞬しゆんにして砂のような細かい破片になり四散した。その跡あとにはぽっかりと孔あなが口を開けているだけ。周囲の壁やフェンス、そして床ゆかにも同じような孔がいくつも開いている。何とかクイックストーンが持もち堪こたえられているのは、ティルがサテライトを手に持って使っている為ため。通常サテライトはｂｉｏクラフトがそのまま小型化した軌道オービツトモード、ｂｉｏパートナーが制せい御ぎよ用に手に持って使う常備ステーシヨナリーモードの二形態に変形する。しかしティルはずっとサテライトを手に持って振り回しているだけなのだ。ｂｉｏクラフト『アウグストダスク』自体、ハンマーのような形状のため手に持てるようにはなっているが、これでは常備モードなのか軌道モードなのかも分からない。もっともクイックストーンにしてみればそれが幸いした。一いち撃げき離り脱だつでなんとか凌しのいでいる状じよう況きようだ。

「もう、さっきから逃にげてばっかり。ずるいよ!!」

　ティルは唇くちびるを尖とがらせてそんな文句を言う。

「アホ抜ぬかせ！　貴族相手に正面からやり合えるかいな！」

　それはクイックストーンの本心だ。サテライトを手に持ったままのティルでも付け入る隙すきはない。もしもサテライトを飛ばしてきたら、まず勝ち目はないだろう。

　こりゃあ一いつ旦たん、引いた方がええかな……。

　クイックストーンがそう思いかけた時だ。ティルが何かに気付いたように突とつ然ぜん、動きを止める。その瞬しゆん間かんサテライト全体から淡あわい光が放たれたのに、クイックストーンは気付いた。

「え、なに？」

　ティルは右の掌てのひらに浮き出たクラブの紋もん章しように話しかける。まるで携けい帯たい電話で通話しているようだ。もちろんティルは紋章に話しかけているのであって携帯など持っていない。しかしｂｉｏクラフトならば、その行こう為いに思い当たる節はある。ｂｉｏパートナーとの交信だ。ｂｉｏパートナーは契けい約やくの証であるｂｉｏカードで、いつでもｂｉｏクラフトと連れん絡らくが取れる。もっともサイレントカレントによって、単独起動できるようになったクイックストーンにはパートナーはおらず、交信する相手もいない。つまりティルはサイレントカレントによって単独起動できるようになったわけではなく、正式にパートナーと契約を結んだようだ。

「ちょっと待ってよ、いま取り込み中！」

　別に声に出さなくても意思は通じるはずなのだが、ティルは慌あわてているのか交信相手にそう返答する。ティルが交信に気を取られている隙を狙い、チャンスと見たクイックストーンはサテライトを突とつ進しんさせた。

「うん、分かった……」

　行ける！　クイックストーンがそう確信した時だ。ティルは紋章が浮き出た掌で再びサテライトを握にぎり締しめ言う。

「すぐに終わらせるからね」

　そして振り返りざまに突進してきたクイックストーンのサテライトにハンマーを叩きつけた。次の瞬間、響ひびいたのは何かが破は裂れつするような乾かわいた音。ハンマーがクイックストーンのサテライトを真横から直ちょく撃げきしたのだ。閃光が走るや否いなやクイックストーンのサテライトは玩具おもちゃのように宙を舞まう。そしてあたかも乾いた砂で出来ていたかのように、空中で粉みじんに砕け散ちった。それと同時にホロン体の方も、突とつ風ぷうに吹ふき飛とばされたかのように屋上を転がり、そして倒たおれ込んでしまった。死んだわけではない。ｂｉｏクラフトには人間のような死の概がい念ねんはない。しかし紋章のある場所、クイックストーンならば左手の小指に激痛が走り、さらに全身を強きよう烈れつな脱だつ力りよく感が襲う。立つことはおろか、呼吸をするのもやっとなほどだ。

「契約強制解除……、と。リカバリーサテライト」

　その言葉とともにハンマーは光に包まれ右の掌にある紋章の中へと消えていく。

「これでおばちゃんは戦せん闘とうモードに入れないわけだね。それじゃ私、急用ができたんで」

　そう言うや否やティルはきびすを返し、自分で屋上のフェンスに開けた穴の方へ走る。しかし途と中ちゆうで思い出したように、ろくに身動きも取れず倒れたままのクイックストーンの方へ振り返って言った。

「すぐに戻もどってくるから、逃げちゃ駄だ目めだよ！　サテライトなしのホロン体で動くのは危ないんだからね！」

「んな……、ことは、あんたに言われんでも……」

　ようやくそこまで口にしたクイックストーンだが、ティルに聞く気はないようだ。さっさと振ふり返り、フェンスに開いた穴から身を躍おどらせる。

「エクスパンション『アウグストダスク』！」

　そしてフェンスを越こえた瞬間、ティルの姿は消える。おそらくは量子ブラインドを展開してｂｉｏクラフト形態を取り、飛び去ってしまったのだろう。量子ブラインドに同調すれば、クイックストーンもその姿を目にすることができたはず。しかしサテライトを破は壊かいされた衝しよう撃げきで身動きがとれない状態だ。また何よりもこのままではティルの言っていたように、ホロン体の身を守ってくれる手段がないのだ。サテライトが再生するまで、地球時間で約二週間程度。それまでは大人しくどこかに身を潜ひそめているか、ｂｉｏクラフト形態で宇宙空間に隠かくれているしかない。しかしサテライトが再生したところでクイックストーンは戦闘モードには入れない。

「サテライトでサテライトを破壊すると、強制的に契約を解除できる……。誰やねん、そんなけったいなルール作ったんは……！」

　自分もそれを狙ねらっていたにも関わらず、クイックストーンはそう罵ののしり、壁かべの排はい水すいパイプに掴まり何とか立ち上がった。

「今いま更さら、のこのこサイレントカレントの所に顔はだせへんしなぁ。しゃあない、どっかで適当なパートナー拾うか」




「ほれ」

　文ぶん房ぼう具ぐを買かい揃そろえて、ショッピングモールのベンチで一休みしている広大と兵衛に、孝郎はペットボトルのドリンクを渡わたした。ティセたちは洋服と下着を選んでいる最中。下着を選ぶ所は見せたくないと、男だん性せい陣じんはその間、文房具を買い揃える役目を仰おおせつかったのである。それが一段落してベンチで休んでいるという次第だ。一いつ斉せいにペットボトルを呷あおった少年たちの間に、妙みような緊きん迫ぱく感を孕はらんだ沈ちん黙もくが流れた。

　わざとらしくそっぽを向いたままで孝郎が尋たずねる。

「……わけありなんだろう？」

「恵子も何か隠しているな。あの子のことか、広大？」

　両りよう脇わきから孝郎と兵衛にそう言われては広大も沈黙を守り通しているわけにはいかない。

「まぁ、な……」

　しかしどこまで話したものか、いまだに逡しゆん巡じゆんしているのも確かだ。適当に言葉を濁にごしながら答えただけ。

「親おや御ごさんが借金抱かかえてティセを置いて逃にげた……。なんてのも考えたけど、どうやら事態はもっとややこしそうだな」

　そういう孝郎に広大を挟はさんで座る兵衛がうなずいた。

「木曜の朝の事件が何か関係しているのか？　下条は忘れているようだが、ティセはあの時、見たって子に似てるようだな」

　木曜日。広大が初めてティセに会った日だ。まだ三日しか経っていないのに、もう随ずい分ぶんと昔のように思える。ティセはクイックストーンと名乗るｂｉｏクラフトと駅前で一ひと悶もん着ちやくを起こしていたのだ。藍留もそれを目もく撃げきしていたはずだが、ちらりと見ただけでしかも生来のそそっかしい性格ゆえ、今のところそれがティセとは気付いていない様子である。もっとも気付いていない振りをしているのかも知れない。いや、恐おそらくはそうなのであろう。孝郎と兵衛が気付いていることに藍留が気付いていないはずもない。

「わりぃ、ちょっと考えさせてくれ」

「まぁいいけどな」

　そう言う広大に相変わらずそっぽを向いたままで孝郎は言う。

「こういう形なりだけど俺はクラス委員長だ。困った時は頼たよってくれ。但ただし金と女以外だ」

　そういう孝郎に兵衛も少し笑って付け加える。

「おいおい色男ぶるつもりか？　まぁ冗じよう談だんはともかく、俺たちで力になれることがあったら、いつでも言ってくれ」

「悪いな……」

　広大がそう答えた時だ。ポケットの中の携けい帯たいから着信メロディが流れる。取り出してみると恵子からの発信だ。出てみるとやにわに藍留の声が飛び込んできた。

「きゃあ～～　ティセ、エロエロっすヨ。エロエロ!!」

「でも私はそちらの花はな柄がらの方が可愛かわいいと思います」

「駄だ目めよ、これくらいじゃないと。もう高校生なんだし」

「なるほど、高校生とはこのような下着を着けるのですね」

「恵子！　一体なにをしてるんだ！」

　広大は携帯に怒ど鳴なり付けた。

「ティセの下着選び実じつ況きよう中ちゆう継けい」

　ようやく恵子の声が聞こえたかと思うとそう言ってくる。

「女の子の下着選びって、彼かの女じよ無しの男の子には未知の領域でしょ？」

「そんな未知の領域を実じつ況きようするな！」

　その時、どうやら店員が声をかけてきたようだ。聞き慣れぬ声が飛び込んできた。

「あの～～、お客さま。お探しの御お洋よう服ふくですが。あれより小さいサイズですと幼児向けとなってしまいます……」

　女性店員のその声に一時、沈黙した後にティセが言った。

「幼児向けというのは具体的に子供のことですか？」

「ええ、まぁ」

　再びまた沈黙が流れる。

「十五歳さいです」

　広大にはティセの言葉に当とう惑わくする店員の顔がありありと思い浮うかぶ。

「十五歳です、十五歳。子供ではありません。十五歳です」

「いえ、それは承知しておりますが。お客さまは小こ柄がらでいらっしゃいますので……」

「十五歳」

　ティセのその言葉で広大は黙だまって携帯を切った。




「……何度、来られても結果は同じです。『静謐なる宵闇トランクルナイト』」

　サンフランシスコ国際空港。その国際線ターミナルの到とう着ちやく階。駐ちゆう車しやゾーンの脇わきに二つの人ひと影かげがあった。すでに時刻は深夜。辺りには利用客の姿はない。二人以外にいるのは警備員たちだけ。しかし警備員たちは遠巻きに固かた唾ずを飲んで成り行きを見守っているだけ。二人が地球人ではないからだ。ｂｉｏクラフトのホロン体なのである。

「確かにあのフランク・フォートという男は、犯罪者の逃とう亡ぼう幇ほう助じよで地球上の幾いくつかの国では罪に問われています。しかしそれは私たちにとっては関係のないこと」

　そう話すのは若い白人男性を思わせるホロン体。地球人と同じようなスーツを着込んでおり、言われなければ気付かないだろう。その彼がトランクルナイトと呼ぶのは夜の中に溶とけ込んでしまいそうな闇やみの色をした衣服に身を包んだ年若い女性。その衣服は過か剰じようとも思える装そう飾しよくで埋うまり、まさにゴシック風と呼ぶに相応ふさわしい。そして白く浮かび上がる彼女の面は、まるで人形のように端たん整せいに整っていた。小柄で幼い顔立ちからすると少女と言った方が良いのだろうが、その所作には子供らしさは欠片かけらもない。

「『清潔なる土壌クリーンソイル』。私は説得に来たわけでも、交こう渉しように来たわけでもないんですのよ」

　勿もつ体たいぶった口調でそういうトランクルナイトに、ビショップの地位にいるクリーンソイルは表情に不快感をあらわにする。

「地球人の法律は宇宙では通用しない。そして我々ｂｉｏクラフトは地球上や地球人の作った施し設せつ内ないでの出来事には不ふ干かん渉しよう。それは貴女のお姉さまが地球人との間に取り交わした条約で決められているはず」

　そういうとクリーンソイルはトランクルナイトに背を向ける。

「これ以上の話し合いは無意味だ。貴女があの男を止めるつもりなら……」

　そこでようやくクリーンソイルはその可能性に思い至った。相手は『女王クイーン』。そう簡単に契けい約やくを交わすはずもない。そう考えていたのだ。クリーンソイルは振ふり返り、その可能性を問いかける。

「トランクルナイト。まさかすでに!?」

　その時、初めてトランクルナイトの面に表情が浮かぶ。それはクリーンソイルの迂う闊かつさを心底楽しみ、そしてあざ笑うもの。

「ふふふ、お馬ば鹿かさん……」




　ここまでくれば安心だろう。あとはクリーンソイルがあのｂｉｏクラフトを何とかなだめて帰すまで待てばいい。女性型ホロン体を持つあのｂｉｏクラフトは、ここしばらくフォートとクリーンソイルを追い回している。『静謐なる宵闇』と名乗るそのｂｉｏクラフトについて、クリーンソイルは多くを語りたがらない。しかし相当に階級の高いｂｉｏクラフトなのは確かだ。

　フォートは改めて周囲を見回す。深夜の空港ターミナル内には人影は少ない。所々に警備員の姿が見えるだけ。フォートがすがるように手に持つのは、先せん端たんが四つに分かれた槍やりのようなもの。クリーンソイルのサテライト、その常備モードだ。ｂｉｏパートナーもサテライトの恩おん恵けいに与あずかることは出来る。しかしホロン体同様とまではいかない。軌道モードはホロン体と感覚を共有するが、それは人間には出来ない相談だ。その為ため、パートナーがサテライトを使用する時には常備モードでということになる。それでも量子ブラインドを展開することは出来る。その気になれば先端に付いた四本のドリルのような穂ほ先さきで、他のｂｉｏクラフトのサテライトとも戦えるが、フォートはそんなことはやった経験がない。

　犯罪者を他の惑わく星せいへ逃にがした為、フォートはアメリカをはじめいくつかの国では警察に追われる立場だ。しかし今、警官が彼の脇を通ってもその存在に気付くことはないだろう。視覚、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かくでもフォートを発見することは出来ない。警察犬や最さい先せん端たん監かん視し機器でも同様だ。さすがに身体ごと接せつ触しよくすれば、そこに何かがあるのは分かってしまうが、それさえ気をつければいいのだ。だから先程からフォートの方を見つめている少女がいるのも偶ぐう然ぜんにすぎないだろう。おそらく自分の後に有る窓の向こうを見ているのだ。フォートはそう納得しようとした。

　それにしても日本人はおかしな文化を持っている。なぜ女子学生に水兵の制服を着せるのだろう。少女の姿にフォートはそう考える。

　その瞬しゆん間かん、フォートは肌はだが粟あわ立だつのを感じていた。どうして深夜のサンフランシスコ空港のターミナルに日本人の女子学生がいるのだ？　辺りを見ても保護者や級友らしい姿はない。そして何よりも異様なのは、長く見事な黒くろ髪かみを持ったその日本人の少女は、巨大な鎌クレイドルサイズを手にしているのだ。そんな物ぶつ騒そうなものを持っている人間に、周囲の警備員や警備カメラが気付かぬはずがない。

　少女はゆっくりと歩みより唇くちびるを開いた。

「フランク・フォートさんですね？」

　自分の名前が日本語訛なまりで発音されるのを聞いて、フォートは少女が自分をきちんと見ていることをようやく実感した。




　ショッピングモールの中央にはかなり充じゆう実じつしたフードコートがある。広大たちはそこでちょっと遅おそめの昼食をとっているところだ。

「はぁ～～、こうしていると高校生だなぁって実感するわねぇ」

　恵子はハンバーガーを頬張りながらしみじみとそう言う。

「はぁ？　なに言ってるんだよ、高たか科しな？」

　うどんを啜すする孝郎は恵子に怪け訝げんな顔を向け首を傾かしげた。

「いや、まぁ分からないでもないな。こうやってみんなで外食してるとさ、なんか中学生じゃないよな、俺たちって感じだよ」

　カレーライスを口に運びながら広大も恵子に同意してみせた。

「そうだな。うまくは言えないけど、確かに中学生じゃ出来ないという感じだな」

　兵衛にスパゲッティというのは、彼の家が老舗しにせの煎せん餅べい屋というのを知らずにいても、何となく似合わない光景と目に映るだろう。

「そうっすヨ！　Ｖｉｖａ高校生って感じっすヨね!!」

　相変わらずのハイテンションでそう言う藍留の前には一際大きなお好み焼き。ただでさえスレンダーな藍留が一人で食べるには大きすぎるようだが、どうやら典型的なやせの大食いタイプのようだ。

「高校生」

　そう言うティセの前には搾しぼりたてフルーツジュース。そして先程、買ってきたジャムの瓶びんとソーダクラッカー。試食をしたらいたく気に入ってしまったようなので、残ったお金からティセ自身が選んで買ったのである。さっそくその中の一つを開けたところだ。

「私も高校生ですか。広大？」

　手を差し出し身を乗り出すような、いつもの仕草でそう問うティセに、広大は一時、答えに詰つまる。
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「な、なに言うんだよ。まったく、高校生だろ。ティセは」

　広大のその答えにティセはぱたんと手を下ろし、視線を上に巡めぐらせてしばし何事か考え込んでいるようだ。

「なるほど、私は高校生なんですね」

「そうよ～～！」

　藍留のハイテンションが移ったように、恵子がパンとティセの肩かたを叩たたきながら言った。

「高校生なんだから、もっと楽しまなきゃ損よ！　これから三年間、楽しむぞ～～!!」

「おう、遊ぶっすヨ～～！　楽しむっすヨ～～!!」

「ちょっとでもいいから勉強しろよな、お前ら」

　やたら盛り上がる恵子と藍留に呆あきれる孝郎の横で、広大と兵衛は苦笑を交わしていた。そんな彼らを見て、ティセはぱたぱたと手を振ふりながら言った。

「高校生とは素晴らしいものですね」

「素晴らしいか？」

　少し怪訝な顔をして尋たずねる広大に、ティセは一際高く両手を振って答えた。

「はい、素晴らしいです」




「それではティセとは会えなかったのね？」

「はい、イモータルヌーン」

　ノーブルウィンドはそう答えた。ここはニューヨークにあるＵＮｂＡＲ本部。ノーブルウィンドはイモータルヌーンに、改めて事の経過を報告したところだ。

「ティセさまが日本の学校に通いたいと言い出したそうで。その手続きでばたばたしておりました。取とり敢あえず私が先に報告の為ため、こちらに伺うかがった次第です」

　妙みように堅かた苦くるしい受け答えをするノーブルウィンドに、イモータルヌーンは微笑ほほえみを浮うかべる。

「アイシャ、そんなに堅苦しくならなくてもいいのよ」

　二人とも椅い子すに座り会話していたのだが、和室だったら深々と頭を垂れていそうなノーブルウィンドに、イモータルヌーンは砕くだけた調子で話しかけた。

「いえ、その……。はい、申し訳ありません」

　愛あい称しようで自分を呼んだイモータルヌーンに、ノーブルウィンドは少し頬を赤らめる。

「でも少し気になるわね。あの子、学校でちゃんとやっていけるかしら……」

　そしてイモータルヌーンは黒い瞳ひとみで意味有りげにノーブルウィンドを見つめる。ノーブルウィンドの方もその視線が意味していることに気付いてないわけでもない。しかし即そく座ざに飛びついてしまうのも、また無ぶ遠えん慮りよと思い視線をそらし、しばし逡しゆん巡じゆんする。ちらりとイモータルヌーンをうかがうと、いまはむしろ楽しそうにノーブルウィンドを見ているではないか。そんなイモータルヌーンの様子に、ノーブルウィンドは一つ深呼吸をしてから口を開く。

「あ、あの……。よろしければ今後もティセさま……。いえ、グロリアスドーンのことを私に御お任まかせいただけませんか!?」

　思わず声がうわずってしまうのを感じて、ノーブルウィンドの頬はますます赤くなる。そんなノーブルウィンドの様子にイモータルヌーンは笑いを堪こらえるので精せい一いつ杯ぱいのようだ。

「もちろんよ。私から指示するより、あなたの方から言ってくれた方がいいと思って」

「もう、ひどいです。イモータルヌーン」

　そんなイモータルヌーンにノーブルウィンドは少し拗すねたような顔をしてみせるが、すぐさま真顔に戻もどる。

「私をこんな夜中に呼んだということは、他に緊きん急きゆうを要する件もあるのではないですか？」

　執しつ務むデスクを前にしたイモータルヌーンも真顔に戻るとうなずく。

「クリーンソイルを知ってるでしょう？」

「はい。パートナーが犯罪者の逃とう亡ぼうに手を貸していたという、ビショップ級ですね」

「数時間前、サンフランシスコ空港でクリーンソイルの契けい約やくが強制解除されたという報告があったわ。つまり誰かが彼のサテライトを破は壊かいしたということね」

　先程までの赤面はどこへやら。強い意志を秘めた涼すずやかな瞳でノーブルウィンドは次の言葉を待っている。そのノーブルウィンドに向かってイモータルヌーンは言った。

「詳しよう細さいは現在調査中。クリーンソイルの元パートナーからも事情を聞いているけど、どうやら最近、あるｂｉｏクラフトから狙ねらわれていたようね」

「……トランクルナイトでございますね」

　ノーブルウィンドのその言葉にイモータルヌーンはうなずく。

「ティセの力になってやってちょうだい」




「これは木き苺いちごのジャムです。大変、おいしいものです」

「ほお」

　見ていたテレビから顔を上げた広海に向かって、ティセは自分で買ってきたジャムの瓶びんを掲かかげてみせる。例によって表情や口調にはまったく変化がないが、その仕草はどことなく得意げにも思えた。

「こちらがブルーベリーのジャムです。こちらも大変、おいしいものです」

「なるほど、なるほど」

　うなずいてみせる広海にティセは気分を良くしたようだ。最後にオレンジ色が詰つまった瓶を掲げた。

「そしてオレンジマーマレードです。オレンジマーマレードは素晴らしいものですね」

　大おお空ぞら家の食しよく卓たくには今日の買い物の成果が並んでいる。ジャムの瓶が数個、文ぶん房ぼう具ぐ、洋服。その他、身の回りの品々。それをティセが広海に報告しているところだ。

「この下着は恵子と藍留が選んでくれました。広大の前では見せるなと言われました」

　しかし広海は恵子と藍留のセンスに不満があるようだ。

「う～～ん、もうちょっと色気があるのは無かったの？」

「残念ながら私のサイズに合うのは、余りないそうです」

　いつものように広海の方に手を差さし伸のべるようにしてティセは言う。

「いや、まぁ、そうね。……うん、私が無理言ってすまなかった」

　椅子に座るティセをまじまじと観察してから、広海は何度もうなずいてみせる。

「分かっていただけて幸いです」

　多分、広海がうなずいた意味を正確には理解していないのだろう。しかしティセは納得してくれたようだ。そして一冊の、どこにでもあるありきたりなノートを広海の方に差し出してみせる。

「これは広大が選んでくれたノートです。普ふ通つうのノートです」

　その広大は現在、入浴中である。

「そうね。普通ね」

「はい、普通です。普通、普通」

　そう言いながらも空いた方の手は、どこか楽しげにぱたぱたとリズミカルに揺ゆれ動うごいている。

「そうだ、ちょっと戸と棚だなを空けてやるわ。ティセの食べ物はそこに入れておきなさい」

　そう言うなり広海は座っていた椅い子すから立ち上がり戸棚の方へ向かう。戸棚の中の余り使わない食器や調味料入れを整理しながら広海はティセの方を見ないようにして言った。

「ティセ。私はあなたが好きだし、あなたが広大と契約してくれて良かったと思うわ。だからこれから言うことをよく聞いて。きつい言い方に聞こえるかも知れないけど、これはあなたのことを思っての話なの。それを念頭において聞いてね」

　ティセは答えないが、気配で広海の方を振ふり返るのが分かる。それを待って広海は言った。

「あなたはｂｉｏクラフトなの。人間じゃないのよ。それはちゃんと分かっているわね」

　そして沈ちん黙もくが流れる。カタンという音で広海は跳とび上がりそうになるが、それは彼かの女じよが手にした食器がぶつかった音だった。その時、背後からティセの声が響ひびいた。

「私はｂｉｏクラフトです。ちゃんと分かってますよ」




「あ～～!!」

　周囲に立ち入り禁止のロープが張られ、誰も入れないはずのビルの屋上に降り立つ小さな影かげがあった。

「あのおばちゃん、逃にげた～～！」

　ティルはすっかり暗くなったビルの屋上でクイックストーンの姿を探したが、数時間も経過しており、事態を知った警察の捜そう査さも行われた後だ。いるはずがない。しかしその事情が飲み込めないのか、ティルは地じ団だん駄だ踏ふんで八つ当たりする。

「もう、逃げるなって言ったのに！　今度見つけたら、絶対に許さないんだから!!」




　空には月がかかっていた。ティセは大空家の屋根に作られた物干し台に上がり、その月を見上げているところだ。物干し台の上に白い両足を投げ出すように座り、空にかかる月を先程から無言で見上げている。

「にゃあ」

　梯はし子ごと言った方が適切なくらいの急な階段を、大空家の飼かい猫ねこ『たいよう』が器用に上ってきた。ティセは相変わらず無表情のまま『たいよう』へと視線を向ける。

「『たいよう』は猫ですね」

　今いま更さら、何を言うのだとばかりに『たいよう』はまた一声にゃあと鳴いた。ティセはそんな『たいよう』に微かすかに微笑ほほえみを送り、そしてまた白い月を見上げた。

「私はｂｉｏクラフトなんですよ」







アイキャッチ　１―Ｂ





ラヴィー　「ところでこのタイトルの『ティセ子さん』とは一体何だ？」

ティセ　　「私の公式愛称だそうです」

ラヴィー　「なんだ愛称とは、一人前に。お前など愛玩鳥類で充分だ」

ティセ　　「駄目です、いけません。これはただの愛称ではありません。公式愛称です。公式というからには、たいそう素晴らしいものだと思います」

ラヴィー　「思うって、分かっておらんのか！」

ティセ　　「なにしろ本編ではまだそう呼ばれた事がないですからね」

広大　　　「言われてみればそうだな」

恵子　　　「藍留もティセっちとか呼んでいるけど、ティセ子さんとは呼んでないわね」

ティセ　　「分かりました。それではこれから呼ばれるように努力したいと思います」

広大　　　「いや、別にこういうのは努力するものじゃあ……」

アイシャ　「そうですわ。大体、ティセ子さんなんて馴れ馴れしすぎます」

ラヴィー　「そうだな。セキセイインコとか手乗り文鳥あたりがお似合いだな」

恵子　　　「なによ、あんたなんてジャンガリアンハムスターじゃないの」

ラヴィー　「それはお前たちが勝手に言ってるだけだろうが！」

ティセ　　「駄目です、恵子。ジャンガリアンハムスターは具体的に可愛いです」

ラヴィー　「可愛くてなぜいけない？」

ティセ　　「ラヴィーの可愛さはジャンガリアンハムスターには及びません。せいぜいジャガくらいです」

広大　　　「ンが抜けてるぞ」

ラヴィー　「そういう問題ではない！」

ティセ　　「しかし悲観する事はありませんよ。ラヴィー」

ラヴィー　「悲観などしておらん！」

ティセ　　「ジャガバターは具体的においしいものですよ」

ラヴィー　「はい？」

ティセ　　「ジャガイモのグラタンやジャガイモの煮っ転がしも大変おいしいものです」

ラヴィー　「そ、そうか……」

アイシャ　「それでは今晩は私がジャガイモの煮っ転がしを作って差し上げますわ♡」

ティセ　　「それは素晴らしいですね」









「特訓しましょう。頑張ってください」（前編）







「……まったく」

　冷蔵庫の中を覗のぞいたアイシャはため息をつく。

「まぁ、こんなものだろうとは思っていましたが。親一人、子一人の生活とはいえ、普ふ段だんからどんな食生活をしているのでしょうね」

　容積二〇〇リットルの冷蔵庫の中はかなり閑かん散さんとしている。そこにあるのは卵がいくつかとパック入りの納豆。使いかけの袋ふくろ入り油あぶら揚あげとたくわん。硬かたくなった食パンとバター、チーズの切きれ端はし。そして賞味期限が切れた瓶びん詰づめジャム。飲み物はペットボトル入りのミネラルウォーターに牛乳、豆乳。そして百パーセントのオレンジジュース。インスタントコーヒーが瓶びんごと入っているのは、湿し気けるのを防ぐつもりなのかも知れないが、アルミパックに小分けされた紅茶のティーバッグがいくつも転がっているのは理解に苦しむ。

　冷蔵室は諦あきらめ、アイシャは冷れい凍とう室しつを覗き込む。こちらにもさして期待していたわけではなかったが、結果は惨さん憺たんたるものであった。

　氷はともかくとして、これまた使いかけの袋入り冷れい凍とうチャーハンと餃子ギヨーザ。どうやらこの冷凍室で越えつ冬とうに成功したらしいあんまんと肉まんのパック。蓋ふたの間から霜しもがあふれ出ているカップ入りアイスクリーム。

　アイシャは無言で冷凍室のドアを閉めた。そして改めて台所を見回した。

　広いがまったく片づいていない台所。隣りん家かの広こう大だいの家の台所は、ここほどの広さではないものの、狭せまい空間にきっちりと必要なものが配置されていた。それとはまったく対照的だ。ざっと見て目に入ったのはじゃがいもと玉ねぎ、そして人参が転がっていたという事。どれもが日持ちが良く色々な料理に手広く使える野菜類というのは偶ぐう然ぜんではないだろう。念ねんの為ため、アイシャは失礼と思いつつも戸と棚だなを物色してみた。しかし状じよう況きようは好転してくれない。見つかったのは塩、胡こ椒しよう、砂糖などの調味料の類。それに日本茶や海の苔りぐらいのもの。棚で埃ほこりをかぶっている鍋なべやフライパン等の様子や、酢すやテンプラ油、小麦粉等の賞味期限と使用状況から察して、さして料理らしい料理をしていないのは確かだ。

「一応、お米は有るんですのね」

　電気炊すい飯はん器きとその下の米びつを確認して、ようやくアイシャは一安心する。

「でもこれは前ぜん途と多た難なんだわ……」

　嘆たん息そくしながらもう一度、台所を見回したアイシャは、その隅すみに転がっていた宅配ピザのケースを見て少し苦笑する。

　恵けい子ことパートナーの契けい約やくを結んだアイシャは、その家に厄やつ介かいになることになった。恵子の父はいきなり出来た同居人に、さすがに面食らったようだが、ＵＮｂＡＲ職員からの説明もあり、アイシャが同居する事に快く同意してくれた。

　そしてその歓かん迎げいにと昨晩は宅配ピザを取ってくれたのだ。取ってくれたのは有り難いとアイシャも思う。もっとも思ったからこそ、チーズや香こう辛しん料りようがたっぷり載ったピザは、いささか苦手だと言い出せなかったのである。

　今朝はその御お礼れいに朝食の準備でもと思い、恵子やその父よりも早めに起きたアイシャであったが、台所は以上のような状況だったのである。もっとも昨晩、料理をせずにピザを取ったこと。そして食事の時にざっと台所を眺ながめた印象で、冷蔵庫内の様子も想像できたアイシャだが、現実はその予想を超こえていたわけだ。

「まずはご飯ですわね。おかずは……、最近のコンビニには、色々と売ってるから、そこに買い物に行ってもいいんですが……」

　シンクに放置されている炊飯器の内うち釜がまに張られた水を流しながらアイシャは一人でつぶやく。お金に関してはＵＮｂＡＲから当面の間、必要な分だけは貰もらっている。外に買い物に出ても良いのだが、生あい憎にくとアイシャはまだこの家の鍵かぎを持っていない。恵子もその父もまだ就しゆう寝しん中。最近は日本も物ぶつ騒そうになったと聞いているアイシャとしては、玄げん関かんを開け放したままで外出する事も躊躇ためらわれた。

「……なにしてんのよ、こんなに早く」

　アイシャが気配に振ふり返ると、台所の入り口で寝ねぼけ眼まなこの恵子が覗き込んでいるところだった。下着の上にパジャマ代わりのＴシャツを羽織っただけのだらしない格好に、アイシャは反射的に小言の一つも口にしたくなるが、今はそれよりも優先しなければならないことが有る。

「朝食の準備でもと思いまして。恵子、ちょっとお買い物をしたいのですが、鍵を貸していただけませんか？」

「別にいいわよ～～。今日はお父さんいるから、パンかなんか適当なもので」

　Ｔシャツの裾すそから手を入れて腹の辺りを掻きながら、恵子は欠伸あくびをかみ殺しながら答える。恵子の父親は就業時間が不規則な仕事に就いている。その為、父が夜勤明けもしくは不在の場合、恵子は広大の家で朝食を食べているのだ。今日は父親も朝からの出勤のため、一いつ緒しよに朝食を食べる事になっているのは、昨晩アイシャも聞いていた。

「駄だ目めです！　朝食はきちんと食べないと、身体に良くないです」

　そういうアイシャに恵子は少し不満そうな顔をしてみせるが、特に反論することもなく言った。

「玄関の靴くつ入れの上に有る、招まねき猫ねこの中に入ってるわよ。下に穴が有るからひっくり返して出してね。使ったらまた元に戻もどしておいてくれればいいから」

　そしてトイレの方へ向かいながら付け加える。

「それじゃ、あたしはまた寝るから」

「起きないんですか？　もうすぐ六時ですよ」

　アイシャのその言葉に、恵子はトイレの方へ向かいながら答えた。

「トイレに起きただけよ。なによ六時って。まだ一時間半は寝られるじゃないの」

　恵子のその答えにアイシャはまたため息をついた。




「アイシャ」

　恵子の家の玄げん関かん先さきに出たアイシャは、頭上からそう声をかけられた。聞き慣れた声にそちらを仰あおぐと、隣となりに建つ広大の家の屋根に有る物干し台から、ティセが身を乗り出しているところだった。

「お早うございます」

　手を振りながらそう言うティセにアイシャも答える。

「お早うございます、ティセさま」

　ｂｉｏビオクラフトは普ふ通つう、敬けい称しようを付けて相手を呼ぶという事をしない。しかし何故かアイシャは例外なのである。ティセはアイシャに続けて尋たずねる。

「どこに行きますか？」

　学校の登校時間にはまだ早い。ふわりとした金きん髪ぱつを揺ゆらして首を傾かしげるティセは、なぜこんな時間にアイシャが外出するのか疑問のようだ。

「ちょっと朝食の買い物に行こうと思いまして。最近のコンビニは何でも売ってるみたいですから」

　ティセはアイシャのその答えに、視線を宙へと巡めぐらせて何事か考え込む。しばしの後、ティセはアイシャの方へ視線を戻すと、元気良く両手をぱたぱたさせながら言った。

「私も行きます」

　しかしアイシャはその答えに躊ちゆう躇ちよする。

「いえ、でもティセさまのお手を煩わずらわせる訳には……」

「行きます、行きます。私もお買い物に行きたいと思います」

　いささか困った顔をするアイシャに、声をかける者がいた。

「いいじゃないの、連れていってやれば」

　振り返るとちょうど玄関から帚ほうきを手にした広ひろ海みが出てくるところだった。

「うちもまだ朝食には時間あるし、ティセも暇ひまなのよ。ついでにこっちも何か買ってきてもらうから」

「そうですか。それでは……」

　広海の言葉にアイシャは少しはにかむような笑みを浮うかべ、そして頭上から見下ろしているティセに向かって言った。

「ティセさま、一緒にお買い物に行きましょう！」

「行きます」

　元気良く両手をパッと広げてからティセは物干し台から姿を消した。

「あの子。毎朝、ああやって朝日を眺ながめているのよね」

　ティセが消えた物干し台を見上げながら広海は呆あきれたような顔でそう言った。

「まぁ、ティセさまはお名前の通り、朝が好きですから」

　広海は腕うで組ぐみをして少し何か考えていたようだが、やがて何かを思い出したようにパンと手を叩たたいてからアイシャに向かって言う。

「でも、毎朝、ああやって朝日を見て手をパタパタさせてるのを見ると、何か思い出さない？　ほら、え～～と……。谷たに岡おかヤスジのマンガだっけ？　『朝～～！』ってやつ」

「あのぉ……、私にそんな事を言われましても」

　さすがに返答に窮きゆうするアイシャだが、幸いすぐにティセが玄げん関かんから飛び出してきた。

「それではお買い物に行きましょう、アイシャ」

　自分の方へ手を差さし伸のべるようにしてそう言うティセに、アイシャは心底、幸せそうな笑顔でうなずいた。

「はい、ティセさま」




　そして一時間と少し後。歯を磨みがき、顔を洗って食しょく卓たくに着いた恵子は、寝ねぼけ眼まなこを大きく見開いていた。

「なに、これ……？」

「朝食です」

　先に食卓に着いていたアイシャは、電気炊すい飯はん器きからご飯をよそいながらすました顔で言った。

「いや、それは分かるんだけど……？　え、どうやって？　あんたが作ったの？」

　テーブルの上には焼き鮭じやけと目玉焼き。そして油あぶら揚あげとじゃがいも、玉ねぎの味み噌そ汁しる。焼やき海の苔りと梅干し。白菜の浅あさ漬づけという、由ゆい緒しよ正しい日本の朝食が並んでいる。

「最近はコンビニも便利になりましたね」

　恵子の質問には直接、答えずに、アイシャは恵子の父の茶わんにご飯をよそう。

「白菜の浅漬けはともかく、鮭の切り身まで売っているとは思いませんでした」

「それにしたって……」

　食卓に着いた恵子は、不思議そうな顔で目の前の朝食を眺めるだけだ。少なくとも朝食に関する限り、高たか科しな家の食卓にきちんとした料理が並ぶのは数年ぶり。

「いやぁ……」

　普ふ段だんは自分で取りに行く新聞も、今日はアイシャが取ってきてくれた。その新聞を広げながら恵子の父、雄ゆう一いちが言った。

「なんかこれは恵子に嫁よめさんが来てくれたみたいだなあ」

「お父さん！」

　さすがの恵子もムッとしたように声を荒あららげた。

「あたしは女！　嫁に行くか、婿むこを貰もらう方よ！」

「いや、まぁそれはそうだがな。はははは……」

　雄一にとって恵子は若い頃ころに出来た娘むすめ。娘が高校一年であるにも拘かかわらず、雄一はまだ三十歳さい代半ば。しかし色々と苦労が絶えない為ためだろうか、そこまで若くは見えない。広大の母、広海とさして歳の差はないはずだが、軽く十歳は年長に見えるほどだ。
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「まぁ、嫁はともかく。これからこちらにお世話になるのですから、この程度のことはさせて頂きます」

「すまないねえ、アイシャさん」

「昨晩も言ったように、アイシャで結構です」

　アイシャは微笑ほほえみながらそう言うが、雄一はまだ敬けい称しようを好まないというｂｉｏクラフトの習慣に馴な染じめないようで戸と惑まどいの表情を隠かくせない。

「そ、そうだったね。これからもよろしく頼たのむよ、アイシャ」

　そう言う父を憮ぶ然ぜんとした顔で見ていた恵子だが、気を取り直して味噌汁に口を付ける。

「あら、結構おいしいわね。どこのお味噌汁？」

「どこのと言われましても。台所にあったもので作ったものです。お味噌も鰹かつお節ぶしもありましたから」

「え……」

　頭から袋ふくろ入りインスタント味噌汁と思い込んでいた恵子はお椀わんを片手に絶句する。

「飲めば分かるだろう、恵子」

　さすがの雄一も呆あきれたようにそう言った。

「そ、それはそうだけど……」

　ずずずっと味噌汁を啜すすりながら、恵子は上目遣いでアイシャを見つめる。アイシャは誰へともなく小さく頭を下げ、いただきますと言ってから食事を始める。

　長い黒くろ髪かみといい物もの腰ごしといい、そして料理の腕うでといい、今や絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆの典型的大和撫なで子しこという雰ふん囲い気きだ。

　すました顔で食事を進めているアイシャだが、彼かの女じよなりに気になることもあった。それは恵子の家、高科家の事だ。父一人、娘一人で暮らすにはかなり広い間取りの一いつ軒けん家やだ。隣となりにある広大の家よりもかなり広い。もっとも大おお空ぞら家は土地付きの持ち家だが、高科家は賃貸という違ちがいはある。

　そして何よりも母親の存在だ。母親がいないというのは聞いている。片親がいないというのは隣りん家かの大空家と同じだ。しかし存在しない片親に対する雰囲気は好対照。広大の母、広海は夫である大だい地ちの話をよくする。そんなに広海と話をした事などないアイシャだが、すでに何度か大地の話は聞かされた。またティセにあてがわれた部屋は、もともと大地のものであり、主が不在となっている現在も、調度はそのまま残され、服や身の回りの品なども手つかずだ。

　広大と広海がいまだに大地が帰ってくると信じている事を如によ実じつに示している。

　しかし高科家には母の影かげは無い。服や身の回りの品はもちろん、写真の一枚も無い。恵子や雄一からも母はいないと聞いただけで、アイシャはそれ以上の説明を受けていない。離り婚こんか死別か、あるいは別居中なのか。それすらも分からない。

　何かの理由があって、恵子や雄一が母の記き憶おくを抹まつ消しようしたいのかとも思ったが、それだけでは納得できないところが有る。それは家の広い間取り。

　広い風ふ呂ろ場ばや台所。そして余り使われていない様子の部屋などから察するに、恵子も雄一も帰ってこない誰かの為に、この家に住んでいるのかも知れない。だが広海のように公然とそれを口に出来ない何かの理由があるのだろう。

　理由は分からない。しかし分からないなりにアイシャは察しがつかないわけでもなかった。赤みのかかった恵子の髪かみの毛は染めているわけではない。地毛から赤いのだ。そして高校生にしては日本人離ばなれしたプロポーション。そこまでくればおおよそ想像はつく。

　だがアイシャはそれ以上、恵子たちに事情を問う事はしなかった。誰しも人に知られたくない事はある。必要があれば時がくれば教えてくれるだろう。もしかしたら、その時とやらは永遠に訪れないかも知れないが、だからといってアイシャには自分から首を突つっこむ意志もなかった。

「あの、それじゃこれから朝あさ御ご飯はんは、みんなお願いしていいかな？」

　アイシャが用意してくれた朝食を黙もく々もくと咀そ嚼しやくする娘むすめの方にちらりと視線を送ってから雄一は尋たずねた。

「はい、私でよろしければ」

「そうか。じゃあお願いするよ。いつまでも大空さんに迷めい惑わくをかけるわけにもいかないし……」

　その時だ。恵子ががちゃんと音を立てて手にしていたご飯茶わんをテーブルに戻もどす。

「え……!?」

　恵子は意外そうな顔を父親の雄一に向ける。

「恵子も家で食べた方がいいだろう。広大くんとはどうせ登校の時に一いつ緒しよになるわけだし……」

「あたしは別に広大とは……」

　父親の言葉に恵子はぶつくさと言いながら食事に戻る。アイシャは恵子の言いたい事が分からないでもなかったが、敢あえて口出しをせずにそのまま食事を進めていた。




「いや、あの学校には女子剣けん道どう部ぶはありませんよ」

　内うち山やま田だはネクタイを締しめながら、顎あごと肩かたの間に挟はさんだ携けい帯たい電話にそう答える。

「でも主任。犯人が同じ学校に行っているってのは、ちょっと飛ひ躍やくしてませんかね？」

「それは私も承知している」

　携帯電話の向こうから内山田の上司、ＵＮｂＡＲ日本支局主任の声が聞こえる。

「しかし他に手て懸がかりは無い。二人目の被ひ害がい者しゃは日本時間の午後十時に横よこ浜はまで襲おそわれた。状じよう況きようからして帰り際に襲ったとすれば、住んでいるのは関東近きん郊こうである可能性が高い」

　昨日から正式にしょうぶ沼ぬま高校の教師として赴ふ任にんした内山田だが、現在はまだ住所不定の状態だ。ＵＮｂＡＲが住居の手配を急いでいるところだが、なにしろ赴任自体、急な話だ。すぐにというわけにもいかない。当面はしょうぶ沼高校から徒歩十数分の綾あや瀬せ駅前のホテル住まいが続きそうだ。

「関東近郊の中学、高校が出場していた剣けん道どう大会のビデオや雑誌の記事を集めて、被害者の証言に似た生徒を捜している最中だ。しかし何しろ目もく撃げきしたのが欧おう米べい人じんだけだからな。日本人の少女、それにセーラー服という印象が先に立って、詳くわしい容よう貌ぼうが分からん」

　内山田の上司が言っているのは、日曜日にｂｉｏパートナーを襲い、サテライトを破は壊かいする事によって、その契けい約やくを強制解除している少女のこと。被害者の証言から、セーラー服を着た日本人の少女。そしてかなり剣道の腕が立つという事しか分かっていない。

「しかしちょっと引っかかるんですよ。主任」

「何がだね？」

　ネクタイを締め終えた内山田はクローゼットからスーツを取り出しながら続けた。

「どうも、その子は自分の素性を隠かくすつもりはなさそうですね」

「……そうだな」

　さすがに主任の方も、同じ疑問を抱だいていたようだ。

「顔を出しているし、おそらく着ているのは自分の学校の制服でしょう。休日だっていうのに、私服じゃないってのは、自分が誰かを相手に認識させる為ためだと思いますよ」

　スーツに袖そでを通す間、携帯を置いた内山田だが、衿えりを合わせながら再び携帯を耳に当てると、同時に主任も話し始めたところだった。

「一種の世直しを気取っているんじゃないかという推測もされている。被害者になったｂｉｏパートナーは皆みな、後ろ暗いところが有る連中ばかりだ」

「セーラー服の水戸黄門ですか。そりゃ萌もえ萌えですな」

「内山田くん！　茶化せる状況ではないのだよ」

　軽い冗じよう談だんにも上司は厳しく叱しつ責せきする。

「分かってますよ。あの子たちにも注意しておきます。それにそれらしい子を見たらすぐに連れん絡らくしますから。でも犯人が本当に世直しを気取っているなら、あの子たちを狙ねらう理由はないんじゃないですか？」

「私もそう思うが、念には念を入れておかんとな」

　予あらかじめ必要なものを入れておいた鞄かばんを手にとり、時計を確認してから内山田は、さらに携帯の向こうの上司に言った。

「そろそろ出ないといけないんで、最後に二つほど確認させてください。その犯人の女の子が分かったらどうするんですか？　ｂｉｏクラフトとの条約からいっても逮たい捕ほすることは出来ないでしょう？」

「さぁな。いずれにせよ野放しにしておく事はできんだろう。こんな事は止めるよう、説得すると思うが……」

「止めようとしなかった場合、まさかあの子たちをけしかけるとか？」

　内山田は冗談めかして言ったつもりだが、主任は携帯の向こうで一時、黙だまり込むだけだった。もっともそれもまた内山田の予想の範はん囲い内ないの反応だ。驚おどろきはしなかった。しばしの沈ちん黙もくの後、上司は答えた。

「分からんよ。上の判断次第だ」

「それともう一つ」

　上司にそれ以上の言い訳をさせぬかのように、内山田は間かん髪はつを入れずに次の質問を投げかけた。

「僕の食費はＵＮｂＡＲ持ちですか？　それとも個人負担？　個人負担なら朝食はホテルの喫きつ茶さ店てんでモーニングサービスにしておきます」

　再び上司は携帯の向こうで沈黙するが、その意味は先程とはまるで違ちがう。しばしの後、呆あきれたように上司は言った。

「個人負担だ」




「お前らなぁ……」

　通学路の途と中ちゆうで大空広大は呆れたように恵子とアイシャの方へ向かって言った。

「あそこは俺の家だ。声をかけるなら、まず家主の方からじゃないのか？」

「だって友達とかに噂されると恥はずかしいし……」

　そういう広大に、恵子はわざとらしく科しなを作ってみせた。

「だからそれは前世紀のギャルゲーだ！　ティセを呼びに来るにしても、一応は俺か母さんに声をかけろ！」

　恵子とアイシャは登校のため、広大の家に来たのだが、二人は開口一番『ティセさま、学校に行きましょう』『ティセ、学校に行くわよー！』と声をかけたのだ。どうやら広大はそれがいささか不満らしい。

「私はティセさまを誘さそいに行ったんです。広大を誘いに行ったわけではありません」

　きっぱりとアイシャもそう言った。そしてとうのティセはというと、三人の後ろをちょこちょこ歩いて来ているところだ。もともと小こ柄がらで歩ほ幅はばも狭せまい。広大も気をつけているとはいえ、一いつ緒しよに歩いているとティセが遅おくれてしまう事が多い。いつのまにかティセが少し遅れ、少し距きよ離りが開くと歩を早めて追いかけて来るのだ。

　少しティセが遅れたのに気づいてアイシャが足を止める。広大もそれにならい、後ろからティセが小走りに追いかけてくるようすを肩かた越ごしに見やった。

「……ティセ」

　言うべきかどうか。今まで迷っていたが、アイシャも来たことだし、いい機会だと思い、広大は思いきって切り出す。小首を傾かしげ自分の方を見上げるティセに広大は言った。

「それ、何とかならないのか？」

「……？」

　ティセは広大の視線を追い、自分の胸元へと目を落とす。ティセはそこに自分の通学鞄をしっかりとだき抱かかえていたのだ。

「鞄です」

　広大へと視線を戻もどしてティセは言った。

「いや、だから鞄は分かっているけど……」

　そう言いながら広大は恵子とアイシャ、そして自分の提さげている鞄へと順番に視線を送る。当たり前だが三人とも通学鞄の把とつ手てを手に取り提げている。身体の前で大事そうにだき抱えているのはティセだけだ。しかしティセにはその違いがよく分からないらしい。広大の態度にまた小首を傾げるだけ。見かねたアイシャがティセに教えてやる。

「ティセさま、鞄はその把手を持って身体の脇わきか前で提げるようにして持つものですよ」

「知ってます」

　ティセはそう答えたものの、鞄を提げるように持ちかえる様子はない。

「大体、それじゃ雨降った時とか困るだろう。傘かさもさせないし」

　広大にそう言われてティセは歩きながら頭上を見上げた。青い空にわずかに浮うかぶ白い雲。どう見ても晴天だ。ティセはまた小首を傾げて広大に向かって言った。

「晴れてますよ」

「いや、だから仮の話だ。仮の。今日は晴れてるけど、雨が降った時、両手がふさがっていると傘がさせないから困るだろうって話」

　表情からは分からないが、小首を傾げたままのところを見ると、ティセは不思議に思っているようだ。重ねて広大に答えた。

「私は具体的に雨が嫌きらいです」

「いや、好きか嫌いかはこの際、関係ない」

　名前に敬けい称しようを付けたがらないのと同様、鞄かばんを身体の前でだき抱えるようにして持つのもｂｉｏクラフトの特とく徴ちようかと思っていた広大だが、アイシャの言動からするとそんなわけでもないらしい。

　ティセは上目遣いで何事か考え込んでいたらしいが、やがて鞄の把手を握にぎり直して身体の脇に提げるように持もち替かえた。

「こうですね」

「そうそう。やれば出来るじゃないか」

「まぁ、これはティセさまの癖くせみたいなものですから」

　取とり敢あえず問題が一つ解決したようだが、アイシャのその言葉に恵子は新たな問題点を指し摘てきする。

「アイシャ、あんたもさぁ。その言い方、何とかならない？」

「はい……？」

　別にアイシャの話し方におかしなところが有るとは思えない。広大は首を傾げて言った。

「特に話し方が変だとは思わないけどなぁ」

「違ちがうわよ、そのティセさまって呼び方！」

「あぁ……！」

　そう言われて広大も合点がいった。アイシャはティセを『さま』付けで呼び、そしてかなり遜へりくだった口調で会話をしている。確かに同い年の同級生相手にこの口調は変だ。アイシャも少なからずその自覚はあったようだ。少しばつの悪い笑みを浮うかべて言った。

「あの、やっぱり変ですか？　変ですよね。気にはしてるんですが……」

「一応、ティセとは親同士が知り合いだったって設定なんだから、変よ。やっぱり」

　恵子はアイシャの前へと回り込みながらそう言った。その言葉に広大もうなずく。

「だよなあ。やっぱり同級生に『さま』付けは変だよなあ。第一……」

　念ねんの為ため、周囲を見回して人ひと影かげのない事を確認してから、広大は声をひそめて続ける。

「ｂｉｏクラフトは敬称を使わないのに、どうしてアイシャだけティセを『さま』付けで呼ぶんだよ？」

「そ、それは……」

　広大にそう問われた瞬しゆん間かん、アイシャは真っ赤になる。そればかりではない。身体をくねらせて照れているようだ。

「その、なんと言いますか……。私とティセさまだけに許された絆きずなと言いますか、信しん頼らい関係と言いますか……」

　意外なアイシャの反応に尋たずねた広大の方もぽかんとするしかない。そんな広大とアイシャの間に割り込み恵子が言った。

「あ～～！　なんかその態度、怪あやしいわね。やっぱりデキてるんじゃないの、あんたたち！」

　アイシャは恵子のその言葉に、今度はむきになって怒おこり始めた。

「デキてるって……。何を言うんですか！　私はティセさまに深く敬意を払はらっているのです。私のティセさまへの想いをそのような下世話な言葉で表現するとは、たとえ恵子であっても許しません！」

　せわしなく変化するアイシャの態度に、広大も恵子も唖あ然ぜんとして二の句が継つげない。しかし気まずくなったその空気を察したように、三人の間にティセが割ってはいる。

「私はティセと呼んでもらっても構いません」

　自分より長身のアイシャの方へ背せ伸のびするようにしてティセは言う。

「むしろティセと呼んでもらった方がうれしいです」

「……ティセさま」

　言われたアイシャの顔から険が消える。その面は戸と惑まどうような、そしていささか寂さびしげな表情が見て取れる。対するティセの表情からは、なかなか感情を読み取る事が出来ないのはいつもと同じ。だがしかし一見、ぽやっとした無表情の下には、複雑な感情が隠かくされているのは確かだ。ただ広大も恵子も、まだそれを読み取る事が出来ない。

　こくんと小首を傾かしげるティセに、アイシャは微笑ほほえみを取り繕つくろって答えた。

「いえ、私にとってティセさまはティセさまです」

「そうですか」

　ティセはそう答えるだけ。そして広大と恵子の方へ向き直り言った。

「そうだそうです」

「そうか」

　うなずく広大にティセも繰くり返す。

「そうです」

　その時だ。広大はその事実に気づいた。

「ティセ。鞄かばん、鞄！」

「鞄」

　ティセは自分が持っていた鞄の方へと視線を送る。それはいつのまにか、またティセの胸の前にだき抱かかえられていたのだ。どうやらティセ自身も気づかぬうちに、そうしていたらしい。鞄を顔よりも少し上の辺りまで抱え上げ、不思議そうな様子で小首を傾げながら見ている。

「不思議です」

　表情は変わらない。口調も同じだ。しかし心底、ティセが不思議に思っているのが分かる。広大にとっては、そんなティセの方がよっぽど不思議である。

「不思議ですね、広大」

「いや、まぁ……。もういいや、好きに持っても」

「それでは雨の時に困りますね」

　片手で通学鞄を胸の前で抱え、空いた方の手を広大の方へ差さし伸のべる、いつもの仕草でティセは他人事のように言った。

「ま～～、その時は雨合羽とか色々あるだろう」

「ティセさま。宜よろしければ、私が傘かさを差して差し上げますわ」

　すっかり機き嫌げんを直したようにそう言うアイシャに、また恵子が雑まぜっ返す。

「あ～～、女の子同士で相あい合い傘がさ！　やっぱり怪しい～～!!」

「いい加減にしてください、恵子！」

「お～～い、いい加減に急がないと遅ち刻こくだぞ、遅刻！」

　そう言いながら広大は小走りに駆かけ出す。恵子とアイシャも慌あわててその後を追い、そのさらに後からティセもちょこちょことついてくる。

　ティセとアイシャは仲がいい。それは確かだ。広大はそう考える。しかし二人の間には微び妙みような感情のズレがあるのも間ま違ちがいないようだ。それがどういうものなのか、そして人間に理解可能なものなのかどうか、まだ広大には分からなかった。




「少し、騒さわがしくなってきたみたいね。色々と嗅かぎ回っている連中がいる」

「別に構わないわ」

　黒く長い髪かみをかき上げて桜さくら子こは言った。

「別にこちらの素性を隠すつもりなんて最初からないもの。向こうから来てくれるのなら、それに越こしたことは無いわ」

　そう言いながら桜子は寄りかかる木の反対側へと頭を巡めぐらせる。

「……あなたのお姉さんたちがね」

　桜子の通うせんりょう台学園中等部。その校庭の外れに有る木に桜子は寄りかかっていた。ちょうど二時間目と三時間目の間の休み時間。次の授業がある理科室に移動する間に、桜子は渡わたり廊ろう下かの側にある植木に寄りかかりながら話をしているのだ。

　木の幹の反対側にいるのは、黒と蒼あおに彩いろどられた装そう飾しよく過か剰じような服に身を包んだ少女。ｂｉｏクラフト『静謐なる宵闇トランクルナイト』。そのホロン体、ティオである。

「ふふふ、それでこそ私の見込んだパートナーよ。桜子。でも、これだけは注意しておくわ」

　木の幹を挟はさんで、桜子と視線を交わしてティオは言った。

「あの子は……、グロリアスドーンは強いわよ」

「そう」

　ティオがそう警告しても桜子は関心が無いようだ。そっけなくそう言うと、また視線を校庭へと戻もどす。そんな桜子にティオは重ねて言った。

「あの時、倒たおしちゃえば良かったのに……」

　ティオが言うのは、昨日の一件。地球から三万光年ほど離はなれた惑わく星せいカートランド上空で、ティオと桜子がｂｉｏクラフト『スティープスロープ』を一刀両断した時の事だ。

「あのｂｉｏクラフトと違ちがって、あなたのお姉さんとパートナーは契けい約やくを悪用しているわけではないわ。それにあの戦い振ぶりを見ていると、パートナーもまだ慣れていないようだし……」

　そして桜子はちらりと腕うで時ど計けいへと目を落とすと付け加えた。

「そろそろ次の授業に行かないと。別に私の事が知られたからといっても、学校や町中で仕し掛かけてくるわけでもないでしょう？」

「イモータルヌーンの事だから、まずは穏おん便びんに済ませようとするでしょうね。ああ見えて腹黒なのよ、結構」

　そう言うとティオは少し木の幹の陰かげから姿を出す。

「まっ、桜子ならバサッと倒しちゃう事も出来るでしょうけどね」

「……日本語って便利ね」

　桜子はそうつぶやくと寄りかかっていた木の幹から身体を離す。そのつぶやきの意図が分からず怪け訝げんな顔のティオに背を向けたままで桜子は言った。

「倒すと言っても色んな意味があるもの」

　しかしその言葉はティオへというよりは、桜子自身への問いかけのようだった。桜子はティオの方へ振り返りながら言い足した。

「何かあったら、また連れん絡らくして。それから……」

「……それから、なに？」

　少し小首を傾かしげてティオは尋たずねる。その容よう貌ぼうもあって一見したところでは、冷れい酷こくな印象を受けるティオだが、時折このように子供じみた表情を見せる事がある。そんなティオの様子に口元が緩ゆるみそうになるのに堪こらえながら桜子は言う。

「いえ、何でもないわ。誰か来るわよ、姿を隠かくさないと」

「ええ」

　そう答えるとティオも寄りかかっていた木の幹から離れる。そして次の瞬しゆん間かん、黒と蒼に彩られたその姿は、すぅっと空気に溶とけ込むように消えてしまった。量子ブラインドが展開され、その中に姿を隠したのだ。

　あなたは、私が守るから……。桜子は口に出しそびれてしまったその言葉を心の中で反はん芻すうした。

「逢おう瀬せさん、どうかしたの？」

　なぜだろう。この数日というもの、クラスメートたちが妙みように積極的に話しかけてくる。今も渡り廊下を歩いてきたクラスメートたちが、桜子の姿を目にするなり、そう声をかけてきた。ついこの前まで桜子は近寄りがたい雰ふん囲い気きを持っている事で、クラスはもちろん校内でもよく知られていたはずなのに。

「ちょっとね……」

　その事実にいささか戸と惑まどいながら桜子は答える。そして自分でも意識しないうちに妙な言い訳が口を衝ついて出たのだ。

「仔こ猫ねこが迷い込んでいたみたいだから」

　思わぬ釈しやく明めいに桜子自身が戸惑う暇ひますら与あたえず、クラスメートたちは色めき立つ。

「わぁ～～!?　仔猫、仔猫？　どこどこ？」

「私も猫、見たい～～!!」

「逃にげちゃったみたいよ」

　桜子はそう言うとクラスメートたちを放って歩き出す。その目には映らないが、仔猫扱あつかいされたティオが、子供じみた表情でむくれているさまが、ありありと桜子の意識には浮うかび上がっていた。




「あんパン」

「………………ティセ」

　先程からずっとそうしているティセに向かって、さすがの広大も呆あきれたような顔で言った。

「なんですか、広大？」

　ようやくティセは広大へと顔だけ向けてそう答えた。今は昼休み。昼食の時間だ。実質、今日が初めての登校だったアイシャだが、授業に関してはティセよりも無難にこなしてくれた。しかしアイシャ自身以上に盛り上がったのが男子生徒たちだ。新入生女子の第一印象では１ワン・２ツーフィニッシュを決めていた恵子と藍あお留るが、あのあけすけな性格と分かり、さらには金きん髪ぱつ碧へき眼がんの転校生ティセが、何を考えているのか分からない不思議系。そこに正統派大和撫なで子しこ系の転校生が現れたのだ。盛り上がらないわけがない。もっとも当のアイシャはまったく男子生徒たちに興味を示さない。あくまでティセに掛かかりきりなのである。そして昼食の時間になり、広大たちと一いつ緒しよに食堂にやって来たティセを、微笑ほほえみを浮かべながら愛いとしげに見つめているのである。

　そのティセであるが、今日は弁当ではなく食堂で売っているパンで昼食を済ませる事にしていた。他の生徒たちが何を食べているのか興味があるようで、ティセの方からそう言い出したのである。そしてティセは買ってきた袋ふくろ入りあんパンを目より少し上に、両手で掲かかげるようにして持ったまま、先程からじーっとそれを見つめているのだ。

「さっきから何をしている？」

　広大にそう問われたティセは、小首を傾げ再びあんパンを見つめる。そして痺しびれを切らした広大が再び口を開こうとした時、ようやく振り向いて答えてくれた。

「観察してます」

「観察して何が分かった？」

　食堂のテーブルに頬ほお杖づえを突いて尋ねる広大に、ティセは再びあんパンへと視線を戻もどして答えた。

「丸いですね」

「丸いな」

　ティセは広大の方へ向き直ると尋ねた。

「あんパンとは丸いものなのですか？」

　その問いに広大は思わずテーブルに突つっ伏ぷしてしまうが、ティセの横の席に着いていたアイシャは生真面目に答える。

「ティセさま。あんパンが丸いのは、製造上の都合なんです。丸い方が作りやすいんですよ」

　アイシャのその答えに、彼かの女じよ目当てに周囲へと詰つめかけていた男子生徒たちが感心したようにどよめく。

「なるほど、言われてみれば確かにその通りですね」

　そう答えたものの、まだあんパンを観察しているティセに、同じテーブルに着いていた藍留が尋ねる。

「ティセってば、ひょっとしてあんパンを食べるのは初めてっすか？」

　相変わらず妙みような口調だが、ティセはそれを気にする様子もなく答える。

「はい。大変おいしいものだと聞いていましたが、実際に食べるのは初めてです」

「じゃあ食べれば」

　呆れた様子の恵子にもティセは素直に答える。

「はい。食べます」

　しかしまだ掲げるようにして持ったあんパンをじっくりと眺ながめている。

「ティセ。一つ言っておくけど、その袋を開けないとあんパンは食べられないぞ」

　少しからかうようにそう言う広大に、ティセはあんパンをテーブルの上に戻してから、両手をぶんぶん振ふり少し眉まゆをひそめながら抗こう議ぎする。

「そんな事は分かっています。私はそこまで世間知らずではありませんよ」

　そう弁明するティセだが、何となく図星だったように広大には思えた。

「じゃあ食べれば？」

「食べます」

　そう言うとティセはあんパンの入った透とう明めいの袋を開けようとする。しかし力の入れ加減が分からないのか、なかなか開かないようだ。広大が手を貸そうとしたその時だ。逆に力を入れすぎてしまったのか、バリッという音を立てて袋が破け、勢い余って中に入っていたあんパンが宙へと舞まう。すぐに反応したのは横に座っていたアイシャ。さっと手を伸のばしたものの、あんパンはその指先に当たり、ちょうどトスしたように弾はじかれる。次に動いたのは広大だ。サッと手を伸ばして空中のあんパンをつかもうとするが、椅い子すから慌あわてて立ち上がった為ためと、図らずもアイシャがトスしてしまった事もあり、予想外の方向へ飛んだあんパンをつかむどころか、平手でスパイクする形になってしまった。そしてあんパンはテーブルの間の通路へと飛んでいく。そこに折悪しく現れた者がいたのだ。

「お～～、ここにいたのか。Ｍｙスチューデンツ！　ランチタイムに申し訳ないが……」

　そう言って広大たちの座るテーブルに歩み寄ってきた内山田王おう司じは、靴くつの下になにやらぐにゃっとした感かん触しよくを覚え足元へと目を落とす。

「あんパン？」

　そこには靴と床ゆかに挟はさまれ、見るも無残に押おしつぶされたあんパンが有った。しばしの間その光景を無言で見ていたティセは、持ったままだった空の袋をテーブルの上に置くと、手を差さし伸べ身を乗り出すようないつもの仕草で広大へと言った。

「泣きそうです」

　例によってぽやっとした無表情だが、どことなく哀かなしげに見えるのも事実だ。

「あ～～、王子さま。いけないんだ～～！　食べ物を粗そ末まつにして！」

　声を張り上げる藍留に、さすがの内山田も困こん惑わくしているようだ。

「これティセ……、いや栄さかえさんの？　分かった、分かった。弁べん償しようするよ。ついでという訳じゃないけど、栄さんと貴た風かぜさん、食事が終わったら視し聴ちよう覚かく室に来てくれないか？　転校の手続きに問題があってね。あぁ、それに大空くんと高科さんも」

　ＵＮｂＡＲから教師として送り込まれている内山田がこの四人を呼ぶ用事と言えばおおよそ見当がつく。広大は財布を取り出す内山田に向かって無言でうなずいた。




「それではトランクルナイトがこの近くに潜せん伏ぷくしていると？」

　校内では貴風愛あい紗しやという偽ぎ名めいを使っているアイシャは、内山田の説明にそう尋たずねた。

「いや、それはＵＮｂＡＲ日本支部が言っている事で、本当のところは分からないよ。でもセーラー服の女の子がパートナー。日曜日の午後十時過ぎに横よこ浜はまでｂｉｏパートナーが襲おそわれた事を考えると、犯人は関東近きん郊こうにいる可能性が高いということだ」

　視聴覚室に呼ばれた広大と恵子、そしてティセとアイシャは、トランクルナイトとそのパートナーが比ひ較かく的てき、近くにいる可能性が高いと内山田から告げられたのだ。

「でもセーラー服に大おお鎌がまでしょ？　それ何かのコスプレじゃないの？」

　何気なく口にした恵子のその言葉に、内山田もポンと手を打って同意する。

「そうそう！　僕もそう言ったんだけど、主任が茶化すなって言うもんだから……」

「王子さま先生……！」

　妙なところでノリのいい内山田に広大はげんなりとした顔で言った。

「つまりそれは、ティセやアイシャがここにいるって事が知られている可能性があるってわけですよね」

「そういうわけだな」

　視聴覚室の教きよう卓たくに座った内山田は、目の前に立つ広大に向かってうなずいた。

「今のところトランクルナイトが襲っているｂｉｏパートナーは、行動に問題のある者ばかりだ。君たちはその例には当てはまらないが……。まぁ、色々と事情があるそうだからね。注意はしておいた方がいい」

　惑わく星せいカートランドでトランクルナイトと接せつ触しよくした事、そしてティセがトランクルナイトを妹と紹しよう介かいした事も内山田には報告してある。しかし内山田が何をどこまで知っているのか、広大には予想がつかない。それに尋ねても答えてくれるとも広大には思えなかった。

「いずれにせよ、心構えはしておいた方がいいですわね」

　そう言うアイシャに内山田もうなずく。つられて首しゆ肯こうしそうになった広大に、アイシャは厳しい表情で言った。

「私はともかく問題は広大です！　この前のような調子でティセさまとの契けい約やくを守りきれますか!?」

「そ、それは……」

　確かにアイシャが指し摘てきする通りだ。ティルが襲ってきた時もろくに反はん撃げきが出来なかった。ましてや宇宙空間ともなれば、広所恐きよう怖ふ症しようの広大はまともに行動することも出来ない。

「特訓ね！」

　広大の眼前にピシッと伸ばした人差し指を突つきつけて恵子が言った。

「こういう時は特訓しかないわよ！」

「そうですわね。いささか付け焼やき刃ばですが、何もしないよりはましでしょう」

　珍めずらしくアイシャも恵子と同意見のようだ。

「ちょ、ちょっと待て。特訓って役に立つのかよ!?」

　反論しようとする広大だが、横で聞いていた内山田もけしかける。

「特訓!!　いいねぇ！　汗あせ！　涙なみだ！　友情！　努力！　勝利！」

「先生！」

　妙みような風向きに広大はうろたえるが、すっかり話は特訓で決まってしまっているようだ。調子に乗って恵子も続けて言った。

「そうそう。それで重いコンダラ引いたりしちゃって！」

「重いコンダラ」

　その単語にずっと沈ちん黙もくを守っていたティセが興味を示した。恵子の方へ手を差し出すようにして尋ねる。

「私は重いコンダラというものを知りません」

「コンダラってのは、特訓の必ひつ需じゆ品ひんなのよ！」

「ティセさま、それは別に……」

「そうそう、それは昔のアニメの……」

「まぁまぁ」

　広大とアイシャが正しい説明をしようとするが、内山田はにやにや笑いながらそれを遮さえぎった。

「丸いですか？」

「丸いわよ」

「回りますか？」

「回るわよ」

「ぐるぐるですか？」

「ぐるぐるよ」

　間ま違ちがってはいないが正しくもない、恵子の妙な説明にティセはしばし小首を傾かしげていたが、やがて両手をリズミカルにぱたぱたさせ始めた。

「ぐるぐる、ぐるぐる」

　そして広大の方へ向き直り、片手を差さし伸のべ身を乗り出すようにして言った。

「広大は特訓をするべきです」

「はぁ!?」

　何がどうしてそういう結論になるのか、皆かい目もく見当もつかないがとにかくティセも広大の特訓に同意したようだ。

「ティセさまが同意してくださった以上、私が責任持って広大を鍛きたえて差し上げますわ」

　にっこりと笑うアイシャに広大は背筋が冷たくなるがもはや後に引ける状じよう況きようではない。

「頑がん張ばってください」

　そう言うティセの表情は、少し微笑ほほえんでいるように広大には思えた。







アイキャッチ　２―Ａ





ラヴィー　「それではいよいよ私の登場……、ってまだか!!」

ティセ　　「まだです。まだです。まだまだです」

ラヴィー　「お前にその口調で言われると、無性に腹が立つな……」

広大　　　「この話は二巻と三巻の間だな」

アイシャ　「私が恵子の家にお世話になった直後からですわね」

ラヴィー　「しかしなんだ、さっきから言ってるその二巻とか三巻というのは？」

アイシャ　「ホビージャパンから発売中のＨＪ文庫『グロリアスドーン』の事ですわ。二〇〇七年一二月現在、四巻まで刊行されてます」

広大　　　「ラヴィーは出ていないけど、あっちが本編というわけだな」

ラヴィー　「なんだと！　この私が出ていないのに、なぜあちらが本編なのだ。こちらが、それも私が登場する第三話からが本編に決まっているだろうが！」

広大　　　「いやだってそもそも『グロリアスドーン』てティセの名前だし」

ティセ　　「素晴らしいですね」

ラヴィー　「……そうか、分かった」

恵子　　　「ありゃま、案外あっさり引き下がったわね」

ラヴィー　「それでは本編を『スプレンディッドペンデュラム』に改名すれば良いだけの事だ！」

ティセ　　「駄目です、いけません」

ラヴィー　「何がいけない？　スプレンディッドペンデュラムの方が華麗ではないか！」

ティセ　　「スプレンディッドペンデュラムは具体的に長すぎます。デザイナーさんが困ってしまいます」

ラヴィー　「ううむ、そう来たか！」

恵子　　　「ほら、そういう時はいま流行りの四文字タイトルで行けばいいのよ」

ラヴィー　「四文字？」

恵子　　　「そう、例えば『すぷぺん』……」

広大　　　「そりゃまた微妙すぎるな」

恵子　　　「真ん中をとって『どぺんで』。あ、『れんぺん』もありね」

ティセ　　「それはペンギンみたいで具体的に可愛いですね」

ラヴィー　「可愛くない！」









「特訓しましょう。頑張ってください」（後編）







　おおよその察しはついていた。しかしいきなり正解を引き当てた事には、ティル自身もいささかびっくりしていた。

「……多分、この辺りだとは思っていたけど」

　そうつぶやきながらティルはビルの隙すき間まに身を隠かくす。そんな真ま似ねをしなくても、今のティルは量子ブラインドに包み込まれており、周囲からその姿を見て取る事はできない。相手もｂｉｏビオクラフトならば、量子ブラインドを同調させ不可視効果をキャンセルする事も出来る。しかし周囲に誰かが潜ひそんでいると思わなければ、そんな真似をするはずもない。そして量子ブラインドが展開されているかどうかは、接近しないと分からないのだ。

　そう、普ふ通つうの相手ならばそれで良い。しかしティルは、密かに監かん視ししている相手が、色々な意味であまり普通でない事を知っていた。その相手とはティルの姉、ティセ。審しん判ぱんの四姉妹、刃やいばの次女。壮そう麗れいなる黎れい明めい。グロリアスドーンなのだ。

「お姉ちゃん、勘かんがいいからなぁ」

　ティルはそんな事をつぶやきながら、ビルの陰かげから姉の姿を窺うかがった。やはりティセはアイシャばかりではなく、あの時、一いつ緒しよにいた地球人二人と行動を共にしているようだ。少年の方は広こう大だい、少女の方は恵けい子こと呼んでいた。だがしかし、ティルが気になったのはティセたちが出てきた建物の方だ。

　建物の門からは広大たちと同じ年とし頃ごろの少年少女が通りへと出てくると、思い思いの方向へと散っていく。時刻は夕方。帰宅の途とに就いているのだろう。

　ティセたちが通りの向こうへと見えなくなるのを確認してから、ティルは量子ブラインドを解き、その建物の門の方へと向かう。サテライトのハンマーはそのまま。自分の身体ほどの大きさがある、変わった作りのハンマーを抱かかえて門の方へと小走りに駆かけ寄よるその姿に、周囲を歩いていた少年少女はさすがに驚おどろいた顔をするが、当のティルは目的のものに気を取られ、そんな周囲の状況には気づいていない様子だ。

　門柱の前に来ると背せ伸のびするようにして、そこに刻み込まれた建物の名前を確認する。

「私立しょうぶ沼ぬま高校……」

　日本語は読めるし、その意味も理解できる。それだけに姉のティセと自分が置かれた境きよう遇ぐうの差も認識できるわけで、ティルは思わずむくれた顔になってしまう。

「お姉ちゃん、学校に行ってるんだ。お姉ちゃんだけ、ずるいぃい～～!!」

　駄だ々だをこねるようにハンマーを持ったまま両手をぶるんぶるん振ふり回すティルだが、その時になって、ようやく下校中の生徒たちが自分に奇き異いの視線を送っている事に気づいた。

「ねえ、あの子……」

「うん、一年に外国から転校してきたって子がいるけど」

「親しん戚せきかな？」

　生徒たちは帰宅の足を止め、遠巻きにティルを囲みながら口々にそんな事を話している。自分で量子ブラインドを解除しておきながら、ティセが出てきた学校の方に気を取られていたティルは、周囲の生徒たちへの警けい戒かいを忘れてしまっていたのだ。

「ねえ、お嬢じようちゃん……」

　女子生徒の一人が恐おそる恐る話しかけてきた次の瞬しゆん間かんだ。

「ご、御ご免めんなさい～～っ!!」

　なぜ謝るのか自分でもよく分からないが、反射的にその言葉が口をついて出る。そしてティルは脱だっ兎との勢いで門の前から駆け出すと、周囲の人ひと垣がきを掻き分けてあわてて歩道を横切りビルの間へと飛び込む。何人かの生徒が追いかけてきたようだが、ティルの姿を見失っているらしい。首を傾かしげながらビルの隙間を覗のぞき込んでいる。量子ブラインドを再度、展開したのだから普通の人間は、その内側のティルの姿を見つける事は出来ない。そのままビルの間を通り抜ぬけ、反対側の道路に出たティルは、歩行者を慎しん重ちように避さけながら人気のない駐ちゆう車しや場じように避ひ難なんする。

「お姉ちゃんばっかり、ずるいや……」

　人心ごこ地ちついた瞬間、ティルの口を衝ついて出たのはそんな言葉だった。見上げた夕暮の空には雲が広がり始め、薄うす暗ぐらくなり始めていた。そんな空に向かってティルは叫さけんだ。

「ティルも学校に行きた～～い!!」




「勝手に入って大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「駄だ目めだろう、普通に」

　そう答える広大にアイシャは躊ちゆう躇ちよするが、ここへ案内した恵子は平然とした顔だ。

「どうって事ないわよ。どうせ使ってないんだもの」

「俺、中二の時、兵ひよう衛えたちと入り込んで怒おこられたぜ」

「見つからなきゃ大だい丈じよう夫ぶ♡」

「恵子！」

　しかし恵子はそんな広大とアイシャに構わず、テニスコートの中へと入り込んでいた。ここは広大と恵子の通学路から少し外れた所にある公営のテニスコート。隣となりは公園になっており、子供たちの遊ぶ声が聞こえてくる。しかし柵さくが張はり巡めぐらされたテニスコートは無人。恵子はその柵の扉とびらを開いて勝手に中に入り込んだのだ。公営だけあって、このテニスコートは予あらかじめ区役所で予約しなければ使えない事になっている。使うのは大たい抵てい、大人。だから平日の昼間はほとんど使われない状態だ。恵子が広大の特訓には、ここが良いだろうと案内したのである。

「お父さんが小学生の頃ころには、このテニスコートも向こうの野球場も、予約が入ってない時は子どもでも自由に使えたらしいわよ。グラウンドを整備するって工事が始まったら、柵が出来て子供が自由に入れなくなったって。なんか間ま違ちがってない？」

　扉に鍵かぎがかけられるのは夜間だけ。昼間は鍵が掛かけられていないが、無断で入り込んだりすると、隣にある管理事務所からすぐに職員が飛んで来る。恵子のその説明に、アイシャは複雑な表情で周囲を見回す。がらんとしたテニスコート。そしてその柵の向こうで遊ぶ子供たち。どうみても子供たちが遊んでいる空間の方が狭せまい。

「まぁ、いいでしょう」

　そういうとアイシャは木の陰かげに隠かくれるようにして左手を腰こしの所へと持ってくる。左の手首のあたりに、二等辺三角形を三つ組み合わせたような紋もん章しようが光となって浮うかび上がった。そしてアイシャは少し身体を捻ひねり、右手を左の手首の所へ持ってくると叫ぶ。

「ローチングサテライト、『ノーブルウィンド』!!」

　その動作はあたかも侍さむらいが鞘さやから刀を抜き放つかのようだ。アイシャが右手を振り抜いた瞬間、その手には三本のドリルのような穂ほ先さきを持つサテライトが握にぎられていた。

「量子ブラインド展開。ティセさま、広大、恵子。私の側に来てください」

　アイシャはそう促うながすとテニスコートの中へ入り込んだ。

「恵子は誰か来ないように見ていてください。それから広大、サテライトを」

「うん。あぁ」

　アイシャに促された広大は余り気乗りしないような態度でポケットからｂｉｏカードを取り出す。

「あ～～、やっぱりサテライト呼び出さないと駄目？」

「何を言ってるんですか！　これは広大の為ための特訓なんですよ。先生がおっしゃっていたように、ｂｉｏパートナーに狙ねらわれた時、今の広大ではティセさまとの契けい約やくを守りきれないでしょう!!」

「それは、まぁそうだけど……」

　アイシャがそう叱しつ責せきされても広大は、煮にえきらぬ態度で手の中のｂｉｏカードを弄もてあそんでいるだけだ。そんな広大を察してか、ティセが手を差さし伸のべ身を乗り出すようないつもの仕草で言った。

「コンダラがありませんからね」

　どうやらティセは、恵子にからかわれたとは気づいてないようだ。特訓にはどうしてもコンダラと呼ばれるものが必要だと思い込んでいるらしい。

「いや、コンダラは関係ない」

　頭を振ふり、そう言う広大に、ティセは小首を傾げた。そのティセに、また恵子が何やら吹ふき込む。

「コンダラは明日、王子さま先生が用意してくれるって言ってたでしょ」

　もっとも言っている事は事実だ。昼休み、特訓の話をしていた後、内うち山やま田だは『よし、コンダラならば僕が用意しよう!!』と請うけ合ったのだ。しかし広大はもちろん当の恵子も、さすがの内山田もそこまでしないだろうとは考えていた。

「それは楽しみです」

　しかしティセは、それが内山田の冗じよう談だんだろうと気づいていないようである。

「広大、どうしました？」

　再度、アイシャに促されても広大はまだサテライトを呼び出そうとしない。ｂｉｏカードを持ったまま、空いた方の手で頭を掻きながら言い訳する。

「いやぁ、なんていうかさぁ。この歳としになって、特とく撮さつヒーローの必殺技みたいに、気合い入れて叫さけぶのって何か恥はずかしくないか？」

「別に気合いを入れて叫ばなくてもいいんです!!　普ふ通つうに言って構いません！」

「そうか」

「そうです」

　重ねて言われてようやく広大は観念したようだ。手にしたｂｉｏカードに力を込めて言った。

「え～～と……。ローチングサテライト『グロリアスドーン』」

　気合いの抜ぬけた声でもちゃんとｂｉｏカードは反応してくれる。広大の手の中のｂｉｏカードはパキンという音と共に割れ、代わりに現れた光の中から短たん剣けんのようなサテライトが姿を現す。それを確認してから、アイシャはサテライトを構え直して言った。

「さて、それではこれから特訓に入りますが、まずその前に幾いくつか確認しておきたいことがあります。ＵＮｂＡＲ発行のパンフレットはまだ読んでいませんね？」

「うん、まぁ」

　一応そう確認するアイシャに、広大は少し申し訳なさそうな顔で答えた。アイシャもそんな答えが返ってくるのは承知していたようで、広大に構わずコートの端はしに行き何かを拾ってきた。

「サテライトはパートナーがｂｉｏクラフトを操作する時のツール。そしてホロン体やパートナーの護身用にも使われます。但ただしサテライトで直接、人間を傷つける事は出来ません。サテライトには色々な機能がありますが、例えば……」

　アイシャが拾ってきたのは小石だ。手首を利かせてアイシャはそれを勢いよく広大の方へと放る。ぎょっとして広大が身構えた時だ。その寸前で小石は何か見えない壁かべに衝しよう突とつしたかのようにコートの上へと落ちた。いや、壁というよりはカーテンだろうか。堅かたい障しよう壁へきに衝突して撥はね返るというよりは、分厚いカーテンにぶつかり急速に勢いを失い落ちたような感じだ。

「あらまぁ」

　コートの脇わきにあるベンチで座って特訓の様子を見ていた恵子が驚おどろきの声を上げる。当の広大は何が起きたか分からずにポカンとしているだけだ。

「サテライトを展開すると、一種の防ぼう護ご壁へきが形成されます。地球人は『リメス防壁』と読んでいるようですね」

　そう言うとアイシャは再び小石を投げる。今度は緩ゆるやかな放物線を描えがき、投げるというよりは放ったという感じだ。今さっきの事もあり、広大も今度は身構えようとはしない。しかしそんな広大の意に反して、先程、見えないカーテンがあった辺りを通り抜けた小石は、そのまま広大の横腹に当たって落ちた。

「『リメス』は大きなエネルギーを持った物にしか反応しません。高速で走ってくる自動車や銃じゆう弾だんには反応しますが、歩いている人間、雨あま粒つぶなどは通過します。それと……」

　ザッとアイシャの足がコートを蹴ける音がしたかと思うと、次の瞬しゆん間かん、広大の目の前には三本のドリルのような穂ほ先さきが突つき付けられていた。

「サテライトは『リメス』を突とつ破ぱできます。つまりｂｉｏクラフトやパートナー相手には無意味ということです」

　そう言うとアイシャはまた間合いを広げる。

「量子ブラインドを展開中は、他の人間から見えませんからね。道路に出て自動車に轢ひかれても困りますから、まぁその為ためのものだと思って頂ければ幸いです」

「う、うん……」

　やっとの思いで広大はそうとだけ答えることが出来た。今までは状じよう況きように流されて来た所がある広大だが、ここに来てようやくｂｉｏクラフトが如い何かに地球人の常識からかけ離はなれた存在なのか、思い知らされたような気がした。

「さて、それでは始めますか」

　シュッと空気を切る音を残してアイシャがサテライトを構え直す。それを見て広大は我に返って慌あわててアイシャを制止した。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。その前に一つ質問してもいいか？」

　この期に及およんでそんな事を言い出す広大に、アイシャは少し眉まゆをひそめるが、気を取り直して答える。

「どうぞ。私に答えられる範はん囲いならばお答えします」

「サテライトを破は壊かいされると契けい約やくが解除されるなら、サテライトを出さなければいいんじゃないのか？」

「あ～～っ！　なるほど」

　広大の指し摘てきにポンと手を打ったのは、横で見ていた恵子である。

「言われてみれば、それもそうだわ。サテライトは人間を傷つけられないんだし」

「駄だ目めです」

　恵子の横にちょこんと座ったティセが、手を差し出すようにして言う。

「ｂｉｏカードが破壊されても同じです。ｂｉｏカードはサテライトで破壊できます」

「なるほど、ちゃんと設定があるのね」

「あります、あります。そう言う設定です」

　恵子の冗じよう談だんとは気付かぬようで、ティセは上じよう機き嫌げんで両手をぱたぱたさせている。

「じゃあｂｉｏクラフトを呼んで、逃にげればいいんじゃ……」

「広大！　ティセさまのパートナーがそんな弱気でどうするんですか!!」

　思いきり後ろ向きな発言をする広大を、アイシャはそう叱しっ責せきする。

「大体、町中や屋内で襲おそわれる事も考えられるんですよ。ｂｉｏクラフト形態で入り込める場所ばかりではありません」

「そりゃ、まぁそうだけどな」

　そう答えながら広大は手の中の短たん剣けん型サテライトを弄もてあそぶ。

「でもまぁ、ついでですから一つ補足して説明しておきます。これは広大たちパートナーには直接関係ないのですが……」

　アイシャはそう言うと槍やり型のサテライトを目の前で水平に掲かかげ持つようにする。

「『ノーブルウィンド』オービットモード」

　次の瞬間、槍型のサテライトは光に包まれ姿を消し、代わりに全長四十センチほどのｂｉｏクラフトのミニチュアが現れた。船首のドリルは三本。ｂｉｏクラフト『ノーブルウィンド』の縮小版だ。これがサテライトのもう一つの形態。軌道オービツトモードである。

「オービットモードの役割の一つに、ｂｉｏクラフト形態が展開するだけのスペースが近くに有るかどうかを探るというものがあります」

　アイシャの言葉に合わせて、オービットモードに変形したサテライトは主の周囲を飛び回る。

「オービットモードのサテライトと私たちｂｉｏクラフトは感覚を共有しており、周囲の情報を入手できます。但ただしそれは私たちだけで、パートナーはオービットモードのサテライトは使えません」

「これも飛ばせるのか？」

　広大は手にした短剣型のサテライトを示しながらそう尋たずねる。変形するまでもなく『グロリアスドーン』のサテライトは、最初からその縮小版しか存在しないようだ。しかし広大の問いに答えたのはアイシャではなくティセだった。

「飛ばせます、飛ばせます。飛ばせてみせましょう」

　広大が答える前に短剣型のサテライトは、その手を振ふり切きり、周囲を一回りしてから目の前にピタリと滞たい空くうする。

「ティセさまたち貴族のモードチェンジは、私たち市民とは違ちがうパターンなのですが、まぁそれはいずれという事で」

『ノーブルウィンド』のサテライトは、再び槍型の常備ステーシヨナリーモードに戻もどり、アイシャの手に収まる。

「さぁ、構えてください。広大！」

「う、うん」

　余り気乗りしない様子ながら、広大は目の前に浮うかぶ短剣型をした『グロリアスドーン』のサテライトを手に取る。それを見定めた瞬しゆん間かん、アイシャは叫さけぶ。

「行きます！」

「行きますって、……おい!!」

　広大の踏ふん切ぎりがつくまで待っていたら日が暮れてしまうと思ったのか、アイシャは一方的にサテライトを振りかざして突とつ進しんしてきた。一応は手加減はしてくれているのだろうが、広大は空を切って突つき立たてられるその穂ほ先さきを躱すので精せい一いつ杯ぱいだ。

「相手は待ってくれませんよ!!」

　一呼吸を置いてくれたものの、広大が体勢を立て直すのを見て取った瞬間、再びアイシャはサテライトを振るう。

「頑がん張ばれ～～！」

「頑張ってください」

　傍はたで見ている恵子とティセは気楽にそう声せい援えんを送っているが、当の広大はそれに答えるどころではない。

「ちょ、え……。おい……！」

　あっと言う間にコートの端に追おい詰つめられる。小さい頃ころ、剣けん道どうをかじったことがある広大だが、その程度の経験ではまったくアイシャに歯が立たない事が分かり始めていた。さらに言うなら、アイシャの身のこなしは剣道はもちろん、フェンシングや棒術とも違う、独特なもので、それに困こん惑わくしていたというのもある。

「相手は身体を狙ねらってくることはしません」

　それ以上、広大が後に下がれないのを見て取り、アイシャは再び間合いを広げる。

「目的はあくまでサテライトの破は壊かい。その点が地球人の剣けん術じゆつとは違うところですね。まずそれを頭に入れておいてください」

　アイシャのその言葉に広大はピンと来るものがあった。手にした短剣型のサテライトを身体の後ろに隠かくして言う。

「じゃあ、こうして隠せば……」

　次の瞬間、広大は本気になったアイシャの凄すさまじさを思い知らされた。地を蹴ける音がしたと思ったその瞬間、背中に何かが叩たたきつけられる痛みが走る。空気が押おしのけられて生じた風がその後に遅おくれてやって来た。文字通り目にも止まらぬ早業で、アイシャは広大の真横に飛び込み、サテライトの柄つかでその背を打ったのだ。それほど力を入れていなかったとはいえ、不意を衝かれた事もあり、広大は背中から叩き落おとされたようにしばらくの間、呼吸が出来ないほどだった。

「サテライトで人間は傷つけられないとはいえ、叩けば相応のダメージはあります。なまじ自分のサテライトを隠そうとすれば、相手によっては直接、身体を狙ってきますよ。その覚かく悟ごがあれば、まぁ隠すのも悪くはありませんが……」

　そう言いながらアイシャはまた間合いを広げる。

「それに『リメス』も万能ではありません。密着すれば地球人の武器も使えます。結局、サテライトで身を守るのが一番、安全だと思いますが？」

「了りよう解かい、了解」

　ようやく呼吸を整えながら広大は自分のサテライトを構え直す。

「難なん儀ぎなルールを考えてくれたもんだな。まったく……」

「嫌いやなら、今からでもティセさまとの契けい約やくを破は棄きなされば宜よろしいんです」

　そう答えながらもアイシャは広大の雰ふん囲い気きが少しずつではあるが変わり始めて来たのを感じていた。

　これはひょっとして化ける可能性もあるのか……？

「それは嫌なので、広大は頑張ってください」

　アイシャの予感を察してか、観戦していたティセも広大にそう声をかける。広大は少し照れくさそうにティセの方へと視線を向けると、サテライトを構え直す。

「それじゃ、今度はこっちから……」

「いいでしょう。どこからでもどうぞ」

　そしてアイシャも身構えた。それに合わせて広大もコートを蹴って突進する。アイシャまでの距きよ離りは二メートル強といったところか。一気に間合いを詰める為ため、飛びかかったつもりだが、その結果は広大にとって意外なものに終わった。

「あ、あれ。……え？」

　充じゆう分ぶんに間合いを計って跳とんだつもりだった。しかし実際に跳んだ距離は、広大自身の見積もりよりもはるかに大きかった。アイシャはどうやらその結果を想定していたようで、広大が跳んだその瞬間、サッと体を躱していた。おかげで広大はアイシャの脇わきを飛とび越こえて、勢い余ってコートの上に転がる羽目になった。

「一つ言い忘れていましたが……」

　コートの上に転がった広大を見下ろしながらアイシャは言う。

「サテライトは使用者の運動能力を最適化します」

「運動能力の最適化？」

　強かに打った腰こしをさすりながら広大はおうむ返しに尋たずねる。

「はい。よくスポーツで『肩かたに力が入る』『力が入りすぎて固かたくなる』と言いますが、それは神経や筋肉が緊きん張ちようして思うように動かない状態です。サテライトはその緊張をほぐす事により運動能力を最適化しています」

「へえ……、この振しん動どうしてるのがそうなのか？」

　言われてみれば手にしたサテライトは、低周波マッサージ器のようにかすかに振動している。単なる振動だけでその効果を得ているわけでもないのだろうが、アイシャがうなずくところを見ると、あながち的外れでもあるまい。首しゆ肯こうに続いてアイシャは言った。

「普ふ段だんから鍛きたえている人は無意識のうちに運動能力を最適化しています。逆に言うと最適化の効果は、潜せん在ざい能力があるにも拘かかわらず怠なまけている人の方が大きく出ます」

　そして一つ嘆たん息そくすると付け加える。

「どうやら広大は、最適化の効果が大きく出ているようですね」

「良かったですね、広大」

　ぱたぱたと両手を振ふりながらそう言うティセを横目でちらりと眺ながめて広大は答える。

「いや、別に誉ほめられたわけじゃないと思うんだが」

「今はまだ最適化された能力に振り回されるかと思いますが、慣れてくれば自然と身体で覚えるはずです。それでは本格的に行きますよ」

「本格的にって、おい……！」

　今までは何だったんだよ!!　そうぼやきたくなる広大に構わず、アイシャは再びサテライトをかざして飛びかかってきた。




「お～～、いよいよ特訓らしくなってきたわね」

　コート脇のベンチですっかり観客気分の恵子は、アイシャのサテライトを凌しのぐだけで精せい一いつ杯ぱいの広大を見てそう言った。その隣となりに座っていたティセは、珍めずらしく落ち着かぬ様子で空を見上げている。

「どうしたのよ」

　ようやくその様子に気づいた恵子が尋ねると、ティセはしばしの間、空を見上げてから視線を戻もどして答えた。

「私は雨が嫌きらいです」

「それは今朝も聞いた」

　そう答える恵子をティセは小首を傾かしげて見つめると、また空を見上げる。

「私は具体的に雨が嫌いです」

　恵子もティセの視線を追って空を見上げる。朝には晴れ上がっていたはずだが、日が傾かたむくにつれて雲が多くなり、今ではすぐにでも雨が降り出しそうな気配になっていた。

「これは一雨来そうね」

　そうつぶやく恵子の横で、ティセはまた繰くり返す。

「私は雨が嫌いです」




　天気予報では確かに夕方から雨がぱらつくと言っていた。しかし帰宅するまでは大だい丈じよう夫ぶだろうと思い傘かさは持ってきてなかったのだ。雨は嫌いではない。しかし濡ぬれるのはあまり有り難くはない。いつしか早足になっていた。

　その時だ。彼かの女じよはその違い和わ感かんに気づいた。視界の隅すみに入るテニスコート。平日の夕方だが、天気が悪くなって来ている事もあるのだろう。プレーしている人の姿は見えない。

　そう見えないはずだ。だが彼女はそこに何か違和感を覚えていたのだ。

　それは彼女が初めて『あの子』と出で逢あった時に覚えた感覚によく似ていた。




「そんな事で！　ティセさまとの契けい約やくが守れますか!!　相手はすでに何人ものパートナーを倒たおして来ているんですよ!!」

「分かった、分かったから……!!」

　時折、間合いを広げてくれる事があるものの、アイシャは広大に息も吐つかせぬ勢いで攻せめ込んで来る。防戦一方どころか、完全に弄もてあそばれている状態だ。アイシャはたまに手を休め、わざと広大に反はん撃げきさせる隙すきを作ってくれているのだが、それでもまったく歯が立たない状態である。

「いや、だからさ。こういうのは、もうちょっと基き礎そから……」

「特訓ですから」

　少し引いてアイシャは澄すました顔で言う。

「現実にｂｉｏパートナーが襲おそわれている以上、そんな悠ゆう長ちような事を言っていられません！」

「確かにそうだけど……」

「隙あり！」

　広大が口を開いた瞬しゆん間かん、アイシャはサテライトで突つきを入れる。実際に広大のサテライトを破は壊かいすると、意図的ではないにせよ契約は破は棄きされる事になる。それ故に狙ねらいは外していたが、アイシャのサテライトの切っ先は広大のすぐ目の前を奔はしる。咄とつ嗟さに身を躱そうとした広大の眼鏡がその勢いでずれてしまう。

「話しかけて相手の気を逸そらせるのも手段の一つです。常に警けい戒かいを怠おこたってはいけません！」

「それは分かったから、ちょっとタイム、タイム」

　慌あわてて眼鏡を直そうとする広大だが、アイシャはそれに構わずさらにサテライトを振るう。

「敵は待ってくれません！」

　少し驚おどろかせてやろう。アイシャにそんな気持ちがあったことは否定できない。三本のドリルのようなサテライトの穂ほ先さきを、広大の頬をかすめるように突き立たてる。皮ひ膚ふ一枚裂さけるかどうかという辺りをかすめさせる。瞬しゆん時じに行えば広大は反応できないはずだし、その程度のコントロールをすることくらい、アイシャには朝飯前のはずだった。

　アイシャのサテライトが空気を貫つらぬいた次の瞬間、その目の前に何かが飛び込んで来る。それが何か分からぬうちに反射的に身体の方が反応していた。咄嗟に身を引く。しかしそれはアイシャの黒い髪かみをかすめて行った。そのままでいたら直ちよく撃げきすることは無くても、頬の皮膚一枚を裂くかどうかという位置を通りすぎていったはずだ。

　そう、まさにアイシャの狙った事と同じように。

「……広大？」

　アイシャの顔のすぐ横にあるのは広大が手にしたグロリアスドーンのサテライト。その切っ先だった。

「あぁ、御ご免めん。ちょっと眼鏡がずれて……。ええっと、眼鏡、眼鏡」

「あんたは昭和のマンガか」

　あわてて眼鏡を直す広大に恵子はそうからかうが、アイシャは少し厳しい顔で自分のサテライトを戻もどすだけ。

　読めなかった。避さけるだけで精せい一いつ杯ぱい……。偶ぐう然ぜん？

「今いま更さらですが、広大。一つ確認させてください。これまでに武道や武術の経験はありますか？」

「はい？」

　本当に今更なにを聞くのだと言わんばかりの顔で、広大は眼鏡をかけ直しながら首を傾げる。代わりに答えたのは恵子だった。

「剣けん道どうと柔じゆう道どうをやってたじゃないの。まぁどっちもすぐに投げちゃったけどね」

「それは良くありませんね」

　ティセが不服そうに手をぱたぱたさせながらコメントする。

「なるほど」

　構えを解きながらアイシャは言う。
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「あながちまったくの素人というわけでもないんですね。筋は悪くないと思います」

「へ……？」

　アイシャのその言葉に広大は不思議そうな顔を返す。

「やられっぱなしだったし、最後のだって手加減してくれたんじゃ……」

　そんな広大にアイシャは少し苛いら立だったように付け加える。

「まったくの能無しではないという意味です!!」

　アイシャのその評価に、コート脇わきのベンチで見ていた恵子とティセも広大に声をかけた。

「良かったじゃない」

「良かったですね」

「良かったのか？」

　憮ぶ然ぜんとする広大は、頭に何か冷たいものが落ちてきたのを感じた。アイシャも同じらしい。伸のばした手でそれを受けてから天を仰あおぐ。

「降ってきましたね」

「どうする？　天気予報じゃ夕方に少しぱらつく程度だって話だったけど」

　そう尋たずねる恵子に構わず、アイシャはちらりとティセの方を確認する。ティセは落ち着かぬ様子で空を見上げているところだ。

「まだ時間は早いですが、今日はこの辺にしましょうか」

　アイシャはコートの側にあるベンチに座るティセと恵子の方へ歩み寄りながら言う。

「量子ブラインドを解いて急に姿が現れるのを見られると厄やつ介かいですから、ティセさまたちは管理事務所の陰かげで待っていてください。私が様子を見て誰も居なければ声をかけます」

「慎しん重ちようねえ」

　呆あきれ顔がおの恵子にアイシャはコートの扉とびらを抜ぬけながら答える。

「私たちがｂｉｏクラフトだという事は、しばらく伏ふせておいた方が良いのでしょう？」

　歩み寄ってきた広大と共に、ティセと恵子が管理事務所の陰かげに来たのを確認してからアイシャは自分のサテライトを収容する。

　そして一歩、管理事務所の陰から出た時だ。アイシャはその視線に気づいた。反射的に振ふり返った先にはあの姿があった。

　アイシャがティセを捜さがしてこの近くに来た時、偶然コンビニの前で出で逢あった少女。逢おう瀬せ桜さくら子こと名乗ったあの少女が居たのだ。公園の入り口の所で制服姿の桜子は立ち止まり、じっとアイシャの方を見つめている。偶然アイシャが出てきたのを見つけたという雰ふん囲い気きでもない。アイシャが出てくるのを知っていて、先程からずっと待っていたようにも思える。

　しかしアイシャの姿を認めても桜子は声をかけるでもなく、そして歩み寄ってくるわけでもない。数メートル離はなれた公園の入り口から、手に通学鞄かばんを提さげたままじっと無言でアイシャの方を見つめているだけだ。

　徐じよ々じよに強くなる雨にも桜子は身じろぎもせず、そして表情も変えない。他人の干かん渉しようを拒きよ絶ぜつするかのような冷れい徹てつな表情。その表情のままアイシャを見つめているのだ。

　セーラー服、剣道？　まさか……？

　迂う闊かつだった。最初に自分はこの少女と会っていたではないか。なぜ彼かの女じよが怪あやしいと考えなかったのだ。アイシャは自分を呪のろう一方で、果たしてこの事をティセや広大、そしてＵＮｂＡＲから派は遣けんされたというあの教師に話したものかと思案を巡めぐらせる。

　桜子がトランクルナイトのパートナーであるという確証はない。いまも偶然、アイシャを見つけただけなのかも知れない。それにアイシャとしては、どうやらティセが内山田に警けい戒かい心しんを抱だいているのも気にかかる。

　声をかけたものかどうか。振り返ってティセや広大に知らせたものかどうか。アイシャが逡しゆん巡じゆんしているのを見み透すかしたかのように、桜子は唇くちびるの端はしにわずかな笑みを浮うかべてみせた。それがまたアイシャの神経に障さわる。一歩、公園の入り口の方へ踏ふみ出そうとするアイシャだが、桜子は急に興味を失ってしまったかのように、濡ぬれた黒くろ髪かみを揺ゆらして背を向け、そのまま何事も無かったかのように歩み去ってしまった。

「なにしてるんだよ。雨が強くなってきたぞ」

　待ちきれなくなったのか、管理事務所の陰から出てきた広大がそう声をかけてくる。アイシャが振り返り答える前にティセと恵子も出てきた。広大はアイシャの視線を追いかけ、その先にいるセーラー服姿の少女に気づいたようだ。

「知り合い？」

「いえ」

　頭を振るアイシャだが、やはりその視線の先を追っていた恵子は、ある事に気づいたようだ。

「せんりょう台の制服みたいね」

「せんりょう台？」

「うん。私立の結構、有名な中学」

　その名前に今度は広大が首を傾かしげる。

「せんりょう台？」

　しかしティセは立ち去るセーラー服の少女にもまったく無関心な様子で手をぱたぱたさせながら言った。

「私は雨が嫌きらいです」




「うわぁ♡」

　ティルがくるりと回ると、モスグリーンの制服のスカートがぱぁっと広がる。姿見に映る自分の制服姿に、ティルはすっかりご満まん悦えつの様子だ。

「似合う、似合う。可愛かわいいわよ、ティル」

　スツールに座った静しず花かはすっかり上じよう機き嫌げんのティルに向かって手を叩たたいてみせる。今日は雨が降ってきた事もあり、ティルと静花は上かみ温おん湯ゆ邸ていの部屋で遊んでいた所だ。幸い使用人の村むら井いも所用で出かけており、屋や敷しきの中にティルを連れ込むのも造作はなかった。

　部屋の中に入ったティルは、静花にあるお願いをしたのである。

　静花の学校の制服が着てみたい。ティルが学校に興味を示しているのは静花も承知していたが、今日に限っては妙みようにしつこくせがむものだから、結局は根負けしてしまったのだ。

「こうしてみると、私も静花と同じだね」

　姿見の前で何度もポーズを取りながらティルはそんな事を言う。静花の通う桃ももヶが枝え学園の濃のう緑りよくの制服は、確かにティルのオレンジ色に近い赤い髪かみと妙なくらいよく似合っている。もっとも静花に比べてもティルはやや小こ柄がらだ。サイズはいささか大きめだが、本人はあまり気にかけてはいないようである。

「そうね、ティルも一いつ緒しよに学校へ行けたらいいのに」

　何気なく口にした静花の言葉にティルの表情が曇くもる。

「うん……」

　そして近くのソファに座り込むと、今度は不服そうに頬を膨ふくらませてみせる。

「お姉ちゃんってずるいんだよ。みんなと一緒に学校へ行ってるんだから！」

　ティルのその言葉に静花は首を傾げた。

「でもティルのお姉さんもｂｉｏクラフトでしょ？　それなのに学校へ行けるの？」

「よく分かんないけど、行ってるみたい」

「う～～ん」

　今一つ要領を得ないティルの返答だが、あながち勘違いというわけでもないだろう。しかし静花が調べた限り、ｂｉｏクラフトが一いっ般ぱんの生徒、学生に混じり、地球人の学校へ通うという例はないようだ。

　でも、ｂｉｏクラフトだという事を隠かくしていたら……？　普ふ通つうの転校生としてだったらどうだろう。ＵＮｂＡＲだったらそのくらいの事は出来てもおかしくない。

　もっともそこまで考えを巡めぐらせた所で静花に何かが出来るはずもない。ティルは姉妹たちはもちろん、ＵＮｂＡＲに対しても警けい戒かい心しんがあるようだ。ＵＮｂＡＲにコンタクトするにしても、父にティルと契けい約やくしたことを伏ふせておくわけにも行くまい。

　学校に行きたいというティルの望みを何とか叶かなえてやりたいと思う静花だが、今の自分の力ではどうにもならないのも事実なのだ。

「あ、雨が上がったよ！」

　部屋の窓を開けながらティルが声を上げる。そんなティルに静花は慌あわてた。

「駄だ目めよ、ティル。このお屋敷には警備用のカメラがたくさんあるんだから、もしもティルの姿が映っていたら大変よ」

「あっ、そうだっけ！」

　量子ブラインドを展開していない事を思い出したティルは慌てて窓を閉める。

「じゃあお庭に出ましょうか」

　そう言いながら手を差さし伸のべる静花にティルは少しはにかむようにして尋たずねた。

「ねえ、この制服。もうちょっと着ていちゃ駄目？」

　ティルのその言葉に静花は少し驚おどろいたようだったが、すぐさま笑みと共に答える。

「汚よごしちゃ駄目よ」

「うん！」

　ティルはパッと顔を輝かがやかせてうなずいた。




　桜子が机のパソコンに向かっていると、窓ガラスを叩く音がした。勉強机とベッド。叩かれたのは、どうやらその脇わきにあるアルミサッシのようだ。しかし桜子が頭を巡らせても、アルミサッシのガラスの向こうに人ひと影かげはない。暮れてきた空が見えるだけ。しかし桜子は誰も居ないガラスの向こうへと答える。

「開いてるわよ」

　姿を見せないノックの主は律りち儀ぎにその返答を待っていたようだ。桜子の言葉と同時に、アルミサッシは見えない手でゆっくりと開かれる。そして再び閉じられ、鍵かぎが掛かけられると、ガラス越ごしに見える暮れかけた空から浮うかび上がるようにしてその姿が現れた。

　紫むらさきから藍、濃のう紺こんを経て黒へと沈しずみ込む色合いと、過か剰じようと言えるほどの装そう飾しよくに彩いろどられたゆったりとした服。どこかペルシャ猫ねこを思わせる髪と瞳ひとみ。そして何よりも異様なのは、手にした巨大な鎌。

　静謐なる夜闇トランクルナイト。ティオ・トランクルナイト。そのホロン体だ。

「お帰りなさい」

　ティオの方へ視線を巡らせる事も無く、桜子はそう言った。もっともティオもそんな反応には慣れているようだ。無言で桜子の側に歩み寄ると、その前にあるノートパソコンの液えき晶しよう画面を覗のぞき込む。そこに映る者を確認してからティオは言った。

「確認できたわ。契約しているのはポーン級の『濁った池マツデイポンド』。案の定、いま地球に来ているわ」

「そう……」

　パソコンのモニターを見つめたままの桜子は見た目はさして関心もなさそうにそうつぶやく。モニターに映る男は、口に出すのもはばかれるような犯罪を幾いく度ども犯し、逃とう走そう中にｂｉｏクラフトと接せつ触しよく。契約を交わした後、そのまま宇宙へと逃とう亡ぼうしていたのだ。

　そんな犯罪者であってもやはり家族、肉親は恋こいしいようだ。密かに地球へ帰き還かんして家族と会っているという情報がインターネットで流れていたのである。

　それを知った桜子はティオに、その情報の確認を依い頼らいしていたのだ。

「どうするの、今晩やる？　それとも私の姉たちが気がかりかしら」

　ティオは桜子のベッドに腰こし掛かけると、少しからかうような口調でそう尋ねた。

「行きましょう」

　二つ目の質問には答えずに、桜子はマウスを操作してパソコンの電源を落としながら言った。

「今日は少し面白くない事があったから……」
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　桜子のその答えにやにわにティオは声を上げて笑う。

「あははは、桜子にもそんな事があるんだ」

「あるわよ」

　ティオの方へと振ふり返り、口元に微かすかな笑みを浮かべて桜子はそう答えた。




　携けい帯たい電話で広大に呼び出された恵子は、二階に上がり言われたとおり、物干し台へ繋つながる階段の前に向かう。

「一体……」

　そう言いかけた恵子に向かって、階段の上の方で身を隠すようにしていた広大は、唇くちびるの前で指を立て黙だまってろという仕草をしてみせる。そしてそのまま手招きして恵子を自分の側へと呼び寄せ、声を潜ひそめて言った。

「ティセとアイシャが物干し台で何か話してるんだ。重要な相談らしい。興味あるだろう？」

「盗ぬすみ聞ぎきってわけ？　感心しないわね」

　そうは言ったものの、恵子は即そく座ざに好こう奇き心しんに負けたようだ。大おお空ぞら家の屋根に有る物干し台に繋がる、急な階段の方へ足音を忍しのばせて歩み寄る。広大と恵子はそのまま上にいるティセとアイシャに気づかれぬよう、そっと物干し台を覗き込んだ。二人とも広大たちに背を向ける格好であるが、話している声は聞こえてくる。

「潜せん在ざい能力はそれなりにあるとは思いますが、それを加味しても大空広大の能力はティセさまのパートナーには相応ふさわしくありません」

　出だし抜ぬけにそう言うアイシャの声が飛び込んで来た。あまりのタイミングの良さに二人は慌あわてて階段の下に身を隠かくす。

「……さっそく駄だ目め出しされてるじゃないの！」

　声を潜めてそう言う恵子に、広大はまた黙っていろという仕草で合図する。

「トランクルナイトの件もあります。一いつ旦たん、広大との契けい約やくを解除して、イモータルヌーンと合流されてはいかがですか？」

　イモータルヌーンは広大も知っている。ＵＮｂＡＲのｂｉｏクラフト側代表だ。

「嫌いやです」

　即座にティセがそう答える声が聞こえてきた。

「しかしここでは最悪、広大や恵子、そのご家族にも迷めい惑わくがかかる可能性があります」

「それは注意します」

　広大たちには声しか聞こえてないので、ティセの表情は分からないが、いつものぽやっとした無表情である事は想像に難くない。

「ですが……」

　一時、言葉を切り嘆たん息そくしてからアイシャは話を変えてきた。

「なぜ広大と契約したのですか？　広大でないと駄目なのですか？」

「特に広大でないと駄目な理由はありません」

「……だってさ」

「ま、まぁそうだろうけど……」

　脇わき腹ばらを恵子に突つつかれた広大は、少し拗すねたような顔でそうぼやく。

「では、なぜ……」

　ちらりと覗き込むとティセはアイシャのその言葉に小首を傾かしげているのが分かる。アイシャの方を向いているので、その横顔が見て取れるが、案の定、それはいつも通りのぽやっとした無表情であった。ティセに見つからぬよう、広大は再び頭を引っ込める。

「なぜ……？」

　ティセのそのつぶやきにアイシャは深いため息をついた。

「途と方ほうにくれたお顔をなさらないでください」

　途方にくれた顔！　ティセの途方にくれた顔!!　その言葉が広大と恵子の好奇心を爆ばく発はつさせた。なにしろティセは今までろくに表情らしい表情を見せていない。いつもぽやっとしたつかみ所のない無表情のままなのだ。そのティセの途方にくれた顔！

　広大と恵子は示し合わすまでもなく、競うようにして階段から物干し台を覗のぞき込む。そこにはアイシャの方を見上げるティセの顔があった。だが二人の期待に反して、ティセのその表情には特に違ちがいはない。いつもと同じくぽやっとした無表情である。代わりと言っては何だが、二人を迎むかえたのは呆あきれ顔のアイシャであった。

「広大、恵子！　盗み聞きは感心しませんよ！」

「気づいてたのかよ」

「当たり前です!!」

　唇を尖とがらせて広大は言うが、アイシャは憤ふん然ぜんとしてそう答えた。

「ねぇねぇ、どこが途方にくれた顔なのよ。いつもと変わりないじゃないの」

　物干し台の上をにじり寄るようにしてティセに近づいた恵子は、相変わらずな表情のティセを見ながらアイシャに尋たずねる。聞かれたアイシャは自じ慢まんげな顔で答えた。

「私はティセさまの微び妙みような表情の変化も手に取るように分かるのです」

　しかし当のティセは不思議そうに首を傾げるだけだ。

「途方にくれた顔？」

　そんなティセに向かって、恵子は持っていた携けい帯たい電話に貼られたミラーシールを示す。そこに映る自分の顔を見て、ティセはなぜか楽しそうに両手をぱたぱたさせ始めた。

「途方にくれた顔」

　そんなティセの様子に、恵子は広大とアイシャの方へと振ふり返りながら言った。

「本人がよく分かってないと思うんだけど……」




「丸いですね」

「丸いわね」

　さすがの恵子もいささか呆れ顔がおだ。その恵子とは対照的に、ティセは興味深げにその周囲を回っている。それはまるで小鳥が初めて見る玩具おもちやに関心を示しているかのようだ。ティセはその物体に付いている鉄の棒に手をかけて引っ張ってみるが、残念ながらびくともしない。

「回りません、回りません。残念です」

「王子さま先生～～」

　翌日のしょうぶ沼ぬま高校。放課後になって内山田から呼び出された広大は、狭せまい校庭の片かた隅すみに置かれているそれを見てげんなりとした顔で言った。
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「これは一体なんですか!!」

「コンダラだ！」

　広大にとっては忌いま々いましいくらいの晴れ晴れとした表情で内山田王おう司じは言った。

「それは俗ぞく称しようですわ。正確にはグラウンド整備用ローラーです」

　アイシャの指し摘てきする通りだ。しょうぶ沼高校の校庭に鎮ちん座ざしているのは、グラウンド整備用ローラー。昔のスポ根野球アニメの主題歌の影えい響きようで、その名めい称しようを『コンダラ』と思い込んでしまった人がいるという都市伝説を持つ、あのアイテムだ。

「なんでコンダラがここにあるんですか！　大体うちの学校の校庭はコンクリートでしょ。コンダラなんて必要ない……、ていうか、そもそも無かったじゃないですか!!」

　これまた広大の言うとおりである。しょうぶ沼高校の校庭はコンクリートの上にラバーが張られたもの。その周囲を申し訳程度に土の遊歩道が囲んでいるが、グラウンド整備用ローラーはそこに置かれているのである。

「いやぁ、最近は便利になったねぇ。何でもネット経由でレンタル出来るんだから」

「レンタルしてきたんですか、わざわざ……」

　さわやかな表情でそう言う内山田に広大も返す言葉がない。

「これを引っ張ると回るのですね」

　ティセはローラーに取り付けられたコの字型の鉄棒を握にぎったままでそう尋ねる。

「はい。本来はローラーの重さでグラウンドの凹おう凸とつをならす為ためのものですが、重量があるため引っ張るだけで筋力を鍛きたえる事が出来ます。だから特訓にも使われるのです」

「なるほど」

　アイシャの説明に感心したようにティセは両手をぱたぱたさせる。そしてしばし小首を傾かしげて何事か考え込んでいたようだが、やにわに広大の方へ片手を差さし伸のべるようにして言った。

「それでは広大、特訓の続きです」

「え～～!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げる広大の背中をポンと叩たたき、少し声を潜ひそめて内山田も言った。

「予算はＵＮｂＡＲから出ているんだ。君はｂｉｏクラフトの女王クイーンのパートナーなんだよ。これくらいの苦労は当然だろう？」

　そして再び大きな声で言う。

「さぁ、特訓だ！」

　ティセも広大を急かすように両手をぱたぱたさせる。

「特訓です。広大。ぐるぐる回してください。ぐるぐるです、ぐるぐる」







アイキャッチ　２―Ｂ





ラヴィー　「ううむ、愛称。公式愛称か……」

恵子　　　「まだなんか言ってるし……」

広大　　　「……ひょっとしてうらやましいのか？」

ラヴィー　「な、な、なにを言ってる、眼鏡！　そんな別に、私も何か可愛らしい愛称が欲しいなどとは思ってるわけがないではないか!!」

ティセ　　「思っていないのならば、不要ですね」

ラヴィー　「いや、待て待て待て。どうしてもお前たちが、可愛らしい愛称を付けたくて堪らないというならば、話を聞いてやっても良いぞ。ラヴィーという名が気に入らぬわけではないが、私はこの上なく可愛らしいからな。可愛らしい愛称の百や二百、付けたくなっても当然というわけだ！」

アイシャ　「ベタな天の邪鬼ですわねえ」

ラヴィー　「せめてツンデレと呼べ、ツンデレと」

恵子　　　「いや、だってデレてないし。今更ツンデレもなんだし」

広大　　　「う〜〜ん。ティセがティセ子さんなら、ラヴィーはラヴィ子さんか？」

アイシャ　「広大はセンスが有りませんわねえ」

ティセ　　「でもうさぎのようで可愛いと思います」

広大　　　「ツインテールとか、すぐに構って貰いたがるのは、確かにうさぎっぽいな」

ラヴィー　「ううむ、しかしそのような安直なものではなく、もっと華麗で且つ親しみやすいものでないとなぁ」

恵子　　　「ハムスターは、メジャーなキャラクターの代名詞になっちゃってるしねえ」

ラヴィー　「だからハムスターから離れろと！」

ティセ　　「リス」

ラヴィー　「はい？」

ティセ　　「ラヴィーはリスに似てるような気がします」

恵子　　　「あはははははははははは!!　確かに落ち着きがないのはリスっぽいわね」

ラヴィー　「バカみたいに笑うな、このおっぱい女！」

広大　　　「でもリスは今ひとつ語呂が悪いんだよなあ」

ラヴィー　「ハムスターでもリスでも小動物から離れろと言ってるだろう」

ティセ　　「ではやはりラヴィ子さんですね」









「わ、私は姫だ！　本当だぞ!!」（前編）







　ティセが地球にやって来て二か月余り。本人も周囲もそれなりに学園生活になれてきたようだ。梅雨の晴れ間のその日も、午前中の授業の一時が穏おだやかに流れていた。

　それが降ってきたのは、その直後だったのである。




「でも可愛かわいかったすヨねえ」

　四時限目前の休み時間。下しも条じよう藍あお留るは椅い子すの背もたれによりかかったまま、後の席のティセや恵けい子こたちに向かってそう言う。

「チンチラという猫ねこも可愛かったですが、柴しば犬いぬの子犬も堪たまらない可愛らしさでしたね」

　話す相手に手を差し伸べるようにする何時もの仕草でティセは答えた。

「ありゃティセは犬派っすか？　どっちかというと猫派かと思ったンすけど」

　犬派、猫派という藍留の表現が分からぬようで、小首を傾げるティセに横からアイシャが助け船を出す。

「猫より犬が好きな人を犬派、犬より猫が好きな人を猫派と言うんですよ。ティセさま」

「かわいい動物なら何でも好きですよ」

　そう答えるティセを隣となりから恵子がからかう。

「でもティセ自身が小鳥って感じよね。こうぱたぱた～～って」

　そう言いながら恵子はティセの癖くせの一つである、両手をパタパタさせる動作を真ま似ねしてみせる。

「もう、恵子。ティセさまに失礼ですよ」

　恵子をたしなめるアイシャだが、ティセは特に気にはしてないようだ。

「構いません。恵子。私は小鳥も好きですよ」

　机一つか二つ分ほど離はなれた所から、そんなティセたちのやり取りを見ていた広こう大だいは、周囲に悟さとられぬよう、ホッと安あん堵どの息をついていた。

　なんだかんだ言っても、周囲に溶とけ込んでくれたな……。広大はそんな事を考えていたのだ。四十五億年以上前から存在する宇宙船型生命体ｂｉｏビオクラフト。その中でも貴族と呼ばれる特別な地位にいるのがティセ。そのティセがパートナー契けい約やくを結んだ広大と同じ学校へ通いたいと言ってきた時はどうなる事かと思ったものだが、今のところそれほど大きな問題は起きてないようだ。その後アイシャや、ＵＮｂＡＲから派は遣けんされて来た内うち山やま田だが現れた事も、ティセの存在を目立たぬものにしてくれた。

「なんだ、昨日は動物園にでも行ったのか？」

　広大の机に頬ほお杖づえを突ついたまま、このクラスの委員長でもある後うしろ崎ざき孝たか郎おがそう尋たずねる。委員長ではあるが、金色に染めた髪かみと派手なシャツという孝郎の外見はおよそ優等生とは程遠い。しかし中身はこれでいてなかなか真面目なのだから、どうにもややこしい人間だ。

「いや、ペットショップ。藍留の用事に恵子が付き合って、動物がたくさんいるって言うもんだからティセも行きたがって、そうなるとアイシャも付いていって……」

「お前が荷物持ちってわけだ」

「まぁな」

　孝郎のその言葉に広大はうなずいた。

「そういえば下条の家には犬や猫が合わせて二十匹ひきくらいいるんだったな」

　そう言うのは広大とは小学生の頃ころからの友人、先せん場ば兵ひよう衛え。がっしりした体格で、とても高校一年とは思えない風格を漂ただよわせている。

「あぁ。ペットフード買いに行ったんだけどな。そんだけいるから量も洒落しやれにならないぜ」

　広大はそうぼやいた。代々鳶とび職しよくをやっている藍留の家は、造りは古いもののかなり広い。未いまだに現役の鳶とびである祖父や父、そして兄たちが、作業現場から捨てられている犬や猫を拾ってくるうちに増えてしまったのだという。引き取りたいという人が出てくれば譲ゆずっているのだが、それでもなかなか数が減らないらしい。

「なんだ……」

　孝郎はティセやアイシャたちの方へ視線を送りながら、そしてちょっと意味有りげに間を置いてから続けた。

「俺にひと声かけてくれれば良かったのに」

「いや、いきなり悪いと思って……」

　妙みような孝郎の反応に広大は首を傾かしげたが、それ以上は問うこともしなかった。

「ハロー、エブリバディ！」

　チャイムが鳴ると同時に教室の戸が開かれ、いつものように無む闇やみにテンションの高い声が飛び込んで来た。広大のクラスの担任を務める王子さま先生こと内山田王おう司じである。四時限目は内山田の担当である世界史の授業なのである。彼が密かにＵＮｂＡＲから派遣された職員である事を知っている生徒は、広大と恵子そして二人と契約してるｂｉｏクラフトであるティセとアイシャだけだ。

「いやいや、今日は久々にいい天気だね。こういう日は勉強もはかどるだろう、ははははは!!」

　清せい涼りよう飲料水のＣＭに出演しているタレントを思わせる底そこ抜ぬけの笑顔でそう言う内山田に、広大を始めとする生徒たちは圧あっ倒とうされっぱなしだ。そんな内山田の王子さまパワーに唯ゆい一いつ、対たい抗こうできるのはティセくらいなもの。内山田の王子さまスマイルでの朝の挨あい拶さつにも、ティセは退たい屈くつそうに両手をぱたぱたさせているだけである。

「さて、それじゃ出席を……」

　内山田がそう言いかけた時だ。窓際の席に座っていた広大は、梅雨の晴れ間の陽光が出し抜ぬけに何かで遮さえぎられたのを感じた。一時、誰かがカーテンを閉めたのかと思ったが、その気配はない。窓の方へ振ふり返った広大は、しょうぶ沼ぬま高校の狭せまい校庭に何か巨きよ大だいな物が二本、突き刺ささるさまを目にした。

　次の瞬しゆん間かん、ドンという衝しよう撃げきと共に閉め切られた窓ガラスがビリビリと震ふるえる。広大はその衝撃の中でも反射的に椅い子すから立ち上がり、窓の方へと歩み寄っていった。

　広大たちの教室は一階。校庭に突き刺さったそれは、一階にある教室から見上げるだけでは、全体を確認することは出来ない。校庭にそそり立ったそれは広大にとっては見慣れたものだ。しかし日常の光景の中に突とつ然ぜん、現れるとそれが如い何かに巨大なものなのかよく分かる。もっともこれも同類の中では比ひ較かく的てき小さなもののはずだ。

「……ｂｉｏクラフト!?」

　そうだ。しょうぶ沼高校の校庭に突き刺さっているものは、二隻せきのポーン級ｂｉｏクラフトなのである。目の前にはそのドリル部分しか見えないが、校舎はもちろん周囲にあるマンションよりも巨大なドリルとなれば、ｂｉｏクラフト以外にはあり得ない。校庭に突き刺さった二隻のｂｉｏクラフトはまったく同型というわけではない。一隻は細く長いまるで鉛えん筆ぴつを思わせるもの。もう一隻は全長はそれほどでもないが、幅はばが広くまるで独楽のようだ。

「全員、席に戻もどれ。学校の方から何か指示が出ると思うから、それまで待機していてくれ」

　内山田はあわててそう指示するが、生徒たちはみな窓際に駆かけ寄より、突然、校庭に突き刺さった二隻のｂｉｏクラフトの姿を騒さわぎながら眺ながめている。ｂｉｏクラフトが原則的に人間へ危害を加えないのはすでに常識だ。唐とう突とつな出現に驚おどろきこそすれ、生徒たちは取り立てて恐きよう怖ふ感も持たず、窓に駆け寄り大おお騒さわぎでｂｉｏクラフトを眺めていた。ティセも遅おくれて席を立ち、窓際へと歩み寄るが、いかんせん背が低い。窓際を占せん領りようした生徒たちの後を右往左往しては、不満そうに両手をぱたぱたさせるだけ。

　しかし広大は他の生徒と同じというわけにもいかない。ティセと契けい約やくして以後、色々とｂｉｏクラフト側にも事情が有る事を知ってしまった。さらには桜さくら子ことティオ、そしてＨＥＬＬＯのように、現在の地球人とｂｉｏクラフトの関係に否定的な人々も存在している。それを考えるとクラスメートたちのように、安あん閑かんと眺めているわけにもいかない。

「……広大」

　いつのまにか広大の後に歩み寄っていたアイシャがそっと囁ささやく。

「イモータルヌーンに連れん絡らくを取ってみます。契約を求めて降りてきたにしては二体一いつ緒しよというのは不自然ですし、何か裏があるかもしれません」

「うん、分かった」

　広大がそう返答した時、生徒の誰かが声を上げる。

「おい、ドリルが消えたぞ！」

　その生徒の言う通り、二隻のｂｉｏクラフトは光に包まれ、そして折り紙が畳たたまれていくように小さくなっていく。やがて輝かがやきが収まるとその後から二人、いや三人の人ひと影かげが現れた。

「へえ、あれがｂｉｏクラフトのホロン体ってもの？」

「俺、初めてみたぜ」

　学校が休みの日以外、ほぼ毎日それを見ているという事を知らない生徒の一人がそう言っていた。

「三人？」

　ｂｉｏクラフトは二隻しかいなかった。するともう一人は契約している地球人がｂｉｏクラフトに乗っていたという事なのだろうか。あるいはもう一隻のｂｉｏクラフトが量子ブラインドに隠かくれていたとも推測できる。そう考える広大にまたアイシャが声をひそめて言った。その後ではティセがまだ不満そうに両手をぱたぱたさせている。

「少なくとも私は二体しか確認していません」

　誰もが間近で見るｂｉｏクラフトとそのホロン体に興奮してアイシャの囁きに気を留める事はない。

「するとあの子は地球人なのか？」

　広大は並んだ三人の人影に目をやる。両側に立つ二人は黒いスーツに黒いサングラス。映画やドラマに出てくる黒服の男メンインブラツクそのままの出で立ちだ。ただしｂｉｏクラフトがそうであったように二人の男も対照的な外見。一人は痩そう身しん、もう一人はかなりでっぷりとした体格だ。しかし単にガリガリ、肥満体というわけでもなく、それぞれ軽量級ボクシング選手や、柔じゆう道どうの重量級選手のように、鍛きたえ上げられた肉体を持っているであろう事は遠目にも分かる。

　しかし広大が注目したのは真ん中の一際小さな人影だ。

「うほ、美少女♡」

　誰かがそう声を上げると、一いつ斉せいに窓際に詰つめかけた生徒たち、特に男子が盛り上がる。

　見た目は十二、三歳さいくらいであろうか。珊瑚色コラールピンクをした長い髪かみを側頭部で二つにしばっている。やややせ形のようだが、それなりに均整は取れているスタイルをノースリーブのワンピースが包んでいた。周囲を見回す間、ちらりと広大たちの教室の方へ顔を向けるが、吊つり目という事もあってか表情からは、いささか気の強そうな印象を受ける。

「私はちょっと席を外しますが、ティセさまをお願いしま……」

　そう言って窓際から離はなれようとしたアイシャだが、ふと周囲を見回して見ると、肝かん心じんのティセの姿が教室のどこにもない事に気づいた。

「ティセさま？」

　狼狽うろたえるアイシャに広大も振ふり返る。その時だ。窓から身を乗り出していた藍留が声を上げた。

「あれ？　ティセっちじゃないの」

　広大は藍留のその言葉に、すぐさま前を向く。校庭には二隻のｂｉｏクラフトが開けた穴があり、黒服二人と少女がいるだけ。生徒や教師、学校関係者は、教室の窓や出入り口から突とつ然ぜん、現れたｂｉｏクラフトの様子を窺うかがっている。しかし小こ柄がらな人影がとたとたと、その三人の方へ走り寄っていくのである。銀色のリボンをなびかせて謎なぞの三人組に駆かけ寄よっていくのはティセに間ま違ちがいない。

「ティセ!?」

「ティセさま!!」

　広大とアイシャは同時に声を上げ、そして同時に教室を飛び出していた。

「あぁっ、ちょっと待ってよ!!」

　成り行きを見ていた恵子も慌あわてて二人を追いかける。

「きっとティセさまは、貴族の義務として、あのｂｉｏクラフトの正体を確かめに行ったんですわ」

　教室から廊ろう下かに出て、周囲に人影がなくなったのを確認してアイシャはそう言った。

「いや……、なんか単なる好こう奇き心しんのようにも見えるけどな……」

　思わずそんな本音が口をついて出た広大である。

「もう、待ってよ！」

　後から恵子も追いかけてくるが、さらに内山田も教室から顔を出す。

「おい、待ちたまえ。大おお空ぞらくん！　みんな教室を出るなよ。後崎くん、後は頼たのむ」

　内山田は委員長の孝郎にそう指示すると、広大たちを追いかける。

「大空くん、ちょっと待て。これを持っていけ」

　内山田は足を止めた広大に追いつくと、ポケットから取り出した物を差し出す。

「これは……」

　差し出された物は一見するとただのデジタルオーディオプレイヤー。フラッシュメモリ式の大人の人差し指ほどの大きさをした、どちらかというと安っぽい作りのものだ。しかしメーカーロゴらしきものはなく、小さくＵＮｂＡＲの文字が刻印されているだけだ。

「通信機だ。イヤホンはマイクとスピーカーになってる」

　内山田はそう言うと、周囲を見回し人気がないのを確認すると、さらに用心のためか声を潜ひそめて続けた。

「ＵＮｂＡＲの日本支局に事実関係を照会する。何か分かったら、それで連れん絡らくする。取とり敢あえずティセと一いつ緒しよにあのｂｉｏクラフトと接せつ触しよくしてくれ。ポケットに入れているだけで、スピーカーが会話を拾ってくれるから、こちらにも伝わる」

　早口で内山田はそう言った。そう言われてアイシャも自分がやろうとしていた事を思い出す。

「それでは私もニューヨークのイモータルヌーンに連絡することにします。ティセさまの事は広大に……」

「私が持っていた方が目立たなくていいんじゃないの」

　そう言うなり恵子が横から手を伸のばして、広大が持っていた通信機をつまみ上げる。

「王子さまの話は私から広大に伝えるから。広大がティセに話しかけてる時、イヤホンを付けてるわけにもいかないでしょう」

「まぁ、それもそうだな。じゃッ、そういう事でよろしく!!」

　恵子の提案に一つうなずくと、内山田はわざとらしく敬礼してみせた。




「なんだ。随ずい分ぶんと狭せま苦くるしい所だな」

　珊瑚色の髪をなびかせた少女は、周囲を見回してそう言った。

「はい、この辺は住宅街ですから」

　答えるのは痩そう身しんの男。

「それでここが例の場所なのか？」

「はい、間違い有りません」

　少女の翡ひ翠すいの色をした瞳ひとみを向けられた太った男はそう答えた。

「ふん、冴さえないものだな。まぁ、いい。校庭の穴の始末はちゃんとするよう、財団に言っておけよ」

「御ぎよ意い」

　二人の男は少女の言葉に恭うやうやしく頭を垂れた。

「さて、まずは……」

　そう言いかけて改めて周囲の様子を見回そうとした時だ。少女は校舎の出入り口から、とたとたと小走りにこちらへ駆けてくる小柄な人ひと影かげに気づいた。赤みのかかった金きん髪ぱつを銀色のリボンでまとめたその姿は、言うまでもなくティセである。

　他の生徒や学校関係者は、窓や出入り口から様子を窺っているだけ。突然、現れたｂｉｏクラフトへの興味は尽つきないが、だからといって無防備に近づいてくる人間もいない。その中で真正面から駆け寄ってくるティセの姿は確かに目立つ。むしろ少女の方が意表を衝つかれて当とう惑わくの表情を浮うかべてしまったほどだ。

　黒服の男は慌てて珊さん瑚ご色の髪かみの少女の前に立ちはだかるが、ティセはひょいとそれを避さけてしまう。さらにティセに掴みかかろうとする黒服の男たちに、珊瑚色の髪をした少女は慌てて言った。

「いや、待て。そのままで構わん」

　男たちが手を止めると、ティセも少女の手前数メートルの所で足を止めた。そしてそのまま上半身だけを乗り出すようにして、少女の方へ碧あおい瞳を向ける。あまりにジッと見つめるものだから、珊瑚色の髪をした少女の方が数歩、後あと退ずさってしまう。

　少女の反応にティセは、視線を上に向けて何事か考え込んでいたが、やがて両手をぱたぱたさせると、その周囲を回り始めた。ティセの妙みような反応に少女はビクッとするが、慌あわてて平静を装い言った。

「なんだお前は！」

　しかしティセは少女の背後に回り込み、やはり上半身を乗り出したままでじっと観察している。

「だから！」

　振ふり返ろうとすると、ティセは今度は前に回り込む。そして片手を口元へやり、空いたもう一方の手だけをぱたぱたさせながら、また珊瑚色の髪をした少女をまじまじと見つめた。

「お前は何だと言ってるんだ！　日本語が分からないのか!?」

　少女からさらにそう言われたティセは右を見るが無論、校舎から見ている生徒たち以外、誰も居ない。さらに左を見るが結果は同じ。そして背後を振り返ると、校舎から出てくる広大たちが目に入るが、どうやら少女が言っているのはそちらでもないようだ。

　念のためか上空も見てみる。よいお天気である。

　そしてティセは珊瑚色の髪をした少女の方へと向き直ると、何事か考え込む。

「だから!!」

　珊瑚色の髪をした少女は思わず地じ団だん駄だを踏ふみながら、ティセを指さして声を荒あららげる。

「お前だ、お前！　お前は一体なんなんだ!!」

　その言葉に一つ二つうなずくと、ティセは少女の方へ片手を差し出すようにして言った。

「ティセ」

「……はい？」

　出だし抜ぬけにそう切り出されて少女は翡翠色の目を白黒させる。ティセはそんな少女の反応に不満そうに眉まゆをひそめると、両手をぱたぱたさせながら続けた。

「ティセです。ティセ。ティセ」

「それがお前の名前か？」

「そうです。ティセです。ティセ」

「そ、そうか……」

　少女が納得してくれたと思ったのか、またティセは上半身だけを乗り出すようにして観察を再開する。

「だからお前は何をしている!?」

「観察してます」
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　ティセは観察の姿勢を崩くずさずに答えた。自分の方を無言でジッと見つめるティセに、少女は数歩、後退ってしまう。しかしティセもそれに合わせてじりじりと前進してくるものだから、二人の距きよ離りは開きそうで開きそうにない。

「何をしてるんだ、ティセ」

　一いつ旦たん、追いついたものの、二人の妙な対決に声をかけそびれていた広大だが、ようやく我に返り話しかけた。ティセは広大に振り返ると言った。

「観察してます」

「……観察して何か分かったか？」

　ｂｉｏクラフトのホロン体か、あるいは契けい約やくした地球人のパートナーか。広大が期待していたのはそういう答えだ。しかしティセは広大の予想を、斜ななめ下したに越こえた答えを寄よ越こした。

「この人は変な人ですね」

「……あぁ、そうだな」

　思わずそう答えてしまう広大に、珊さん瑚ご色の髪かみをした少女は地団駄を踏んで声を上げた。

「私のどこが変だというのだ!!」

　そう言う少女の方へ振り返ると、ティセは片手を差さし伸のべるようにして答える。

「色々です。色々、色々」

「おい！」

「まぁ、いきなり空から降ってくるなんて今どきギャルゲーでもそんなベタは展開は無いわよね」

　追いついてきた恵子もそんな事を言う。

「なんだと!!」

「まぁまぁ」

　恵子の方を翡ひ翠すい色の瞳ひとみでキッと睨にらみ付ける少女に広大は慌てて割ってはいる。少女は苛いら立だちを抑おさえきれぬように、エスパドリーユのつま先で校庭を神経質に叩たたいていた。

「メガネ、お前はまともな人間のようだな。一体なんなんだ。この学校は!?」

「いや、学校と言うか、ティセはまだ余り日本に慣れてないから」

　取とり敢あえずティセがｂｉｏクラフトという事は伏ふせておく手はずになっている。それに合わせて広大は答えると、少女の背後に居並ぶ黒服の男と校庭の穴に目をやってから尋たずねる。

「それで、君はｂｉｏクラフトなの？」

　遠回しに尋ねるよりは直ちよく截せつに聞いた方がいいだろうと思った広大だが、少女の方もそれを望んでいたようだ。

　ふふんと鼻で笑いを洩もらし、芝しば居いがかった仕草で珊瑚色の髪をかき上げると言った。

「そうだ。聞いて驚おどろけ。この私はｂｉｏクラフトの姫ひめ、スプレンディッドペンデュラムだ。ラヴィーと呼ぶがよい」

「ｂｉｏクラフトの、姫……？」

　ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムと名乗った珊瑚色の髪をした少女は、恐おそれ入いったかとばかりに腕うで組ぐみをしてみせるが、ティセは不満そうに眉をひそめ両手をぱたぱたさせるだけだった。




「姫……？」

　恵子が服の胸ポケットに忍しのばせておいた通信機からの音声は、内山田が移動した視し聴ちよう覚かく準備室の机の上に置かれた、ごくありふれた格好をした小型ＦＭラジオから聞こえて来る。電波は暗号化されているので、たまたま通信を傍ぼう受じゅした人間がいたとしても内容は分からないはずだ。

「ｂｉｏクラフトには『姫』という呼こ称しようを持つものも、またそのような階層、階級もありません」

　アイシャは首を傾かしげる内山田にそう言う。アイシャも内山田と共に、視聴覚準備室に来ていた。この部屋は事実上、ＵＮｂＡＲ職員としての内山田の執しつ務む室しつになっている。校長といえども内山田に無断で入室することは出来ない。誰にも気づかれずにイモータルヌーンへ連れん絡らくできるうえ、ティセと謎なぞのｂｉｏクラフトとの会話も傍受できる事もあり、アイシャも付いてきたのである。

「しかし彼かの女じよ……。スプレンディッドペンデュラムがそう名乗っているのは確かなようだ」

　内山田は小型ラジオに耳をすませつつ、携けい帯たい電話にＵＮｂＡＲ日本支局の主任が出るのを待っていた。

『ちょうどいい。メガネ。お前に聞きたい事がある』

　ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムと名乗った謎のｂｉｏクラフトがそう言うのが聞こえてくる。

「高たか科しなさん。取り敢えずラヴィーという子の要求に従うよう大空くんに言ってくれ。時間を稼かせぐんだ」

　内山田は小型ラジオの格好をした通信に向かってそう指示を出す。

「イモータルヌーン。お忙いそがしいところ申し訳有りません。実はつい先程、ティセさまと私の通う学校にスプレンディッドペンデュラムと名乗るｂｉｏクラフトが現れまして……」

「あ、主任。実はですねえ。なんかｂｉｏクラフトの姫とかいう女の子が現れまして……。は？　いえ、昼前から呑のんでませんて。マジッすよ」

　アイシャは手首の所に浮うき出たｂｉｏクラフトの紋もん章しようへ、そして内山田は携帯電話に出たＵＮｂＡＲ日本支局の主任へ、それぞれ報告を始めていた。




「この学校は宇宙何とかプランモデル校とかになっているのであろう？」

「宇宙交流プランモデル校でございます。姫さま」

　後ろから痩そう身しんの黒服がそう言う。

「おお、それだ。それ。それで宇宙交流プランモデル校となっているからには、何か特別な設備や授業でも行われているのか？」

「いや、別に」

　広大はラヴィーの言葉に首を振ふる。

「たまにｂｉｏクラフトへの体験搭とう乗じようとか、ｂｉｏパートナーの講演をやってるくらいらしいけど。俺は一年だからそういうのはまだ……」

　特別な生徒は君の前にいるけどな……。広大はその言葉を飲み込みつつ、横に居るティセを一いち瞥べつする。ティセはまたラヴィーの観察に戻もどったようだ。ティセの蒼あおい瞳ひとみにまじまじと見つめられ、ラヴィーはいささか居い心ごこ地ちが悪そうである。その視線を無視したままで広大にまた言った。

「なんだ。つまらん！　宇宙交流プランモデル校というから、わざわざ来てやったのに。あぁ、ついでに紹しよう介かいしておく。後ろの二人、痩やせている方がシンクレイ。太い方がシックロック。二人ともポーン級だ」

「シンクレイでございます。ヴァッチと呼んでください」

「シックロックでございます。ヴィッスと呼んでください」

　ラヴィーの後ろに控ひかえた黒服二人は慇いん懃ぎんに礼をしてそう言った。ラヴィーをはじめとする三人が普ふ通つうに広大と話しているのを見て、校舎内にいた他の生徒たちも好こう奇き心しんを刺し激げきされたようだ。何人かが校庭に出て遠巻きに様子を窺うかがっていた。その中の一人がやにわにラヴィーへ声をかける。

「ねえ、きみ。ｂｉｏクラフトなの？」

　そんな生徒の方へ頭を巡めぐらせてラヴィーは鷹おう揚ように答えた。

「そうだ。私はｂｉｏクラフトの姫ひめ、スプレンディッドペンデュラムだ」

　その答えに生徒がまたざわめく。さすがにみんな姫という単語には弱いようだが、それでも広大には疑問が残る。それに広大の横にいるティセが眉まゆをひそめてせわしなく両手をぱたぱたさせる事により、ラヴィーの今の発言への不快感を表しているのも気になる。

　様子を窺っていた生徒たちの人ひと垣がきがラヴィーへ迫せまってくる前に、広大は慌あわてて割って入り尋たずねる。

「でもｂｉｏクラフトに姫がいるなんて聞いたことないぜ」

　広大のその質問に生徒の間からも同意する言葉が洩もれる。ｂｉｏクラフトは市民と貴族の二階層。さらにそれぞれ四階級、二階級の計六階級に分かれ、それぞれにチェスの駒こまの名が割わり振られている。

「騎士ナイトや女王クイーンがいるのだ。姫がいてもおかしくあるまい」

「いや、それは地球人が勝手にそう呼んでいるだけだし」

「知っている。地球人が勝手にチェスの駒の名を付けただけだろう。そもそもチェスの駒に姫がないのがいけないのだ！　これからチェスの駒に姫を付け加えるべきだな。うん」

「そんな無茶苦茶な……」

　ラヴィーの言い様に呆あきれる広大だが、黙だまっていられなくなったのはティセも同じようである。突とつ然ぜん、横から首を突っ込んで来た。

「駄だ目めです。いけません。姫より女王の方が素晴らしいです」

　ティセ特有の唐とう突とつな物言いにラヴィーは一いつ瞬しゆん、たじろいだもののすぐさま言い返した。

「なにを言っている！　女王よりも姫の方が華か麗れいだ！」

「駄目です。姫より女王の方が素晴らしいです。素晴らしい」

　両手を激しくぱたぱたさせながらそう言うティセに、ラヴィーも地じ団だん駄だ踏ふみながら言い返す。

「姫だ、姫の方が華麗に決まっているではないか!!」

「女王です」

「姫だ！」

「ちょっ、ちょっとティセ。落ち着け、落ち着け」

　無表情で淡たん々たんとした口調なので、慣れていない人間にはよく分からないのだが、広大にはこういうティセは興奮状態にある事を理解していた。ティセの手を引いて慌ててラヴィーの前から退散する。その代わりに周囲にいた生徒たちが一気にラヴィーへと駆かけ寄よっていた。

「ねぇねぇ、誰かと契けい約やくするの？」

「当たり前だ。その為ために来たのだからな！」

「じゃあ、俺はどう？　俺!!」

「契約はもう少し様子を見てからだ。そう急かすな」

　人垣の向こうからラヴィーがそんな事を言っているのが聞いて取れる。姿が見えなくなっても、ティセはラヴィーの声がする方へ上半身を乗り出すようにして、ぶんぶん両手を振ふっていたが、やがてそれにも飽あきたのか、広大の方へ振り返ると何事も無かったかのように言った。

「落ち着きました」

「それは良かったな」

　げんなりした顔でそうぼやく広大に、人垣の方から歩みよって来た恵子が声をかける。

「それでさ……」

　二人に近づくと恵子は声を潜ひそめて続ける。

「アイシャや王子さまがＵＮｂＡＲやイモータルヌーンに問い合わせたけど、やっぱりｂｉｏクラフトに姫なんていないし、今のところスプレンディッドペンデュラムなんて名前に聞き覚えがある人もいないみたいよ」

「そうか」

　広大はそう答えて人垣の向こうにいるラヴィーの方を見やる。

「そもそも本当にあの子ｂｉｏクラフトなの？　アイシャはその辺から疑ってるみたい」

　恵子の言う通りだ。姿を現したｂｉｏクラフトは二隻せき。いずれもポーン級という事で、黒服の男たち二人のｂｉｏクラフト形態なのは間ま違ちがいない。今のところラヴィーこと『スプレンディッドペンデュラム』のｂｉｏクラフト形態は誰も見てないのだ。量子ブラインドに隠かくれていた可能性もあるが、アイシャもそれには気づいてなかったらしい。

「素晴らしい考えがあります」

　やにわにティセが二人に片手を差し出すようにして言った。

「あの人が本当にｂｉｏクラフトかどうかを確かめる方法です。これならすぐに分かります」

「本当か」

「本当です」

　いつも通りの無表情だが、それでも広大にはティセが自信たっぷりで言っているのが分かる。分かることは分かるのだが、それはそれで何か不安を感じるのも事実である。

「じゃあ……」

　広大が言いかけた時だ。一時の沈ちん黙もくを同意と受け止めたのか、やにわにティセはラヴィーの方へと駆け出してしまった。

「おい、ティセ!!」

　慌あわてて広大と恵子はティセを追ってラヴィーを取り囲む人ひと垣がきへと向かった。

「もう！　あの子、こういう時に限って妙みようにすばしっこいのよね」

　恵子がぼやくようにティセは時折、思わぬ敏びん捷しようさを発揮することが有る。今回がその良い例だ。ティセはあっと言う間に人垣を通り抜ぬけてラヴィーの前に出ていた。

「な、なんだ。またお前か……」

　生徒たちの質問に上じよう機き嫌げんで答えていたラヴィーだが、ティセが姿を現すや、数歩後あと退ずさってしまう。どうやらすっかりティセに苦手意識を持ってしまったようだ。そんなラヴィーに身を乗り出し、片手を差し出すいつもの仕草でティセは言った。

「ドリル」

「……は？」

「ドリルです。ドリル。ドリル」

　ポカンとするラヴィーに構わずティセは繰くり返した。

「ドリルは素晴らしいものですよ」

「そ、そうか」

　曖あい昧まいにうなずくラヴィーに、ティセは視線を上へと送り、しばし考え込んだ後に改めて口を開いた。

「ドリルは素晴らしいものですか？」

「え……？」

「ドリルは素晴らしいものだと思いますか？　ドリルです、ドリル」

「あ、あぁ。ドリルか。ドリルだな……」

　ティセの質問の意図が分からぬようでラヴィーは当とう惑わくの表情を浮うかべたままだ。しかし背後に直立不動で並んでいた二人の黒服が先に口を開く。

「ドリル！」

　異口同音にそう叫さけぶものだから、周囲を囲んでいた生徒たちの方がぎょっとして後退ってしまったほどだ。

「ドリルは素晴らしい！　素晴らしいのですよ、姫ひめさま!!」

　感きわまって泣き出さんばかりの勢いで黒服二人はそう言う。ティセもその黒服の反応には満足したようで、ゆったりと両手をぱたぱたさせて言った。

「そうですね。ドリルは素晴らしいものです。具体的に素晴らしい」

　そして改めて答えを促うながすようにラヴィーへと視線を送る。

「ドリル」

「そ、そうだな。素晴らしいぞ、ドリルは！　何しろ回るからな!!」

「そうです、回ります。回ります。ぐるぐるです」

「そうだ！　ぐるぐる回るぞ、そのうえとがってるからな。さらに素晴らしい」

「そうです、素晴らしいのです。何しろ円えん錐すい形けいです。回転運動は美しいのです」

　両手をぱたぱたさせしばしドリルの有り様を賞賛していたティセだが、そのうちハッとして我に返ると周囲を見回し広大たちを目に止め、そのままラヴィーに背を向けてかけ去ってしまう。

「な、なんなのだ。あれは……」

　呆あつ気けに取られたラヴィーの言葉にも反応する事なく、ティセは一目散に広大と恵子のもとへ駆かけ寄よっていた。

「広大、私はラヴィーはｂｉｏクラフトでないと思います」

「ほお……、なんで？」

　自分の方へ片手を差さし伸のべてそう言うティセに、ある程度は答えの予想はついているとはいえ広大は念ねんの為ためにそう尋たずねた。

「ドリルの素晴らしさを理解しているようには思えません。ｂｉｏクラフトならドリルの素晴らしさは即そく座ざに賞賛するべきです」

「そうなのか……」

「そうです」

「なんか怪あやしげな宗教みたいねえ」

　恵子が呆あきれるが広大も本音はそう言いたいところだ。その時だ。生徒たちがざわつく。広大が頭を巡めぐらせると、校門から見慣れないクルマが入ってくるところだ。いつのまにか校門の所には警官が警備を固め、そして上空にはヘリコプターが飛んでいた。

「やぁやぁ、問題はないかな。大空くん」

　背後からそう声をかけてきたのは内山田。アイシャも一いつ緒しよに校舎から出てきたところだ。広大たちに近づくと内山田は声を潜ひそめて言った。

「ＵＮｂＡＲから手をまわして、マスコミが入らないよう学校の周囲の警備を固めてもらった。あのクルマはＵＮｂＡＲ日本支局の人だ。この前学校のすぐ近くに事務所を用意したばかりだけど、いいタイミングだった」

　上空を飛んでいるのはマスコミの取材ヘリのようだ。大方、生徒たちの誰かが携けい帯たいかメールで連れん絡らくしたのだろう。昼のニュース番組直前の時間帯ということもあってか、すぐに取しゆ材ざい陣じんを回したようだが、幸いしょうぶ沼ぬま高校のすぐ近くには警察署が有る。校門を警備する警察官たちの向こうにはマスコミのクルマらしき物も見えていた。

「生徒のプライバシーも有るからね」

　内山田はぬけぬけとそういうが、実際にはティセの姿を公にするのはまだ控ひかえたいという事情からだろう。

「スプレンディッドペンデュラムについては、イモータルヌーンも知らないそうです。他のｂｉｏクラフトにも照会してますが、今のところ該がい当とう者しやはないようです」

　ティセにそう言ってからアイシャは改めてラヴィーたちの方へ視線を向けて続けた。

「でもシンクレイ、シックロックというポーン級については、存在が確認されています。あの二人についてはｂｉｏクラフトなのは間ま違ちがいないですね」

「するとラヴィーはｂｉｏクラフトじゃないのか」

　広大がそう言った時、校門のすぐ内側で止まったクルマから壮そう年ねんの男性が姿を現す。その男性は警備の警官と共にまっすぐにラヴィーたちの方へ歩み寄っていく。広大たちも内山田に視線で促され、ラヴィーたちの方へ駆け寄る。

「私、ＵＮｂＡＲ日本支局の渋しぶ沢さわ孝こう作さくといいます。青少年宇宙交流プランの運営を担当しております」

「おお、よく来たな」

　相変わらずの態度でそう言うラヴィーに、渋沢と名乗ったＵＮｂＡＲ職員は丁てい寧ねいな物もの腰ごしで名めい刺しを渡わたす。

「それではスプレンディッドペンデュラム。ＵＮｂＡＲの総意を伝えます」

「総意？」

「はい、これはイモータルヌーンのご意見と考えてくださって構いません」

　一つ咳せき払ばらいをしてから渋沢は言った。

「ｂｉｏクラフトには姫ひめなる存在は無い。またスプレンディッドペンデュラムなるｂｉｏクラフトの存在も確認できない。よってスプレンディッドペンデュラムをｂｉｏクラフトとは認定できない。これがＵＮｂＡＲの意見でございます」

「な、なんだと!!　それはどういう事だ!!　イモータルヌーンがそう言ったのか!!　すぐにイモータルヌーンを呼べ、今すぐここへだ!!」

　地じ団だん駄だを踏ふみながらそう言うラヴィーだが、渋沢は平然として答える。

「残念ながらイモータルヌーンは多た忙ぼうでございます。ニューヨークの国連本部もしくはＵＮｂＡＲ本部のあるメガラニカ諸島共和国首都ボニン市に来てくだされば、お話に応じるとの事です」

「何を言ってる、私は姫だ。姫だぞ!!　イモータルヌーンの方から来るのが道理ではないか!!」

「それでは私はこれで失礼します。何かありましたら、今も言った通りイモータルヌーンへ直接、お話しください」

　地団駄を踏むラヴィーに構わず、渋沢はクルマに戻もどるとそのまま学校を出ていってしまった。同時にマスコミへ通達も有ったのだろう。上空にいたマスコミのヘリも移動を始めていた。生徒たちの間からもため息が漏もれ、三々五々校舎へ戻り始める。

「ちょ、ちょっと待て！　私はｂｉｏクラフトの姫だ！　本当だぞ、本当!!」

　ラヴィーは慌あわてて生徒たちを引き留めようとするが、そもそも熱しやすく冷めやすい年代。すっかりラヴィーに興味を失ってしまっているようだ。いつのまにかラヴィーの側には広大たちしか残ってない状態になっていた。

「私はｂｉｏクラフトだと言ってるだろう。そ、そうだ。そこのメガネ！」

　やにわにラヴィーは広大の方を指さしていった。

「私と契けい約やくしろ！　そうすれば私がｂｉｏクラフトだという事が証明できる!!」

「へ、俺？　契約？」

　唐とう突とつな指名に広大は開いた口がふさがらない。それに契約しろと言っても広大はすでにティセと契約している。ｂｉｏクラフトと人間の契約は一対一。複数のｂｉｏクラフトとの契約は認められない。よしんば広大がティセとの契約を解除しても、新たに別の契約を結ぶことは出来ないのだ。しかしティセの存在、女王と呼ばれる階級のｂｉｏクラフトがすでに地球人と契約しているという事実は、当面の間、伏ふせておくということでＵＮｂＡＲとも話がついている。広大としても周囲にまだ生徒たちの目がある中で、ティセと契約している事をラヴィーに明かす訳にもいかない。

「いや、俺は。ちょっと……」

　どう断ったらいいものかと思案を巡めぐらせる広大の前にやにわにティセが立つ。

「駄だ目めです」

　両手を激しくぱたぱたさせながらティセは言った。

「広大は駄目です」

　ティセが契約のことを口にしてしまわないかとはらはらする広大だが、ラヴィーはむしろ別の所にかみついてきた。

「なんだ、お前はさっきから！　どうしてそんなに私に突つっかかる!!」

　どうやらラヴィーは広大が契約できない理由よりも、ティセの態度に対する反感の方が強つよいようだ。

「とにかく駄目です。駄目駄目です」

「うるさい！　私はそいつと契約する！　退け！」

「嫌いやです」

「……初めて見た時から気にくわないと思っていたが、どうやらお前とはとことん相性が悪いようだな」

「それに関しては同感です」

　そして両手をぱたぱたさせるティセと、地団駄を踏むラヴィーは無言で睨にらみ合う。

「うわ、いよいよ竜りゆう虎こ対決って感じね」

　そういう恵子に広大は呆あきれる。

「そうか？　なんか……、俺にはセキセイインコとジャンガリアンハムスターが威い嚇かくしあってるようにしか見えないけどな」

「あははははははははははははははははは!!」

　広大のその比ひ喩ゆがよほど受けたのか、恵子は腹を抱かかえて大だい爆ばく笑しようする。その後では内山田はもちろん、アイシャも笑いを堪たえているほどだ。

「そういえば確かに二人の背後に、セキセイインコとジャンガリアンハムスターの闘気が見えるわね！」

「見えねえよ、そんなの！　っていうか見るな！」

「闘気の一つも見えないと学園異能物の主人公になった時に困るじゃないの」

　ティセとラヴィーはそんな事を言っている広大たちの方へ振ふり返る。

「セキセイインコ」

「ジャンガリアンハムスター!?」

　ティセとラヴィーは口々にそうつぶやいてから改めて広大に尋たずねる。

「広大はセキセイインコとジャンガリアンハムスターのどちらが可愛かわいいと思いますか？」

「……はい？」

「ジャンガリアンハムスターの方が可愛いな。な、そうだろう!!　メガネ!!」

「そんな事はありません。ジャンガリアンハムスターは可愛いですが、セキセイインコの可愛さには敵いません」

「お互たがいどっちがセキセイインコで、どっちがジャンガリアンハムスターなのか自覚はあるのね」

　言い争う二人に笑いながら恵子は言った。

「いやまぁ、どちらが可愛いというか。セキセイインコとジャンガリアンハムスターにはそれぞれの可愛さがあるというか……」

「うわ、ヘタレ」

「私は断然セキセイインコですわね」

　何とかごまかそうとする広大だが、すっかり観客気分の恵子とアイシャはそんな事を言い合っている。

「大体なんだ、お前は！　そのメガネとどういう関係だ!!」

　ティセの方へ向き直ってそう言うラヴィーに、横で見ていた恵子が口を挟はさむ。

「一いつ緒しよに暮らしているのよねえ。広大とティセは」

「ちょっと、恵子。そんな誤解を招く言い方は……」

　アイシャが慌あわててたしなめるが、ラヴィーは思いきり誤解してくれたようだ。

「な、なにぃ！　高校生のうちから同どう棲せいだと!!　お前……、メガネ……」

「いや……、自己紹しよう介かいする間がなかったけど。俺、大空広大という名前だから」

　しかし広大の自己紹介もラヴィーの耳には届いてないようだ。

「お前、こんな貧相なボディが好みなのか!!」

「人の話を聞け!!」

　ティセは一時、何事か考え込み、そして自分の身体へと視線を落としてラヴィーの言わんとする事に思い至ると、改めて両手を激しくパタパタさせて怒おこりを表す。

「ふふふ……、しかし貧相なボディでは私も負けてはおらんぞ！　見ろ、このシンプルかつメリハリのないスタイルを!!」

　ひきつった笑顔でぎこちないセクシーポーズを取るラヴィーに恵子は言う。

「別に血けつ涙るい隠かくしながら言う事でもないでしょ。それにね……♡」
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　そう言いながら恵子は広大の手を取り、背中に胸を押おし当あてながら言った。

「広大はね、おっぱい星人なのよ。胸が大きい方が好みなの♡」

「ちょ、ちょっと恵子。当たってる、当たってる。なんか当たってるって!!」

「当ててやってるのよ、有り難く思いなさい!!」

　そんな恵子とのやり取りを見ていたティセは、やにわに空いていた広大の片手を取り、しっかりと抱だきついてきた。

「え……、ティセ？」

　当とう惑わくした広大がそう言ってもティセは離はなれる様子が無い。代わりに背後から怒ど気きを通とおり越こし、殺意すら感じるアイシャの声が聞こえてきた。

「両手に花ですわね。広大……」

　この後のアイシャの仕打ちを考えると、両手に花＋前門のジャンガリアンハムスター、後門の狼おおかみという状態を連想せざるを得ない。

　そんなすっかり詰つんだも同然の広大を睨にらみ付けていたラヴィーだが、やにわに数歩、歩み寄ってくる。そして無言で広大の方へ手を差し出してみせた。しかしラヴィーの手を取ろうにも広大は両手がふさがっている。

　その時だ。ラヴィーが意外な反応を見せた。翡ひ翠すいの色をした双そう眸ぼうからやにわに涙なみだが溢あふれ始めたのだ。

「ラヴィー？」

　戸と惑まどう広大の目の前でラヴィーは少ししゃくり上げると、やにわにきびすを返して校門の方へと泣きながら駆かけ出し始めた。

「うわあああ～～ん!!」

「あらら、泣いちゃった」

　他人事のようにそう言う恵子の言葉が耳に入ったのか、ラヴィーは一度、途と中ちゆうで振り返ると声を上げる。

「これで勝かったと思うなよ～～!!」

「待ってください、姫ひめさま!!」

「姫さま、お待ちください!!」

　二人の黒服も慌ててラヴィーを追いかける。校門の所で二人が追いつくのを待っていたラヴィーは、改めて広大たちの方へ振ふり返るやいきなりアカンベをしてみせる。泣いていたのが芝しば居いなのか、本気だったのか、今一つよく分からない表情だ。

「覚えてろ～～!!」

　そう言い残すとラヴィーは黒服二人を伴ともない校門から外へと駆け出してしまった。

「ラヴィー……」

　そうつぶやく広大が気がつくと、いつのまにかティセと恵子は腕うでを離していた。こうなると後門の狼だけが残ることになる。

「お腹が空きましたね、恵子」

「そういえばもうお昼休みよね。時間的には」

　そんな事をいいながら校舎に戻もどるティセと恵子に代わり、アイシャは広大の背後から言った。

「……今日は特訓メニュー追加ですわね。広大」







アイキャッチ　３―Ａ





ラヴィー　「来た来た来た〜〜！　いよいよ、この私、ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムが降臨する時が来たのだ!!　これから私の華麗なる活躍が始まるのだ。皆の者、刮目してみるが良い!!」

アイシャ　「駅前で十円まんじゅう買ってきましたが、皆さん食べますか？」

ティセ　　「食べます」

広大　　　「それじゃ俺、お茶淹れるわ」

恵子　　　「私は冷たい麦茶の方がいいわね」

ラヴィー　「何を和んでいる、お前たち！　これからが本番なのだ。もうちょっとしゃきっとせんか!!」

恵子　　　「いや、だってあんた本編に関係ないし」

ラヴィー　「だから、これからが本編だと言っているだろうが!!」

ティセ　　「分かりました。それではしゃきっとしたいと思います」

ラヴィー　「そ、そうか。お前はなかなか話のわかる所があるな。セキセイインコ」

ティセ　　「（ぱたぱた←取り敢えず不快感を表現してみる）それはともかく、ラヴィーもしゃきっとして十円まんじゅうとお茶を飲むべきです」

ラヴィー　「しゃきっとしてお茶を飲むのか!!」

ティセ　　「はい、飲みます。飲みます。この上なく飲みます。十円まんじゅうだけではなく、塩大福やみたらし団子もあります。どれも大変おいしいものです」

ラヴィー　「う、うむ……」

ティセ　　「ただおいしいだけではありませんよ。おいしいうえに丸いのです」

ラヴィー　「丸いのか」

ティセ　　「はい。十円まんじゅうも塩大福も丸いものなのです。素晴らしいですね」

ラヴィー　「ううむ、そうか。そこまで言うのならば、一緒に食べてやらん事もないぞ」

恵子　　　「素直に一緒に食べたいって言えばいいじゃないの」

ラヴィー　「バ、バカ！　この私がそんな十円まんじゅうなど……」

ティセ　　「おいしいですよ？」

ラヴィー　「ま、まぁ、ここは愛玩鳥類に免じて付き合ってやる。おい、眼鏡。私はほうじ茶だ。茶葉は国産に限るぞ！」

広大　　　「はいはい」









「わ、私は姫だ！　本当だぞ!!」（後編）







「蒸してきたわねぇ」

　恵けい子こは空を見上げながら、カットソーシャツの襟えり元もとに指を引ひっ掛かけぱたぱたさせて空気を送り込もうとする。しかしそれも無む駄だな試みのようだ。午後から空に雲がかかり、下校時には急速に湿しつ度どが上がってきた。朝から昼までは覗のぞいていた梅雨の晴れ間が嘘のようだ。ティセも何やら落ち着かぬ様子で、先程から髪かみを気にしている。

「髪の毛がベタベタします。ベタベタです、ベタベタ。泣きそうです」

　片手で通学鞄かばんを胸の前で抱かかえたティセは、空いた方の手で赤みのかかった金色の髪をいじりながら眉まゆをひそめている。綿わた菓が子しのように繊せん細さいなティセの髪だが、それだけ余計に空気中の水分には敏びん感かんに反応してしまうらしい。

「早く帰ってシャワーが浴びたいです。お風ふ呂ろならばなおさら素晴らしいです」

「そうですね。早く帰りましょう」

　ティセからそう言われたアイシャは肯うなずき返してから、背後の広こう大だいの方へ向き直る。

「広大……」

　三人と一いつ緒しよに校舎を出た広大だが、校庭に穿うがたれた二つの大きな穴の所で立ち止まっていた。今日の午前中突とつ然ぜん、現れた二隻せきのポーン級ｂｉｏビオクラフトが開けた穴だ。今ではその穴の周囲に柵さくが張はり巡めぐらされ、すでに何台かの重機が入り校庭の修しゆう繕ぜん準備を始めている。

「気になりますね」

　とたとたと広大の横に来たティセがそう言った。

「そうだな」

「いくら何でも対応が早すぎるわよねぇ」

　恵子も広大の言葉に肯いた。

「ペンデュラム財団ですか……」

　アイシャのそのつぶやきに、広大は帰り際、内うち山やま田だから聞いた話を思い起こした。

　ｂｉｏクラフトの姫と名乗る少女ラヴィー・スプレンディッドペンデュラム。今日の昼前、文字通り空から降ってきたラヴィーは一ひと頻しきり学校を騒さわがせてからお供の二人のｂｉｏクラフトと共にどこへともなく去っていった。その直後、学校側にペンデュラム財団なる組織から連れん絡らくがあり、今回のラヴィーに関する一件を陳ちん謝しやすると共に校庭の修繕に関する費用と手配を全て賄まかなうと言ってきたのである。学校側が対応を決めかねているうちに、工事の手配は行われたらしく、昼休みが終わる頃ころにはすでに重機を積んだトラックが校門を潜くぐっていたのだ。ペンデュラム財団は他に何か無理難題を言ってきたようだが、内山田はそれに関しては詳くわしく教えてくれなかった。

　ＵＮｂＡＲに確認したところペンデュラム財団は、今世紀初めからｂｉｏパートナーへの資金提供を始めた組織で、何人もの資産家から経済的支し援えんを受けているらしい。もっともＵＮｂＡＲが把は握あくしているのは今のところその程度。ｂｉｏパートナーを支援している組織は枚挙に暇いとまがなく、ペンデュラム財団が特別なものという認識もなかった。その名めい称しようからしてラヴィー、即すなわちｂｉｏクラフト『スプレンディッドペンデュラム』と何か関係ある事は推測できるが、それ以上は皆かい目もく見当がつかない。第一、ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムが本当にｂｉｏクラフトなのかどうかも分からないのである。

「まずはラヴィーが本当にｂｉｏクラフトかどうかを確かめないとなぁ……」

　広大のつぶやきは、帰り際に内山田が口にした言葉と同じだった。そのつぶやきを聞いたアイシャは素早く周囲に目をやり、自分たちに関心を寄せている人間がいない事を確認してから言った。

「あの二人の一本衝角ポーン。シックロックとシンクレイについては、ｂｉｏクラフトだというのは間ま違ちがいないのですが……」

　ラヴィーのお供で現れた二人の黒服に関しては、ｂｉｏクラフトだという確認はとれている。

「なんか簡単にｂｉｏクラフトかどうか調べる方法はないの？」

　恵子がそう言うと、待ってましたとばかりにティセが片手を差し上げて答えた。

「ドリルを賞賛します」

「駄だ目めだったじゃない」

　即そく座ざに恵子からそう反論されてティセは不満げに手をぱたぱたさせるが、現にラヴィーにドリルの話を振ふっても確定できなかったのだから仕方がない。

「あとは量子ブラインドでしょうか」

　アイシャが声を潜ひそめたままで言った。

「ｂｉｏクラフトなら量子ブラインドを展開、同調させる事が出来ます。量子ブラインドに身を隠かくして近づき、ラヴィーが気がつくかどうか……」

「駄目だ、駄目。それだとティセやアイシャがｂｉｏクラフトだとばれてしまう」

　広大は校門へ歩き出しながら頭を振った。アイシャは広大を追いながら付け加える。

「一応、策はありますが……。でもあの黒服ポーン二人が側にいる限り駄目ですね。先に彼らに発見されてしまいます」

「素晴らしい考えがあります」

　恵子と一緒にとたとたと広大とアイシャを追いかけて来たティセがそう言った。

「ドリルは駄目だぞ」

　そう言う広大にティセは一時、不満げに眉まゆをひそめたものの、すぐに気を取り直して、片手を差さし伸のべるようにする何い時つもの仕草で言った。

「紋もん章しよう」

「紋章？」

　ティセの言った言葉の意味が分からず、広大と恵子は顔を見合わせるが、アイシャはすぐさまその意図を察した。

「さすがです、ティセさま！　確かに紋章を確認するという手がありました！」

　足を止め怪け訝げんな視線を向ける広大と恵子に、アイシャは自分の左の手首を見せる。そこに光が現れたかと思うと、次の瞬しゆん間かんにはドリルを思わせる二等辺三角形を三つ、組み合わせた紋章が浮うかび上がった。

「これがｂｉｏクラフトの紋章です。いわば身分証明書ですね。ｂｉｏクラフト形態の展開や、ホロン体で他のｂｉｏクラフトと連絡を取る時にはこの紋章を使います」

　アイシャはそう言った。ＵＮｂＡＲのパンフレットにもその説明があったはずだが、自分には余り関係ない話と思い、広大も恵子も詳しい内容はすっかり忘れていた。

「ラヴィーをあの黒服から引き離はなし、他のｂｉｏクラフトと連れん絡らくせざるを得ない状じよう況きように追い込めば紋章を使うはずです。本当にｂｉｏクラフトならばですが」

「でもその紋章は普ふ段だんは見えないんでしょ？」

「はい」

　アイシャは恵子の問いに自らの手首に浮かび上がった紋章を消してみせる。

「個人によって紋章のある場所はまちまちですが、大体上半身のどこかにあります。私は手首。ティセさまは胸元。ｂｉｏクラフトによっては二にの腕うでや肩かたにあることもあります」

「しかしあの黒服二人をラヴィーから引き離すのは難しそうだな。それに紋章を使わなくても、携けい帯たいとか持っててもおかしくないし」

「ぷるぷるしますからね」

「いや、ぷるぷるは関係ない」

　即座に広大から否定され、ティセは少し眉をひそめて不満そうに手をぱたぱたさせる。

「じゃあまずは条件を整理しましょう」

　恵子は右手の人差し指を一本立てながら言った。

「つまりラヴィーを黒服二人から引き離し、最低限上半身だけでも裸はだかにする。携帯を取り上げる事を考えると全ぜん裸らがベスト。そして助けを呼ばざるを得ない状況に持っていく……」

「………………」

「………………」

　恵子がまとめた条件に広大とアイシャはげんなりとした顔を無言で見合わせる。ティセは怪あやしくなり始めた空の様子に、また髪かみの毛を気にしているようだ。

「なによ……！」

　二人の様子に恵子は少し憮ぶ然ぜんとする。

「それ……、犯罪じゃねぇか？」

「犯罪ですわ、あからさまに犯罪ですわね」

「犯罪は感心しませんね」

　ティセも片手を差し伸べるようにしてそう言った。その時だ。広大の耳にある単語が飛び込んで来た。

「ｂｉｏクラフト!?」

　今までの会話を誰かに立ち聞きされていたのかと肝きもを冷やした広大は、慌あわてて声がした方へ向き直る。そこにいたのは上級生の女の子数人。携帯を手にして騒さわいでいる所を見ると、今の話が聞かれたわけではないようだ。

「え、なになに。学校の前の、あのマンション？」

「さっきのｂｉｏクラフトの女の子が来てるの？　マジ？」

　女子生徒たちは携帯の画面を見ながらそんな事を言い合い、そして歩を早めて校門の方へと向かって行く。どうやらラヴィーの事のようだ。

「帰ったんじゃなかったのかよ」

　捨て台詞ぜりふを残していたものだから、当分ラヴィーは姿を現さないだろうと思い込んでいた自分の迂う闊かつさを呪のろう広大であった。

「まぁあの後、ｂｉｏクラフトがこの近くから飛び立った気配もありませんでしたし、近くにいてもおかしくはありませんが……。とにかく行ってみましょう」

　そう言うアイシャにティセも答える。

「行きましょう」




　私立しょうぶ沼ぬま高校のすぐ前には、建築途と中ちゆうのマンションが放置されていた。建築中に偽ぎ装そう建築が発覚。工事が中断されていた所でティセとクイックストーンの戦いの場となり完成部分も半はん壊かい。偽装建築が発覚した時点で解体は決定しており、手間が省けたとも言えるが、損害賠ばい償しようなどの手続きもあり、その後もしばらく放置されていたのだ。しかし数日前からだろうか。突とつ然ぜん、解体工事が始まったのである。広大たちが校門から出てみると、そのマンションの前に人だかりができていた。ほとんどはしょうぶ沼高校の生徒のようだが、通行人や近所の人もいるようだ。小走りに工事現場の方へ駆かけていった広大は翩へん翻ぽんと翻ひるがえる横断幕を見て目を丸くした。

「祝ペンデュラム邸てい着ちやつ工こう!?」

　建設用重機が現場へ入る入り口の所へ、そんな文句が書かれた横断幕と共に、見上げる高さに急ごしらえの雛ひな壇だんが設えられている。広大が人だかりを掻かき分わけて前に出ると同時に、雛壇へ小こ柄がらな影かげが駆け上がる。案の定ラヴィーである。ラヴィーは二人の黒服を従え、雛壇から集まった群衆を満足げに見回した。

「いい感じに集まってきたな」

　そう言うとラヴィーは黒服から渡わたされたメガホンを手に喋しやべり始める。

「地球人の諸君！　よく集まってくれた。私はｂｉｏクラフトの姫ひめ、スプレンディッドペンデュラムだ！　親しくラヴィーと呼んでくれても良いぞ!!」

　昼前の一件でラヴィーの事を知っている生徒たちは、その言葉にドッと沸わく。しかし野次馬の通行人や近所の人たちは、少し不安そうな顔でひそひそと話を交わすだけだ。ニュースなどで『自じ称しようｂｉｏクラフトの姫』が現れた事は知っているものの、ラヴィーを見るのは初めてなのだろう。

「私はｂｉｏクラフトの姫として、地球人との共生関係をより発展させるため、この地に居住する事とした。邸てい宅たくは交流館を兼かねるから、気軽に訪ねるがよい!!」

　自称ｂｉｏクラフトの姫の言葉にざわめきが広がる。ｂｉｏクラフトの存在を知っていても、それがすぐ近くに住むと言われれば、やはり不安を感じる人もいるようだ。その時だ。聞き慣れた声が人だかりの後ろの方から聞こえてきた。

「あのさ、ＵＮｂＡＲはｂｉｏクラフトの姫なんていないって声明出したんじゃない？」

　声がした方へ頭を巡めぐらせると、そこにはクラスメートの後うしろ崎ざき孝たか郎おがいた。広大が教室を出る時にはまだ残っていたはずだが、騒ぎを聞きつけて駆けつけてきたようだ。一いつ緒しよに藍あお留るや兵ひよう衛えたち、他のクラスメートの姿も見える。

　孝郎のその問いにラヴィーはメガホンをかなぐり捨てて反論した。

「誰がそんな事を言ってる！　この私自らがｂｉｏクラフトの姫だと言っているであろう！　それが信じられぬのか！」

　小さな身体のどこからそんな大声が出るのか。少なくともメガホンが必要ないのは詰つめかけた人々もよく理解できた。

「私は姫だ！　ｂｉｏクラフトの姫なのだ!!」

　どうやらそれがラヴィーの癖くせのようだ。どんどんと雛壇を何度も踏ふみつけながら声を張り上げる。何しろ一目で急ごしらえと分かる、あり合わせの材木を組んで作った雛壇だ。ラヴィーが地じ団だん駄だを踏む度にぐらぐら揺ゆれる。もっともすぐ近くの真正面からラヴィーを見上げている形の広大には、一つ困った出来事が生じていた。ラヴィーが地団駄を踏む度に、短いスカートが翻るのだ。果して凝ぎよう視ししていいものかどうか。だからといってあからさまに目を逸そらすのも何かに負けたような気がしないでもない。何に負けるのかはよく分からないが、とにかくどうしていいか困こん惑わくするだけの広大の横で声が上がった。

「パンツ見えるわよ」

　恵子である。横を見ると恵子だけではなく、ティセとアイシャもようやく追いついてきたようだ。ラヴィーは恵子の言葉にハッとして我に返るとスカートの裾すそを押おさえて真っ赤な顔で反論する。

「見えてない！」

　雛壇の真正面というのは案外、死角になっているのであろう。ラヴィーはそこでようやく広大たちがいる事に気づいたようだ。

「なんだ淫いん行こうメガネ、来ていたのか」

　ラヴィーのその言葉に詰めかけていた人々の視線が自分に集中するのを感じた広大は慌あわてて弁明する。

「淫行じゃない！　ティセは母さんの仕事の都合で預かってるだけ！　それと恵子は隣となりに住んでるだけだ」

「でもおっぱいは好きよね」

「あぁ、おっぱいは……。って、それは関係ないだろう、恵子!!」

　横から茶々を入れられた広大が文句を言った隙すきにラヴィーが口を開く。

「しかしここへ来たという事は、私と契けい約やくする意志があるという事だな？」

　雛壇から身を乗り出すようにしてそう問うラヴィーに広大は口ごもる。

「いや、契約は駄だ目めだって……」

　ｂｉｏクラフトとの契約は一対一。二重契約は出来ない。さらに一度、契約解除した人間は二度とｂｉｏクラフトと契約する事は出来ない。ティセと契約している広大はどちらにせよラヴィーと契約する事は出来ないのだ。

「駄目です」

　ついと広大の横に来たティセが、ラヴィーの方へ片手を差さし伸のべるようにして言った。

「出たな、手乗り文鳥」

「セキセイインコじゃないの？」

　そう言う恵子にラヴィーは珊さん瑚ご色の髪かみをかき上げて答える。

「愛あい玩がん鳥類には変わりあるまい。別におかめインコでも九官鳥でもいいのだがな」

　そう言うラヴィーをティセは眉まゆを顰ひそめて見守っていたが、やにわに横に立っていたアイシャに手にした鞄かばんを渡わたす。そして両手が空いた後おもむろに激しくその両手をぱたぱたさせるのであった。

「だから威い嚇かくするなって……」

　ティセの様子にげんなりとする広大を雛ひな壇だんから見下ろしてラヴィーは言う。

「まぁ良い。それだけ拒きよ絶ぜつされると逆に興味が出てきた。必ずお前を私のパートナーにしてみせよう。これから時間はたっぷりとあるのだ」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくのラヴィーの態度に広大は嫌いやな予感に襲おそわれた。

「時間はたっぷりとって……」

「そうだ！　私は明日からお前たちの学校、私立しょうぶ沼ぬま高校に転校する事になった!!」

　ラヴィーは勝かち誇ほこるようにそう答えた。広大の嫌な予感は見事に的中してしまった。内山田が言っていた『ペンデュラム財団からの無理難題』とはこの転校の件なのだろう。頭を抱かかえる広大とは対照的に、生徒たちは歓かん声せいを上げて大おお騒さわぎだ。ｂｉｏクラフトの姫ひめという自じ称しようが本当かどうかは分からないが、とにかくラヴィーはユニークな存在には違ちがいない。それが転校してくるというのだから、退たい屈くつな学校生活にも刺し激げきが期待できようものだ。

「うちは高校よ。小学生は小学校へ行きなさい」

　冷めた口調でそう諭さとす恵子にラヴィーは足を踏み鳴ならしながら反論する。

「私は十五歳さいだ！　十五歳!!　それくらい見て分からんのか！」

　そう主張するラヴィーに、ティセは一時、小首を傾かしげてから恵子へ向かって言った。

「とてもそうは見えませんね」

「……あんたもね」

「とにかく、私は明日からしょうぶ沼高校へ転校……」

「残念ながらそれは却きやつ下かだね」

　そこまで言いかけた時、ラヴィーを遮さえぎる声が飛ぶ。

「ラヴィー・スプレンディッドペンデュラム。残念だけど君の転校申しん請せいは却下されたよ」

　ご丁てい寧ねいな事に頭の上で両手を×の字に組みながら歩み寄ってきたのは内山田王おう司じである。長身の内山田は人だかりの中でも頭一つ飛び出して見えるが、もう一人横にいるのは誰なのか分からない。しかし薄うすくなった頭とう髪はつから察するとしょうぶ沼高校の教頭らしい。

「内山田先生の言うとおり、教職員一同と学校側、そして文科省とも協議した所、やはりこの転校の申請は承認できないという事になりまして……」

　顔は見えないが声からすると確かに教頭だ。

「一体それはどういう事だ！」

　地じ団だん駄だを踏ふんで食ってかかるラヴィーに内山田はにこやかに笑いながら答える。

「そりゃあそうだろう。ｂｉｏクラフトが学校に通うなんて聞いた事が無い」

　にやりと笑う内山田の様子に、皆みなはラヴィーがｂｉｏクラフトの姫と称しようしている事を逆手に取ったのだろうと思っているようだが、広大はその笑みが自分たちへ向けられているような気がしてならない。なにしろ現に学校に通っているｂｉｏクラフトが広大のすぐ間近に二人居るのである。

「まぁ、そういう事ですから。今回は……」

「え～～、ちょっとくらいいいじゃないっすか！　うちの学校、宇宙交流なんたらモデル校なのに普ふ通つうだし。ｂｉｏクラフトの一人や二人、転校してもいいと思うっすヨ」

　やにわに素すっ頓とん狂きような声でそう言ったのは藍留である。

　もう二人ほど通っているんだけどな……。そう言いたくなるのを寸前で堪たえる広大である。しかし藍留の言葉は効果的だったようだ。生徒たちの間から次々と同意の声が上がる。

「ＵＮｂＡＲがｂｉｏクラフトじゃないと言ってんだからいいんじゃないの？」

「俺、宇宙交流プランモデル校だからここに決めたんだけどなぁ。ｂｉｏクラフトの体験搭とう乗じようなら他の学校でもやってるでしょ」

「王子さま先生。何だったら体験留学って言うんでもいいんじゃないすか？　それなら人間でもｂｉｏクラフトでもＯＫでしょ」

　どうやら孝郎も皆と同じ意見のようだ。

「さぁて、困りましたね。教頭先生。まぁ転校を認めるわけにはいきませんが、生徒たちも納得していないようですし……」

　内山田はそんな生徒たちの反応ににやにやしながら、横にいる教頭の方へ目をやる。

「しかしだね、内山田くん」

　困こん惑わくする教頭とは対照的に内山田は明らかにこの状じよう況きようを楽しんでいる様子だ。その時、広大はアイシャから背中を突つつかれ、視線で前を見ろと指示される。指示されたまま前を見ると、ラヴィーが黒服二人から何事か耳打ちされていた。黒服は声を潜ひそめているようだが、生徒たちが騒さわぎ始めている。自ずと声は大きくせざるを得なくなり、広大たちの所ならば何とか話が聞き取れる。

「……ここはまず生徒たちを懐かい柔じゆうしては」

「……私立高校ですし、その辺は何とか。財団の働きかけも期待できましょう……」

　黒服のその言葉にラヴィーは一つ肯うなずいてから、おもむろに皆の方へ向き直って言った。

「あ～～、諸君。転校については急な話だったので学校の方も準備が出来ておらんのだろう。急ぐ事は無い。その間、皆と親しん睦ぼくを深める時間が出来たと考えればいいのだ」

　そして周囲の視線が自分に集まるタイミングを見計らいラヴィーは続けた。

「そこで今日はこれから皆と親睦を深めるための席を設けたいと思う。突とつ然ぜんなので大したことは出来ないかも知れないが、食事でも娯ご楽らくでも何でも希望を述べるがいい。できる限り応こたえるとしよう！」

　ラヴィーの気前の良さに生徒たちを中心にどよめきが上がるものの、すぐさま希望を口にする者はいない。確かに何でもと言われても、相手の正体がよく分かってないのでは、おいそれと言い出せるものではない。しかし一人例外がいた。

「お風ふ呂ろ」

　やにわにそう言ったのはティセだ。雛ひな壇だんの上のラヴィーに向かって片手を差さし伸のべるようにして続ける。

「何でも良いというのなら、私はお風呂がいいです。今日は蒸し暑いのでお風呂に入りたいと思います」

　何を言っているんだと口に出しかけた広大だが、次の瞬しゆん間かん、ティセの意図が読めた。

　そうか、風呂だ！　風呂という手があった!!　風呂ならば黒服二人もついて来ない。合法的にラヴィーの服を脱ぬがす事も出来る。広大は同行するわけにはいかないがティセやアイシャ、そして恵子なら、ラヴィーと一いつ緒しよでも問題ない。サッと目配せすると恵子とアイシャも同じ事を察していたようだ。広大に肯き返すや、即そく座ざに口を開く。

「そうですわね。今日は蒸したからお風呂というのもいいかも知れませんわ。いえ、ここは絶対にお風呂です。お風呂!!」

「ほら四丁目の北ほく綾りよう湯。今年改装したのよね。ジェットバスや打たせ湯も出来たみたいだから、行ってみたいなぁって……」

　なにやら苦しい理由だが二人は何とかティセに話を合せる。そしてさらに思わぬ所から援えん軍ぐんがあった。

「そうだなぁ、風呂ならいいんじゃないですかね。これから食事やカラオケというのも問題がありそうだし。ねぇ、教頭先生？」

　なぜ食事やカラオケが駄だ目めで、風呂ならいいのかよく分からないが、内山田が言うと妙みような説得力がある。だが招待するのはラヴィーなのである。

「この私が招待するというのに、風呂というのは……」

「お風呂は素晴らしいものですよ。ドリルには敵いませんが、かなり素晴らしいものだと思います」

　そう言うティセをキッと壇だん上じようから睨にらみ返かえすラヴィーだが、ここで引き下がるのも何やら癪しやくと見える。唇くちびるを噛んだまま黙だまり込んでしまったが、そんなラヴィーに黒服二人がまた何か囁ささやきかける。

「姫ひめさま。確かにこの国では、一緒に風呂に入り親睦を深める風習があります」

「銭湯という場所なら男女別ですし、多くのものが一度に入浴できるはずです」

　その言葉にラヴィーは小さく首しゆ肯こうすると再び声を上げる。

「よろしい！　それではその銭湯とやらで、皆みなと親睦を深めようではないか。資金は全てペンデュラム財団の方で持つ。安心するがよい!!」

　雛壇の上で仁王立ちのままそう宣言したラヴィーにまた恵子が茶化す。

「だからパンツ見えるって」

　その言葉にラヴィーはまたもや慌あわててスカートの裾すそを押おさえて言い返す。

「見えてないと言ってるだろ!!」

「ったく、気にするなら高い所に上がらなきゃいいのに」

　呆あきれる恵子にティセは、片手を差し伸べるようにして言う。

「何とかと馬ば鹿かは高い所へ昇のぼりたがると言いますからね」

「こらこら、ティセ。ごまかす所が違ちがう！」

　広大が慌ててそう指し摘てきするが、ティセは小首を傾かしげてしばし考え込んだ後、言い直す。

「煙けむりと馬鹿は何とかに昇りたがる？」

「誰が馬鹿だ!!」

　壇上からラヴィーがそう食ってかかるのを聞いて取り、ようやくティセは何を間ま違ちがえていたのか理解したようだ。ラヴィーの方を仰あおぎ見みて手を差し伸べて言った。

「申し訳ありません。ラヴィー。煙と何とかは高い所へ昇りたがると言うべき所を、ごまかす所を間違えて、馬鹿と言ってしまいました」

「そ、そうか。分かればいいのだ、分かれば」

　妙に丁てい寧ねいな口調で訂てい正せいされたラヴィーは、何となく言い返す気勢を削そがれて引き下がってしまった。

「いいのかよ……」

　さすがに開いた口が塞ふさがらない広大の横では、壇上から降りてきた黒服二人が、恵子の先程の銭湯の場所を確認している所だった。




「そんなわけで今回もクイックストーンに協力してもらいます」

「強引に引っ張ってきて、何が協力してもらいますや！」

　コンビニのエプロンを付けたままのクイックストーンはそう言い返した。

「あら、ＵＮｂＡＲにあなたの事を報告してもよろしいんですのよ。クリス早石さん」

　にっこりと微笑ほほえみながらそう言うアイシャに、クイックストーンは不満そうな顔を隠かくせないものの、それ以上は反論出来ないようだ。

「さて、それでは作戦をもう一度、整理しておきましょう」

　アイシャは広大と恵子、そしてティセの方へと視線を巡めぐらせながら言った。ここは恵子の言った銭湯、北綾湯の横。ラヴィーの招きに応じた生徒たちが、そしてその場に居合わせた近所の人たちも、三々五々集まって来ている最中だ。銭湯はラヴィーの貸し切りという事になっているが、特に入ってくる人間を制限するわけでもなく、入浴料金をペンデュラム財団で持つと銭湯側と交こう渉しようしたらしい。タオルや石せつ鹸けんなども負担してくれるというので、広大たちはもちろん他の生徒も銭湯へ直行して来ている。

「女湯に入ればあの黒服二人もラヴィーにはついてこないでしょう。今のところペンデュラム財団とやらから、女性が派は遣けんされて来ている様子はありません」

「そこでクイックストーンが量子ブラインドに隠れてラヴィーに接近する。それを見つけられればラヴィーはｂｉｏクラフト。見つけられなければ人間てわけだな」

　広大の言葉に一つ首肯してからアイシャは答えた。

「そうですわね。でも量子ブラインドは湯気や蒸気に弱く、人に接近されると発見されてしまいます。そこで私たちがラヴィーが出るのを引き留めます。誰もいなくなった所でお風ふ呂ろから上がり、脱だつ衣い場じように出た所でクイックストーンに接近してもらいます」

「なんや犯罪じみとるな」

　げんなりとした顔のクイックストーンにアイシャは澄すました顔で言う。

「女同士ならさして問題はないでしょう」

「あのなぁ！」

　クイックストーンに反論させずアイシャは言葉を続けた。

「それとラヴィーがｂｉｏパートナーという可能性も考こう慮りよに入れておくべきですわ。それだとｂｉｏカードを所有していれば、量子ブラインドを無効化できます。そこでクイックストーンには、ラヴィーが助けを呼ばざるを得ない状じよう況きようを……」

「それこそ犯罪やないか!!」

「やり方はお任せいたします。犯罪にならないような方法を取れば良いでしょう」

　突つき放はなしたようなアイシャの言い方に、クイックストーンはぶつくさと言う。

「契けい約やくさえしとれば、こんなんに……」

「あら、なにかおっしゃいまして？」

　再び微笑みと共にそう言うアイシャを忌いま々いましげに睨にらみ付けながらもクイックストーンは黙だまり込む。

「ラヴィーが来たぞ。そろそろ行こう」

　銭湯の入り口を見ていた広大が黒服二人とやってきたラヴィーの姿を発見してそう促うながす。

「行きましょう。私も早くお風呂に入りたいです」

　ティセも片手を差さし伸のべるようにして言った。

「だけど目的はラヴィーの正体を見極める事だからな。それは忘れるなよ」

　そう念を押おす広大に、ティセは手をぱたぱたさせて言った。

「それにしても広大は賢かしこいですね」

「……はい？」

　唐とう突とつな言葉に広大は首を傾げる。そんな広大に向かってティセは続けて言った。

「ラヴィーをお風呂に入れて、正体を確かめるなんて素晴らしい考えです」

　ティセのその言葉に広大と恵子、そしてアイシャは顔を見合わせる。

「ちょっと待て、ティセ。あの時、風呂に入りたいと言ったのは、ティセじゃないか」

「はい、私はお風呂に入りたかったのでそう答えました」

　表情こそいつもと同じだが、初めての銭湯が楽しみなのか、両手のぱたぱたぶりからティセの上じよう機き嫌げんが窺うかがえた。

「つまり別に何か作戦があってお風呂と言ったわけじゃなかったのね」

　恵子のその言葉にティセは不思議そうに小首を傾かしげるだけだった。




「よぉ、来たのか」

　男湯の脱衣場に入った広大は、後から入ってきた後崎孝郎と先せん場ば兵衛にそう声をかけた。

「あぁ、どうしようかと思ってたんだけどな。お前らが入ってくのを見て」

「たまにみんなで風呂もいいだろう」

　恵子は最近、改装したと言っていたが、この銭湯はかなり古風な作りだ。昔風の銭湯というのを意図しているのかも知れない。脱衣場もロッカーこそあるが、古めかしい脱だつ衣いカゴも用意してある。孝郎は空いてるカゴをとり、広大の横へ来ると声をかけてきた。

「そう言えば貴た風かぜさんも一いつ緒しよだったな」

「まぁ、アイシャはティセから離はなれないからなぁ」

　広大がそう言った時だ。女湯の脱衣場から恵子と藍留の声が響ひびく。いつのまにか藍留も来ていたようだ。

「お、青の縞しまパン。なかなかマニアックね」

「さすがはお姫ひめさまっすヨねえ！」

「さっきからパンツパンツとうるさい！　そんなにパンツが見たければ自分のパンツを見れば良いだろう!!」

　言い返すラヴィーの声に孝郎は笑う。

「いやぁ、女湯は華はなやかでいいねぇ。それに引き換かえこっちは……」

　孝郎の視線を追っていった広大は、ただでさえ暑苦しい空気が余計に暑くなりそうな光景を目にした。そこでは全身が映る鏡を前に、ラヴィーのお供の黒服二人が、腰こしにタオルを巻いた以外は全ぜん裸らという格好でボディビルのポージングを競っているのだ。痩やせぎすと肥満体に見える二人だが、案の定、黒いスーツを脱ぬいでみると研とぎ澄まされた筋肉の鎧よろいを纏まとっていた。そしてこんな時でも何故かサングラスだけは外さない。

「む……」

　さっさと服を脱ぎ腰にタオルを巻いた兵衛もその光景に気づいたようだ。大またで二人の隣となりに歩み寄り一緒にポージングを始めた。子供の頃ころから柔じゆう道どうをやっている事もあり、兵衛もまたかなりの筋肉質である。そしてそれだけに脱衣場の暑苦しさはいやましていったのである。三人は鏡を見ながらお互たがいを牽けん制せいするように、ベーシックなポージングであるダブルバイセップス・フロントから、身体を捻ひねり胸の厚みを誇こ示じするサイドチェスト、もっとも力強く見えるというモスト・マスキュラーを決めていく。

「やぁやぁ、僕もご相しよう伴ばんさせていただくよ！」

　その時、いつもの脳天気な声と共に内山田が入ってくる。脱だつ衣い場じようを見回した内山田は、鏡の前でポージング合戦をしている三人に気づくや、自らもサッとスーツとシャツを脱ぎ捨すてた。そして上半身裸はだかになると、一緒にポージングを始めたのである。優やさ男おとこのイメージのある内山田だが、こちらも脱ぐとかなりの筋肉質である。そしてそれと同時に見ていた広大と孝郎の体感不快指数は限界に達しようとしていた。

「暑苦しいから止めてください!!」

　二人は声を合せてそう叫さけんだ。




「タオルや手ぬぐいを湯船に入れてはいけません！」

　身体にタオルを巻いたまま湯船に入ろうとしたラヴィーに向かってアイシャは叱しかった。

「いいではないか、タオルはちゃんとゆすいだわけだし……」

「お風ふ呂ろで親しん睦ぼくを深めようとするのなら、まずはマナーを守っていただけませんか」

　親睦を深めようと言ったのはラヴィーの方である。仕方なくラヴィーはタオルを取り、皆みなに背中を向けて少し恥はずかしそうに湯船に身体を沈しずめた。

「お風呂は素晴らしいですね」

　先に湯船につかっていたティセが、ラヴィーに手を差さし伸のべるようにして言った。

「余りに素晴らしいので、このままお風呂で生活できたらと思います」

「のぼせるわよ」

　お風呂の素晴らしさを説くティセに、恵子は現実的なコメントを付ける。恵子の横で湯船に浸つかっていた藍留は、ティセとアイシャに向かって尋たずねた。

「そういえばティセとアイシャは外国生活だったのに、銭湯とか抵てい抗こうないんすか？」

「お風呂は素晴らしいものですから大だい丈じよう夫ぶです」

　ティセはすぐさまそう言うが、どうにも答えにはなっていない。

「外国生活は長かったですが、別に日本で生活した事がないわけでもありませんから」

　アイシャは慌あわててそうごまかした。

「なんだ。お前たちはこの国の出身ではないのか？」

「ええ、親の仕事の都合で外国を色々と回っていました」

「そう言う設定です」

　ラヴィーの質問もごまかすアイシャだが、横からティセが余計な事を付け加えてしまう。もっともラヴィーは特におかしいとは思わなかったようだ。

「なるほど。仕事の都合で預かっているというのは、そういう事か」

「広大のお母さんは翻ほん訳やく関係の仕事をしてるんで、外国人との付き合いも多いからね」

　恵子は一応、そうフォローを入れた。

「ならば尚なおのこと、お前が私とあのメガネの契けい約やくを邪じや魔まする理由はないではないか」

「駄だ目めです」

　ティセは眉まゆを顰ひそめて湯の中から手を差し伸べるようにして言った。

「広大と契約させるわけにはいきません。駄目だと言ったら駄目です」

　ラヴィーがムッとするのを見て取った恵子が横から口を挟はさむ。

「って言うか。あんたこそ、どうして契約相手が広大じゃなきゃいけないのよ」

「……そうだな」

　ラヴィーは一時、考え込み、そしてティセの方を指さして言った。

「このセキセイインコが反対するからだ！」

「……はぁ？」

　恵子とアイシャは唖あ然ぜんとした顔を見合わせた。

「なんというか、どうもこの愛あい玩がん鳥類とは相性が悪い。だからこいつが嫌いやがる事をやってやりたいのだ！　どうだ、まいったか!!　はははははははは!!」

　大笑するラヴィーに、ティセは湯船に浸かったままで激しく両手をパタパタさせる。無論、湯船につかったままだから、湯が飛び散るのは自明の理である。

「こら、止めんか！　このセキセイインコ、手乗り文鳥!!」

　言うなりラヴィーは湯船から立ち上がり、反はん撃げきとばかりに両手で湯船の湯をティセの頭からかける。

「お風呂は遊び場じゃありません！　ティセさまも落ち着いてください」

「大体、こいつが……」

　湯船から立ち上がったまま、そう言いかけるラヴィーに向かって、アイシャはさらに注意した。

「前は隠かくしてください」

　アイシャのその指し摘てきにラヴィーは小さく叫んで、ざぶんと湯船に身体を沈めてしまう。

「まったく……」

　そう嘆なげくアイシャだが、一方で曇くもりガラス越こしの脱衣場に誰もいない事も確認していた。そして湯船と洗い場にいるのは、自分たちも含ふくめて十二、三人。後から誰も来る様子はない。アイシャから目配せされた恵子は壁かべ越こしの男湯にいる広大に向かって言った。

「ねえ、広大。広ひろ海みさんにお風ふ呂ろ貰もらっていくって言った？」

「ああ、いけね。言っておくわ」

　男湯からの広大の返答は銭湯に入る前に決めていた合い言葉。これで広大は一いつ旦たん脱だつ衣い場じように戻もどり、恵子の携けい帯たいを持って外で待機しているクイックストーンへ連れん絡らくする。そういう手はずだ。それを聞いたアイシャはティセに向かって言った。

「さぁ、それでは肩かたまで浸かって百まで数えましょう」

　ラヴィーはかなりの負まけず嫌ぎらい。そしてティセに対たい抗こう意識を持っている。ティセより先に風ふ呂ろを出るとは言わないだろう。そしてラヴィーはアイシャの目論見に乗ってきた。

「よし、我が慢まん比べだな！　私が勝かったら、あのメガネと契約させてもらうぞ!!」

「我慢比べというわけではありませんが、広大と契約させるわけにはいきません」




「ったくｂｉｏクラフト使いが荒あらいんやからな……」

　そんな事をぼやきながら、量子ブラインドに隠れたクイックストーンは銭湯の脱だつ衣い場じように忍しのび込む。思おも惑わく通りそこには誰の姿もなかった。番台の従業員が目を離はなした隙すきに引き戸を開けて入ってきたのだが、タイミングもよく気づかれなかったようだ。

「さて、あとはあの自じ称しようお姫ひめさまが出てくるのを待つだけ……」

　その時だ。クイックストーンは何かの気配を感じた。脱衣場には外へ向かって開く非常用のドアがある。どうやらその気配は曇りガラスがはめ込まれたそのドアの向こうから来ているようだ。いや、気配などという生易しいものではない。殺気だ。それも自ら隠そうとすらしない。それも人間という雰ふん囲い気きではない。ｂｉｏクラフトだろう。

「ほぉ……、先客がおったわけやな」

　量子ブラインドに隠れたままクイックストーンはにやりと笑った。




「ふう。銭湯というものは、なんでこんなに揺ゆれるのだ？」

「そりゃあんたが湯あたりしてるからよ」

　すっかりのぼせてふらふらのラヴィーに恵子が言った。結局、先にラヴィーの方が参って湯船から撤てっ退たいしたのである。恵子とアイシャはふらふらのラヴィーと共に脱衣場に向かう所だ。これで脱衣場に待機しているクイックストーンと接せつ触しよくさせれば、ラヴィーが本当にｂｉｏクラフトかどうか分かるかもしれない。

「まぁ、ここはお約束通りコーヒー牛乳でも飲んで……」

　そんな事を言いながら恵子が脱衣場に向かう曇りガラスの引き戸を開けた時だ。突とつ然ぜん、何かが派手に壊こわれる音がする。開いたガラス戸の向こうでは、外へつながる非常ドアがばらばらに吹ふき飛とんでいた。そして何も無い空間から、いきなり金きん髪ぱつのグラマラスな女性が転がりながら現れる。クイックストーンだ。それも何かの衝しよう撃げきで量子ブラインドを解かざるを得なくなったらしい。

「こん畜ちく生しよう！」

　クイックストーンは口くち汚ぎたなく罵ののしりながら立ち上がる。何者かから攻こう撃げきされたようだが、その姿は見えない。すると相手もｂｉｏクラフトなのは間ま違ちがいないだろう。アイシャはちらりとラヴィーの方を確認する。ラヴィーはのぼせたまま脱衣場の床ゆかに座り込んでおり何が起きたかよく分かってないようだ。ここで大立ち回りをして正体を悟さとられるわけにはいかない。咄とつ嗟さに考えを巡めぐらせアイシャは叫さけんだ。

「痴ち漢かんよ!!」

　その声に女湯に入っていた客も悲鳴を上げる。さらに番台からも女性従業員がかけつけて来た。内側に入ってしまえば量子ブラインドも無効化できる。従業員がくれば正体不明の相手も動き回るわけにいくまい。それがアイシャの考えだった。

「勘かんの良い奴やつだな」

　突然、背後から声が響ひびく。それも男の声だ。

「お前たちの考えなど読めている。今回は警告だ。うかつな真ま似ねはするな。分かったな」

　振ふり返ったアイシャは、ほんの一いつ瞬しゆんだけ視界の隅すみに何かの影かげを捉とらえた。しかしそれはすぐさま姿を消し、代わりに残っていた非常ドアが完全に外側へ向かって吹き飛んだ。どうやら謎なぞの影はそこから出ていったようだ。

「今のは一体……」

　跡あと形かたもなく吹き飛んだ非常ドアと右往左往する従業員、そして別の従業員から事情を聞かれているクイックストーンを見やりながらアイシャはつぶやいた。傍かたわらのラヴィーはまだのぼせて座り込んだまま。何が起きたのかも気づいていまい。その時だ。女湯の入り口の方から声が上がった。

「恵子、ティセ！　大だい丈じよう夫ぶか!!」

　そう言って駆かけ込んで来たのは着がえ終えていた広大であった。

「広大。ティセさまは湯船の方に居るので大だい丈じよう夫ぶですが……」

　言いかけたアイシャは突然、広大が硬こう直ちよくしたように動きを止めるのを訝いぶかる。そんなアイシャの肩をとんとんと叩たたく者がいた。振り返ると洗い場につながる曇くもりガラスの引き戸の陰に身を隠かくした恵子である。

「前、隠した方がいいよ」

　ハッとしてアイシャは気づいた。先程、振り返った隙すきに身体に巻いていたタオルが落ちてしまっていたのだ。つまりアイシャは一糸まとわぬ姿で広大の前に立っていたのだ。

「いや、ちょっと。その……」

　弁明するべきか、逃にげるべきか。我に返ったものの当とう惑わくする一方で次の行動が選せん択たくできない広大に向かって、アイシャは悲鳴と共に手の先に触ふれたものを投げつけていた。

「いやぁあああ～～っ!!」

　そして次の瞬しゆん間かん、広大の顔面には、一メートルはあろうかという観葉植物ごとそれが植えられた植うえ木き鉢ばちがクリーンヒットしていたのである。




「こ、これで諦あきらめたわけではないぞ。必ずやそのメガネと契けい約やくしてやる」

　湯あたりして黒服に背負われているという情けない格好のまま、ラヴィーはティセに向かってそう言い放つ。

「それは駄だ目めです。契約させるわけにはいきません」

　ティセも結構のぼせているようだが、それでもいつもの淡たん々たんとした調子のまま答えた。

「ふふふ。まぁいい。必ずや吠ほえ面づらかかせてやるわ、このセキセイインコ！　帰るぞ、ヴァッチ、ヴィッス」

「は、姫ひめさま」

　二人の黒服は声を合せてそう答え、銭湯の前からしょうぶ沼ぬま高校の方へ向かって歩き出した。

「そ、それで広大……。あの時、黒服二人は男湯にいたわけですね？」

　妙みようにぎこちなくそう尋たずねるアイシャの頬が朱しゆに染まっているのは、風ふ呂ろにのぼせたというわけでもないだろう。

「ああ、確かにあの二人は一いつ緒しよにいたよ。俺のすぐ後から入ってくるところだった」

　そう言う広大の顔面には盛大に包帯が巻かれている。幸い急所を外れていたので大事には至らず、銭湯の従業員が念ねんの為ため、湿しっ布ぷと包帯で応急処置をしてくれたのだ。

「あの二人の後から入ってくれば良かったのにねぇ」

　そう言う恵子にアイシャは顔を赤らめたままで言う。

「いえ、それはそれで。なんと言いますか……」

　そしてごまかすように語気を荒あららげて広大に向かってアイシャは言った。

「とにかく！　さっき見た光景は忘れてください！　絶対ですよ、絶対!!」

「いや、まぁ。植木鉢の当たったショックで、幸か不幸かあの直前の記き憶おくが曖あい昧まいで……」

　そう言いい繕つくろう広大に向かってアイシャはさらに詰つめ寄よった。

「忘れないというのなら、実力で忘れさせます!!　いいですね！」

「は、はい！　忘れます、忘れます。って言うか、覚えてないって」
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　アイシャの気き迫はくに押おされ、たじたじになって広大はそう答えた。

「結局、あの子。ｂｉｏクラフトかどうか分からなかったわね」

　ラヴィーたちが消えた方を見やりながら恵子はそう言う。結局、今回の一件はアイシャの叫さけんだ通り、痴ち漢かんが女湯の脱だつ衣い場じようを覗のぞいていたという事になった。いつのまにか洗い場に入り込んでいたクイックストーンは、従業員から不審の目で見られたものの、恵子やアイシャが友人だと言ったので、何とかそれ以上の追つい及きゆうから免まぬがれる事が出来た。

「隠れてた奴やつ、相当の手練やな。それに最初から殺る気満々やった」

　一緒にラヴィーたちを見送っていたクイックストーンもそう言った。

「あの二人以外にも、ｂｉｏクラフトがいるわけか。するとラヴィーもやっぱりｂｉｏクラフトなのかな……」

　広大のそのつぶやきに恵子は思い出したように言う。

「結局、あの子。転校してくるのかしら？」

「転校できるといいですね」

　ティセは皆みなの方へ手を差さし伸のべるようにしてそう言った。そんなティセに呆あきれたように広大は答える。

「でも転校してきたら、またケンカするんだろう？」

「はい」

　思いの外、ティセは素直にそう答え、そしてラヴィーたちが去っていった方へ頭を向けて続けた。

「ケンカすると思います。でも私はあの人が嫌きらいではありません」







アイキャッチ　３―Ｂ





広大　　　「おさらいすると、この話は三巻の直後だな」

アイシャ　「正直、この後の話は私としましては思い出したくはありませんわね」

ティセ　　「それは具体的に言うとお風呂で裸……」

アイシャ　「ティ、ティセさま!!　栗羊羹もありますわよ！」

ティセ　　「食べます。栗羊羹は丸くありませんが、大変素晴らしいものだと思います」

恵子　　　「でもさぁ、アイシャ。あんた落ち着いて塩大福ぱくついていていいの？」

アイシャ　「なにを言うんですか、恵子。私はぱくつくなど言われるような、はしたない食べ方はしておりません」

恵子　　　「いや、そっちに突っ込むんじゃなくて。このジャンガリアンハムスターが出てきたんで、あんたポジションを脅かされているわよ」

ラヴィー　「だからジャンガリアンハムスターではないと言っているだろう！」

アイシャ　「はい？　ポジションといいますと……」

恵子　　　「いじられキャラ♡」

アイシャ　「はぁ？」

恵子　　　「だからいじられキャラのポジションをラヴィーに奪われちゃうって言ってるのよ」

アイシャ　「何を言ってるんですか、恵子」

ラヴィー　「そうだ、そうだ！　ちゃんと事実を把握してから発言しろ」

ティセ　　「そうです。恵子は具体的に間違っています」

恵子　　　「ありゃま、不評？」

ティセ　　「そうです。せっかく愛称を決めたのですから、ここはラヴィ子さんと呼ぶべきです」

ラヴィー　「違う！　第一、私のどこがいじられキャラだ！　私は華麗なヒロインなのだぞ!!」

広大　　　「不評なのは、そっちか」

アイシャ　「それに恵子。私はいじられキャラではありません。清く正しく美しい、絶滅危惧種と言われる大和撫子系キャラなのです。ラヴィーなどと一緒にしないでください」

恵子　　　「素でそういう事を言っちゃう辺りが根っからのいじられキャラなんだって」









予告





ラヴィー　「そんなわけで皆の者『グロリアスドーン　アイキャッチ』第一巻「今日のティセ子さん」は楽しんでくれたか！　タイトルに愛玩鳥類の名前が入っているのが、ちと気に入らぬが、私の活躍には満足してくれたと思う。第二巻からは最初からクライマックスでばりばり活躍するから期待してくれ！」

ティル　　「ねー、お姉ちゃん。この人、誰？」

ティセ　　「この人はラヴィーです。ジャンガリアンハムスターと間違えてはいけませんよ」

ラヴィー　「何かと思ったら、ポメラニアンの子犬ではないか」

ティル　　「子犬は好きだけど、ティルは子犬じゃないもん！」

ラヴィー　「しかし愛玩鳥類の妹が愛玩犬とはな。まだ妹がいるそうだが、次は猫か？」

ティセ　　「確かにティオは猫っぽいかも知れませんね」

ラヴィー　「鳥、犬、猫……。どういう小動物姉妹だ!?」

ティセ　　「（ばたばた←取り敢えず怒りの意を表す）」

ティル　　「あんただってジャンガリアンハムスターじゃないか!!」

恵子　　　「小鳥、子犬、仔猫。そしてジャンガリアンハムスター！　……なんかすっかり小動物が我が物顔で跳梁跋扈してるわね」

広大　　　「この作品って、一応学園宇宙ＳＦじゃなかったのか？」

恵子　　　「それはまぁ、本編でという事じゃないの？」

ラヴィー　「だからこちらが本編だと言っているだろうが!!」

恵子　　　「それでは小動物度パワーアップの『グロリアスドーン　アイキャッチ』第二巻をお楽しみに！　本編の方もよろしくね♡」

ラヴィー　「だからきれいにまとめようとするな！」







ティオ　　「ねぇ、桜子。私あのジャンガリアンハムスターを相手にするのなんて嫌よ」

桜子　　　「まぁ、適当にあしらっておけばいいのよ。それにしても小鳥、子犬、仔猫か……。ティオが仔猫か……。うふふ」

ティオ　　「どうしたのよ、桜子？」

桜子　　　「いや、何でも。うふ、くくく……」

ティオ　　「もう！　桜子、声を潜めて笑わないでよ!!」









あとがき







　そんなわけで『グロリアスドーン　アイキャッチ』第一巻「今日のティセ子さん」はお楽しみいただけたでしょうか。

　この本に収録された短編は「ノベルジャパン」「キャラの！」に掲載されたものになります。

　第一話「転校してきました。そういう設定です」は『グロリアスドーン』第一巻の直後、第二話「特訓しましょう。頑張ってください」は同じく第二巻直後のエピソードという事になっております。

　第三話「わ、私は姫だ！　本当だぞ!!」は第三巻と第四巻の間にはいるエピソードですが、この辺りになるとほぼ設定の説明も終わり、特に補足する事もないというわけで、本編と並行して流れる別エピソード、いわば「ラヴィー編」に突入となりました。

　ラヴィー編は学校を中心にしたドタバタがメインで、余り深く考えずに楽しめる展開というのを考えております。書いている方としても、細かい設定や展開には拘らずその場のノリを優先していきたいと思っております。

　ラヴィーの正体についても考えてはあるのですが、実際にはどうなるか分かりません（笑）。その辺は読者の皆さんのご意見、ご要望も参考にして行きたいと思いますので、編集部宛にお手紙、メールなどお寄せください。

　そのラヴィ子さん（公式愛称採用可否審議中）ですが、編集部から「もっとラブコメ度をアップしないと、ひどいよひどいよひどいよ（意訳）」と言われたもので（ぉ）。さて、どうしたものかと思案した挙句、初期プロットにあった「ツンデレお姫さま」の設定を復活させたものです。

　結局、これで初期プロットの「ツンデレお姫さま」と「不思議ちゃん」のコンビが復活という事に相成ったわけですな。もっともティセ子さん（公式愛称）はメイドというわけではないですが。

　ラヴィ子さん編につきましては、今後も引き続き「キャラの！」に掲載させていただける予定ですので、文庫書き下ろしシリーズ共々よろしくお願いいたします。




　これで本編、つまりタイトルが「少女は黎明に唄う」のように「○○は○○に○○」パターンのもの。そして日常長編、つまりタイトルが「ちゃぷちゃぷ？」のように擬音、擬態語のもの。さらには学園を中心にしたドタバタ短編＆ラヴィー編の『アイキャッチ』と、計三系統のエピソードが同時に展開していく事になります。さすがにちょっとややこしいかと思いますが、出来る限り広いニーズにお応えしていくという方針で行きたいと考えてますので、お付き合いしていただければ幸いです。

　シリーズ立ち上げの時、編集さんとも「出来るだけ長くやって行きましょう」というお話をしましたが、現状は「出来るだけ広くやってる」感じですね（笑）。もちろんこのまま長くやっていければと思っております。

　最終的には並行している三つのエピソードが一つにまとまっていく予定ですので、どれもお見逃し無く。




　さて、この作品が二〇〇七年最後に出る本になるわけですが、今年は去年にまして忙しかったです。なんか九月下旬からの記憶がはっきりしません（汗）。残暑が厳しいなと思っていたら、いつの間にか寒くなっていたという感じです。なにしろ一二月だけで、この本を含めて三冊出ましたからねぇ。

　年間七冊と「キャラの！」で変則隔月連載という形でした。

　執筆中のＢＧＭとしてヘビーローティションしていた『絶望ビリー』や『レッツゴー陰陽師』だけが妙に記憶に残ってます（笑）。

　二〇〇八年二月一日には『グロリアスドーン』第五巻が発売される予定です。楽しみにしていて下さい。

　この分では来年二〇〇八年も忙しくなりそうです。まぁ、この仕事、暇になったらなったで、困りものですからねぇ。




　それでは最後になりましたが、本年もお世話になりました。来年もよろしくお願いいたします。皆さまも良いお年を。





庄司 卓



庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




庄司 卓先生／四季童子先生／小松崎龍海先生
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